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柑芦 54号（2023年版）
和歌山大学経済学部柑芦会誌

□ 特集 「センテニアル展望
　　～大学の夢・柑芦会の夢・私の夢～」
□ 遺稿
□ 追悼
□ 支部だより
□ ゼミ・同期会・クラブ・同好の集まり
□ 母校だより
□ 出会いのひろば（会員談話室）
□ 柑芦会
□ 後援会
□ 訃報

〈表紙絵 / 雑賀崎〉

武漢コロナが発生する以前に行なっていた「柑芦絵画を楽しむ会」の恒例スケッチの会で雑賀崎に出かけた時
の作品です。現在この絵画グループも高齢化し活動が停滞化しているのが現状です。描くことを楽しむ同志の
参加を期待しております。

作　大7　鶴田俊雄
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会長挨拶

柑芦会  会長　大 18  北村　修一

今こそ「母校愛」を

皆さまには常日ごろから柑芦会の様々な
事業に関して深いご理解と熱いご支援をい
ただき、心から感謝申しあげます。

さて年々異常さを増す地球の気象の状況
ですが、台風や大雨、それに伴う土砂災害な
ど今年の気象状態は特に異常さが増大して
います。被害を受けられた皆さまにはお見舞
い申しあげますと共に、これ以上の大きな影
響などがないことをお祈り申しあげます。

本誌においても何度かお伝えしてきまし
たように、本年は母校の創立100周年にあた
り、10月を中心に記念行事の開催や「100年
史」の発行などが行われます。そこで本誌に
おいても今号では、先生方や現役学生の皆さ
んを含む多くの皆さんによる100周年への思
いを寄稿いただきました。それらの多くが、
過去を振り返るだけでなくこれから先の将
来に向けての思いであることを味わってい
ただけたらこれに勝る喜びはございません。

柑芦会自身も3年後の2026年には設立100
年を迎えようとしている今、私も改めて母校
の100周年について考えてみました。その時
にふと浮かんだのが「母校愛」ということば
です。それは感謝であり、誇りでもあります。
私は、それは卒業生なら持っていて当然の

ものだと確信するのですが、どうやら年代に
よっても大きく違うようです。また在学中に
体験したできごとや、卒業後に和歌山大学の
卒業生であってよかったと思える体験の有
無なども影響しているようです。しかしなが
ら、度合いの違いこそあれ卒業生には等しく
持っていてほしいものであることに変わりは
ありません。

大学側もこのことを重要視する姿勢を鮮
明にされ、本山学長は大学の役員に「ブラン
ディング」担当の副学長を任命されたり、同
窓会活動を重視してその活動の拠点として
の専用室を学内に設置するどの取り組みも
始めておられます。

もとより柑芦会の設立の目的は、卒業生同
士の交流・懇親だけではなく、母校と後輩た
ちへの支援にもあります。母校が本気でそれ
を強化しようと考えておられるかぎり、我々
卒業生もこれに応えて大いに「母校愛」を発
揮し、それを具体的な形にしていこうではあ
りませんか。「母校愛」に関する皆さまからの
ご意見やご提案が沸騰することを期待して
います。
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和歌山大学  学長　本山　貢

柑芦会とともに歩む大学へ

柑芦会の皆様方には、平素より経済学部は
もとより和歌山大学に対して多大なご支援を
いただき心よりお礼を申し上げます。令和 5
年 4 月から第 18 代学長に就任いたしました
本山貢でございます。今後ともご支援のほど
よろしくお願いいたします。

和歌山大学は、教育学部、経済学部、シス
テム工学部、観光学部、そして令和 5 年度か
ら社会インフォマティクス学環の設置が認め
られ、学びの拠点が膨らみました。地域から
支えられる南近畿の中核をなす魅力溢れる総
合大学となりました。その中で私が最も学生
教育で重要な力量であり、これからの社会が
希求しているものは、「学びに向かう豊かな人
間性、そしてコミュニケーション力」だと考え
ています。自身の感情をコントロールし、他
者を尊重し、チームワーク、謙虚なリーダー
シップ、「思いやりの心」を身につけてほしい
と思っています。和歌山大学での学びを志す
Ｚ世代の皆さんが、「大学とは何をするところ
なのか、そして何をすべきなのか」という問い
に対して、私たちはしっかりと責任をもって
答えていきたいと思っています。

もちろん、大学の責務は「教育」、すなわち
人材の育成です。私たちは、和歌山大学での
学びを志す皆さんをしっかり鍛え、社会に送
り出す責務において明確なビジョンと戦略を
もって体系的な教育課程を編成し、社会を創
る学び、インターナショナルな学び、そして
地域での学びなど、さまざまな学びを支援す
る仕組みを設け、身に付けた学びが実感でき
るよう支援していきたいと思っています。

そして、大学での学びは教育課程のなかに

とどまらず、「豊かな人間性、そしてコミュニ
ケーション力」が大学生活の中で最も養われ
る環境は、スポーツや文化活動などのクラブ・
サークル活動だと実感しています。特に異な
る専門職を目指す人たちが、同じ目的で知恵
とマンパワーを結集し、新たに躍進していく
様子は素晴らしいことだと思います。先輩、
後輩、同期の仲間たちと一緒に新たな人間関
係を構築する場を充実させていきたいと思っ
ています。

和歌山大学は、豊かな自然環境と世界文化
遺産に恵まれた和歌山県唯一の国立大学とし
て、地域社会と共に地域の発展に寄与し、地
域を牽引する人材育成を目指しています。地
域社会と共存共栄したバリューチェーンの創
造を実現させるために、学生と教職員、地域
が共に育つ総合大学としての強みと特色をさ
らにステージアップさせ、さらに大学を支え
ていただいている同窓会や後援会の組織との
信頼関係を築きながら常に対話を重視し、連
携を深めるために新たな取り組みにも積極的
にチャレンジしていきたいと思っています。

最後に、今後も柑芦会の皆さんと対話し、
母校の魅力がしっかりと伝わり応援していた
だけるようこれまで以上の信頼関係を築いて
いきたいと考えています。また経済学部 100
周年を迎える喜びを実感し、困難な社会状況
の先に広がる輝かしい未来に向かって共に歩
む大学を目指していきたいと思います。経済
学部と柑芦会の皆さんに心からお祝いと申し
上げますとともに、今後とも皆さんのご支援
と応援をよろしくお願いいたします。

学長・学部長挨拶
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柑芦会のみなさまには、平素より経済学部
の教育・研究活動および運営にご理解とご支
援を賜り、心より感謝申し上げます。2023年4
月より経済学部長に就任をいたしました。和
歌山高等商業学校以来の100年の伝統を持つ、
この和歌山大学経済学部ですが、女性の学部
長は私が初となります。近年、大学において
もビジネスの世界でも、ダイバーシティ（多
様性）が重視されております。女性としての
感性を生かしつつ、経済学部をさらに発展さ
せていくために、日々業務を進めていきたい
と考えています。

さてこの間、経済学部には304名、経済学研
究科には33名の新入生を迎えました。2023年
度からは授業もほぼ対面で実施しており、学
生が談笑し交流する、大学としての当たり前
の光景が今やっと戻ってきたところです。コ
ロナ禍での交流が途絶えていた後ゆえ、私た
ち教職員にとっても、このようなキャンパス
の光景を再び眼にできることは、非常に大き
な喜びであります。さらに各教員は、この間
のオンライン授業の進展で多様なスキルを
培ってきたところです。これらを対面授業に
て具体的に生かすべく、各教員が意欲的に授
業改善を進めています。

大学全体の状況としましては、各国立大学
は6年間の中期目標・中期計画を掲げ、教育・
研究およびその他の活動を行っております。
2023年度は、第4期の中期目標・中期計画の2年

目にあたり、新学長のもと「知の創造・新たな
学びの創出」をキーワードに、4学部１学環が
連携し、学生主体の協働的な学びを一層深め
ていきます。経済学部でもグローバルな視点
を踏まえつつ、地域社会のステイクホルダー
とより積極的な連携を図りながら教育および
研究を行うべく取組を続けています。コロナ
禍の間中断しておりました学部授業科目の柑
芦会寄付講義も、本年度から再開します。柑
芦会のみなさまからの社会での実践を通じた
貴重な学びを学生に伝えていたただけること
は、経済学部が取り組んでいる協働的な学び
と直結するものであり、実施いただけること、
心待ちにしております。

そしてみなさまご存じの通り、経済学部は
今年、創立100周年という節目の年を迎えま
す。この節目の年を在学生と柑芦会のみなさ
まとともに、その歴史と伝統、はたしてきた役
割の重大さをかみしめつつ、一緒に喜び合い
たいと感じております。来る10月28日（土）に

「和歌山大学経済学部100周年記念式典」と、そ
の後の祝賀会が予定されております。同日に
ホームカミングデーの行事も併せて行います
ので、是非ご来学を賜りますよう、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

最後になりましたが、柑芦会のさらなるご
発展と、みなさまのご健勝・ご活躍をお祈り申
し上げます。

和歌山大学 経済学部長　金川　めぐみ

経済学部100周年を機に、
さらなる飛躍を



※以下、いずれも７月中・下旬状況

　第53号で経済学部創立100周年記念として、これまでの足跡をたどるご寄稿を

頂いてまいりました。そしてこの秋には母校と一体になった100周年記念行事も

行われます。

　第54号でもその余韻はあると思いますが、今回、テーマとしての言葉「センテ

ニアル」を委員会で選択いたしました。

　センテニアル（Centennial）とは、ラテン語で「100周年（世紀）という意味で、

英語では同じ綴りで『センチュリー』という形容詞が我々には馴染みの言葉です。

　100周年記念行事は過去の足跡を顧み、先輩方の労をねぎらい祝う事だけでな

く、新しい次の百年への第一歩を記す壮行式かもしれません。

　では、この100周年を一区切りとして、新しい100年に向かって「我々はどのよ

うなビジョンを持って進みたいのか」を、色々な単位の中でご寄稿頂きました。

　新しく和歌山県知事になられた岸本周平知事には和歌山県の、また本山新学長

には和歌山大学の今後の100年を踏み出す第一歩についてのビジョンを語ってい

ただき、更に和歌山大学の教授陣、現役学生の方々の夢を、柑芦会からは、会長、

支部長の皆様方、各会員の夫々に、次の100年に向かって踏み出す夢・目標を

語っていただきました。

　それぞれの立場の方々からの「センテニアル展望」をご紹介できることを大変

光栄に存じます。

柑芦編集委員長　　穂永千秋

「センテニアル」展望　・これからの夫々の生き方特集
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和歌山県知事挨拶

和歌山県知事　岸本　周平

これからの和歌山県
「和歌山が最高！だと
子どもたちが思う未来を！」

この度、和歌山大学経済学部が開学100周年
を迎えられましたことに心からお祝い申し上
げますとともに、これまで共に歩み支え合って
こられた柑芦会の皆様に敬意を表します。

貴学には、本県と2003年2月に「和歌山県と
和歌山大学との連携・協力に関する覚書」を、
2008年4月には「和歌山県における観光振興に
向けた相互連携協定」を締結いただき、これま
で様々な地域課題に積極的に取り組んでいた
だいておりますことに、あらためて感謝申し上
げます。

さて、和歌山県は課題先進県のトップラン
ナーです。人口減少、高齢化、産業の空洞化、経
済成長力の鈍化、南海トラフ地震などの自然
災害への備え等、日本全体が抱える課題の宝
庫です。そしてこれらの課題に取組んでいく
にも、教科書も参考書もありません。従いまし
て、「実験の精神」で新しいやり方を試し、ト
ライ&エラーで挑戦していくしかありません。

私は知事に就任して以降、県の職場の中で
は「前例がありません。」という言葉を禁句に
しました。これからは、前例があるかどうかで
はなく、前例を作っていくことが私たちの仕事
であると考えています。トライ&エラーを繰り
返しながら、農業、林業、水産業など一次産業
の活性化と新しい産業の振興に加え、子育て
世帯の経済的負担を軽くするための支援を充
実させるとともに、防災力を強化し、国土強靱

化に取組むなどの施策を推進し、県民の皆様
の生活を守ってまいります。

もう少し具体的にいくつか例を挙げます
と、新規就農者の確保、紀州材の生産性向上、
水産資源の回復に取り組むことで、農業、林
業、水産業の活性化を図るとともに、大阪・関
西万博やポストコロナを見据えたクルーズ客
船誘致など、国内外からの観光誘客に取り組
みます。また、宇宙関連産業等の集積を目指す
ほか、県内企業の DX を推進するなど、最先端
産業の振興と企業の成長支援や企業誘致もさ
らに取り組んでまいります。その上で、人と物
の流れを活性化し、南海トラフ巨大地震など
の大規模災害に備えるため、高速道路や幹線
道路を計画的に 整備してまいります。また、
子育て支援についても、妊娠から子育てまで
の伴走型支援と経済的支援の一体的な実施、
保育人材の確保、放課後児童クラブや子供 食
堂の充実による子供の居場所づくりを進めて
まいります。

今、目の前では、小型ロケット「カイロス」
が、串本の地から宇宙に向けて打ち上げられ
ようとしております。また、世界中に甚大な影
響を及ぼしてきた新型コロナウイルス感染症
に対しても、通常の社会経済活動ができるよ
うな状況になり、インバウンド観光もコロナ禍
前の水準に戻りつつあります。さらに、2023
年の弘法大師ご生誕1250年、2024年の世界遺
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産登録20周年、そして2025年の大阪・関西万博
と、今後 3 年にわたりビックイベントが続い
ていきます。まさにこれから、コロナ禍からの
反転攻勢に大いに弾みがつくと期待が膨らみ
ます。

次に、これからの和歌山県をどうしていく
かということですが、一言で申し上げますと、

「和歌山が最高！だと 子どもたちが思う未来
を！」つくっていくということに尽きます。

私が目指すこの未来は、一朝一夕に実現す
るものではありませんが、その扉に向かって
着実に歩みを進めていくため、これまでの草
の根の活動で培った経験と人脈を生かしつ
つ、県内各地の様々な現場に赴き、県民の皆
さまのご意見やご要望を直接お聞きし、県を
あげて一生懸命応援していくような、開かれ
た温かみのある県政を行ってまいります。ま
た、本年4月には「和歌山県未来創造プラット
フォーム」を立ち上げました。アドバイザリー
ボードには、経済、学術、アート、スポーツ、社
会福祉などの第一人者の皆様にご就任いただ
き、そのもとに、若手のチームリーダー率いる
観光、DX、ワーケーション、地方創生、国際、
文化芸術のワーキングチームをつくりました。
県民の皆様に夢をもっていただける、わくわく
ドキドキするようなプロジェクトを立ち上げ、

「和歌山が最高！だと 子どもたちが思う未来

を！」つくってまいります。
県の仕事は「県民を幸せにすること」だと考

えています。幸せと言っても、人それぞれに何
が幸せかは違います。しかし、人は幸せな時に
は笑顔になるでしょうから、県民の笑顔をつく
ることが私たちの目的です。

貴学におかれましては、机の上の学び以外
にも地域というフィールドで地域課題に積極
的に学び関わる紀伊半島価値共創基幹「Kii-
Plus」の発足、さらには本年 4 月から、経済学
部、システム工学部、観光学部が密接に連携し
分野横断的な知識や能力を身に着ける教育を
実現する文理融合型の教育課程である「社会
インフォマティクス学環」をスタートさせるな
ど、新たな取り組みを展開されています。

このように、地域課題に取組まれている貴
学に大いに期待申し上げるとともに、時代を
見据えた多様な学びを修められた貴学の学
生の皆様が、実際に県内の団体や民間企業に
入ってその力を存分に発揮、活躍されること
により、子どもたちに和歌山が最高と思ってい
ただき、県民の皆様を笑顔にするため、お力添
えをいただければ幸いです。

結びに、新たな100年においても、貴学が
益々重要な役割を担われ、社会が求める人材
を育成、輩出されるとともに、柑芦会の皆様の
益々の御健勝を祈念申し上げます。
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はじめに
和歌山大学ではこの数年の間で紀伊半島価

値共創基幹、国際イニシアティブ基幹など新
しい仕組みが次々と生まれ、またこの4月から
は新しい教育体制として文理融合型の社会イ
ンフォマティクス学環（社会統計等の教育）も
誕生した。同学環は、応募状況も良好で順調
な滑り出しを見せているが、現在こうした新
しい教育研究を定着させつつ、さらに新しい

「何か」を本山貢新学長を中心とする執行部
は模索している。

そしてその「何か」のひとつが、本山学長が
この4月からスタートさせたブランディング
部門である。著者は和歌山大学のブランド化

（ブランディング）策の推進を担当することに
なったが、以下この新しい部門の方向性につ
いて述べたい。

和歌山大学経済学部は100年という伝統も
ある国立大学の中でも老舗といえる。滋賀大
学、長崎大学、横浜国立大学、小樽商科大学、山
口大学、埼玉大学、香川大学、富山大学、福島
大学、信州大学、大分大学などの名門大学と
並び、旧高等商業学校を母体としている。そ
もそもブランド力を有していると著者は考え
る。ただ、ブランドというものは歴史や伝統
に胡坐をかくのではなく、常に組織が向上に
励み、そして維持しなければならないもので
もある。

ブランディングに関する学問領域では、ま
ず、ブランド化のプロセスの議論からスター
トさせる必要である。より具体的には、和歌
山大学のブランド力に関する「市場調査」の
実施が重要な出発点となる。まずは、和歌山

大学は魅力的なのかどうかについて現役の学
生に聞いてみることが必要だ（分析結果につ
いては後述する）。

現役生以外にも、卒業生、ステークホル
ダー、地域や地域外など様々な視点からのブ
ランド検討が必要であるが、徐々にデータを
構築する必要がある。

ある程度の調査が終了したら、次に「大学
としてのアイデンティ構築」にむけて取りか
る必要がある。アイデンティティとは文字通
り、独自性、売りの部分の再確認、大学のミッ
ションの再定義にも通じる。アイデンティ
ティ構築のため和歌山大学について「（A層）
内部から見る視点（現役学生、卒業生、関係者）
が関心を示す点の把握」と、「（B層）外から
見る視点（関西周辺の住民、受験生、受験生を
かかえる親などの層）の把握」などの意識化
が重要である。まずは（A層）のためのブラン
ディング力を強化し、ほぼ同時に（B）の強化
も行う必要があろう。

そして、次なる段階が日本全体に和歌山大
学のブランド力を「浸透」させることである。
特に上記「B層」への浸透強化が中・長期的に
は必要である。全国に対して和歌山大学の知
名度をさらに「浸透」させるためには、メディ
ア戦略、またインフルエンサー（SNSで影響
力のある人材）などの登用など様々な手法が
ある。和歌山大学のブランドを内外に発信し
ていくことで、ブランド力が浸透し、基金など
の収入増などにも影響するものと考えられ
る。

副学長・ブランディング担当　足立　基浩
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現役学生に対する意識調査
今回、和歌山大学のブランド力を探るため

に、まずは学内（現役学生）を対象とした調査
を行うことにした。調査テーマは「今の和歌
山大学の現役の学生たちは和歌山大学をどの
ように考えているのだろうか」である。

2023年4月27日に著者の授業などを中心に
現役の学生に対してアンケートが実施され
た1。なお、サンプルに偏りがあるため、今後
の質問項目などを見るために行う実験的調査
である。以下、結果を見てみよう。

図1：和歌山大学といえばどのようなイメージ
がありますか？

 
「周辺環境が良い（緑あふれる環境等）」が

全体の約20％（72人）、「立地が良い」が全体
の約8％（30人）、「国立大学としてのブランド」
が約17％（63人）、「学費が安い」が約32％（115
人）、「伝統がある」が全体の約3％（10人）、「大
企業の役員OBが多い」が全体の約2％（4人）、

「就職が良い」が全体の約2％（6人）、「少人
数教育」が全体の約13％（46人）、そして、「そ

の他」が全体の約3％（12人）であった。
この結果から、国立大学の「ブランド的な

もの」よりも、「国立大学的要素・機能（学費
が安い）」「少人数教育」などの面が現役の学
生にとって魅力的である点がうかがえる。

100年を誇る経済学部の「伝統」に興味があ
る学生はわずか10人（3％）であり、また、一部
上場企業の役員などを輩出しているなどはわ
ずか4人（2％）であった。

なお「周辺環境が良い（緑あふれる）」が全
体の約20％（72人）が2番目に多かった。

和歌山大学は、校舎から海が見えまた緑豊
かな環境でもある。こうした点を強調し、ま
た徹底的な少人数教育を実践することがこの
大学の魅力をさらに高め、「ブランド化」に
つながるであろう。また、大学OBの層の暑さ
をもっと学生たちに伝える必要もあろう。

図2：あなたは以下の学部の中でどの学部がブ
ランド力を有していると思いますか？

続いて「ブランド力のある学部はどの学
部」かについて質問をした結果を示したもの
が、図2である。
「経済学部は」全体の約34％（56人）が、ま

た観光学部が全体の55％（90人）が「（学部と
しての）ブランド力がある」と回答している。
教育学部、システム工学部は、回答の属性が経

1なお、調査対象は、経済学部118名　観光学部24名　シス
テム工学部2名　教育学部2名であった（主に2回生（19歳、
20歳）を対象）。経済学部の学生が圧倒的に多いので、サ
ンプルバイアスがかかっている点を考慮されたい。
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済学部生や観光学部生に偏っているせいも
あって低い値となっている。この4月に誕生
した社会インフォマティクス学環は全体の2．
4％であるが、システム工学部、教育学部と肩
を並べている点は注目したい。国立全国では
日本で最初に設置された「観光学部」がトッ
プの結果となっており、現役学生の間でもブ
ランドの意識化が進んでいる点は興味深い。

図3：和歌山大学のキャラクター猫　「わだ
にゃん」について

続いて和歌山大学のマスコットキャラ
クターである「わだにゃん（猫のキャラク
ター）」の認知度について聞いた（図3参照）。
大学の認知度を高めるためには、見た目で分
かるキャラクター戦略は重要である。果たし
て「わだにゃん」はどこまで学生たちに浸透
しているのか。図3より全体の約39％（回答
数37）がわだにゃんについて「好き」と回答し
ている。一方で、過半数以上である約58％（回
答数81）がわだにゃんについて、「普通」と感
じており、将来的にはこの層を「好き」にさせ
る必要がある。このキャラクターが「好きで
はない」はわずか、3％であり、今後、わだにゃ
んの人気をさらに定着化させる必要があろ
う。

図4：関西圏でブランド力があると考えられる
大学

 
最後に、図4は「関西圏でブランド力がある

大学はどこか」について聞いた。
関西圏でのブランド大学といえば、ノー

ベル賞を多く輩出している京都大学（93人、
34％）や大阪大学（63人、23％）が上位を占め
た。また、私立の同社社大学も（33人、12％）
と第3位に位置している。しかし、ここで第4
位に「近畿大学」が入っている点が興味深い

（29人、11％）。神戸大学の4位（22人、約8％）
を上回っているのだ。近年、近畿大学は「マ
グロ大学」などキャッチフレーズを出しなが
ら大学のブランド化に力を入れているが、こ
のあたりの「広報力」が一定度、功を奏したの
ではないかと考えられる。いわゆる大学での
様々な試みの「浸透化」に成功しているもの
と考えられる。

おわりに　この調査から見えてくるもの
最後に、この調査から見えてくるものにつ

いて述べたい。
このアンケート調査結果は経済学部を中心

とした現在の現役学生を対象としたものであ
り、和歌山大学生全体に実施したものではな
い。また、現役学生から見た「和歌山大学」の
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印象である。このことを割り引いたうえで、
しかしいくつかの点が見えてくる。

まず第1に学生たちの多くは「少人数教育
であり学費が安い」ことに関心を持ってい
る、という点である。これは全国の国公立大
学そのものの「有意性」でありブランドの一
翼を担うものの、他大学と和歌山大学との差
別化にはならない。しかし、今後の大学経営
上、この「強み」を理解しておく必要はあろ
う。

第2に、「環境が優れた大学である」という
回答が多かった点である。ここでの環境と
は、周辺を緑地で囲まれ、校舎からは海（和歌
浦湾など）が見えるなど自然環境についてや、

「大阪からのアクセスの良さ」などを示して
いるものと考えられる。このことは、地方の
国立大学としての差別性を生む。

一方で残念だったのは、経済学部の100年の
伝統（2023年で100周年）などを含め、OB・OG
の活躍について意識している学生があまり
にも少ないことである。本稿で実施したアン
ケート調査では、和歌山大学の卒後生や教育
者でブランド力のある人を具体的に挙げてい
ただいた（紙幅の都合上、グラフなどの掲載は
割愛した）。その結果、川田裕美さん（フリー
アナウンサー）がほぼ独占する形でトップで
あった。和歌山大学は、経済学部を中心に過
去100年の歴史において世界的な研究に影響

を与えた教授陣がおり、また卒業生も一流企
業の役員を経験された方も多い。経済政策の
大家の三上隆三先生、歴史分野では世界的な
知名度がある角山栄先生などあげたらきりが
ない。しかし、あまりにも現役の学生たちに
知られていない。これは、大学自体が大学の
歴史や伝統・文化に関する教育が必要なこと
を意味している。これにあわせて、少人数を
意識した丁寧な教育を徹底化すれば学生の中
でのブランド力の意識化は高まるであろう。

先述の川田裕美さんは経済学部1年生のこ
ろから著者（後にゼミ生）も知っていたが学生
時代をサークル活動などで楽しむような一
般的な女子大生であった。しかし、アナウン
サーになりたい気持ちは人一倍強くあり、ま
た和歌山大学での学びに誇りを持っていた。
手前のことで恐縮だが、彼女を含めゼミ生た
ちには毎週のように地域活動に参加しても
らう（ぶらくり丁でのカフェ活動）など、きめ
の細かい丁寧な教育が（和歌山大学だからこ
そ）できたように思う（地域情報ネットラジオ
UWUの初代アナウンサーも川田裕美さん）。

伝統に関する教育も並走させながら、やる
気のある学生を丁寧に拾い上げるような教育
を行える「場」の創造こそが、これからの和歌
山大学のブランド力を育むうえで大切な役割
となろう。

〒542‒0081 大阪市中央区南船場1丁目3番14号
 ストークビル南船場10階
 TEL（06）6266‒9075
 FAX（06）6264‒5208

岩垣会計事務所
税　　理　　士
中小企業診断士 岩 垣 忠 裕（院35）
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学環の概要
社会インフォマティクス学環は経済学部，

観光学部，システム工学部にデータインテリ
ジェンス教育研究部門の４つの組織の連携に
より作られた第5の学部相当の教育課程です。
学士は社会情報学，学生定員30名，教員数15名

（専属専任3名，連係専任12名）です。専属専任
は学環に所属し旧学部の科目・ゼミを兼担，連
係専任はそれぞれ３学部に所属し学環のゼミ
を兼担となります。その教育の特徴は，経済
学・観光学を中心とした社会科学とデータサ
イエンスや情報学を中心とした工学の掛け算
で学ぶという学内連携を強化した文理融合型
の教育課程です。特に，データ利活用力を養
うことを目的に実データによる演習と，ビジ
ネスサイエンス力や企画・実践・発信力を養う
ために企業・自治体と連携した実地の演習と
いった外部連係を実施します。

カリキュラムの第一の特徴は，“楔型構造
教育”による履修体系を構成しているという
ことです。例えば，プログラミングやアルゴ
リズムなどの理系科目を履修し，どの社会分
野で使われるか，ミクロ経済学や商業簿記な
どの文系科目を履修することでイメージが湧
き知識が固定されます。この文系科目を履修
することは，どのような技術が必要か考える
きっかけとなり，上位の理系科目の必要性を
認識し，履修の動機付けとなります。このよ
うに，文系科目が楔のように理系科目の知識
の定着に役立つと考えています。他方，幾層

に重なる文系科目の固定に理系科目が楔とな
ることでしょう。“楔”には“打ち込むことで
割る”という意味がある反面，“物を固定する”
という意味があります。丁度良い加減により
固定されている奈良の法隆寺の木造建築のよ
うな強固で長い歴史を育むと学環では考えて
います。伝統ある経済学部に追従するために
も特徴ある教育システムを構築していきま
す。

ただし，この学環に経済学・経営学・観光学・
工学のすべての領域を提供できるわけでは
ありません。そこで，カリキュラムにおける
第二の特徴として，比較優位の観点から社会
科学系では①地方自治や地場産業，②エネル
ギービジネスやファイナンス，③観光サービ
スといった尖った分野を，工学（インフォマ
ティクス）系では①AI・データサイエンス，②
システムデザインといった時代の潮流となっ
ている分野による差別化を目指します。これ
により，①地方自治・地場産業を専門とする
DX人材，②エネルギービジネスやファイナ
ンスを専門とするDX人材，③観光サービス
を専門とするDX人材を養成していきます。
なお，本学は文部科学省認定「数理・データサ
イエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテ
ラシーレベル）プラス」に選定されている数
少ない教育機関モデルという優位性を学環で
も活かして行くところです。

社会インフォマティクス学環紹介と今後の展開

学環長　竹内　哲治
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創設まで
構想の始まりは，令和3年秋のシステム工学

部・研究科改組の中で，「データサイエンスプ
ログラム」の導入について文科省へ相談した
ところからです。文科省との交渉で，経済学
部・観光学部など本学の特性を生かしたデー
タ関連人材の育成を考えることが望ましいの
ではとアドバイスをもらったことから学部連
携に舵を切ったと聞いています。同時に，学
部等連係課程の制度（令和2年度文科省新設）
を検討しても良いのではないかと助言をうけ
ています。その際，学位や名称を「データサイ
エンス」とした場合，多くの大学が同様の趣
旨で設置計画をしているため，新設相当の非
常にハードルの高い準備が必要となり，設置
は困難が見込まれることが指摘されました。

この指摘を受けて，令和4年初頭に学部等
連係課程の制度を利用して学位を「社会情報
学」，名称を「社会インフォマティクス学環」
と改め，社会科学と工学の融合を前面に出す
戦略へ当時の伊東学長および永井教育担当理
事の強いリーダーシップのもので方向転換
をすることとなりました。学部等連係課程の
ため“学部”は使えなく，また，名称についても

“データサイエンス”は使えなく，ちょっとや
やこしい名称となりました。外野から「なん
や，その名前は・・・」とヤジが飛んできます
が，みなさまにはご理解を賜りますよう，何卒
よろしくお願い申し上げます。

私が関係するのはこの令和4年1月下旬から
です。当初，よく分からないので“積極的”で
はありませんでしたが，カリキュラムモデル
の助言だけという約束で既存のワーキンググ
ループに呼び出されました。サラリーマンの
悲哀はそこからです。どうせ小間使いで組長
は誰が他の人がやるのだと思っていましたが
あれよあれよという間にまな板の上に載せら
れて料理されることとなりました。私の場合
は，当時のマグレビ経済学部長が永井理事に
強く推薦したと後で聞いています。今は感謝
しております。記して御礼申し上げます。

ところが，急転したのは3月下旬，「社会イ

ンフォマティクス学環（仮称）設置準備室設
置」を正式に立ち上げるため準備室長の公募
を行うこととなり，応募することとなり・・・
ここから設置始動までいろいろすったもん
だがありました（とても素面では話せませ
ん。支部会に呼んで頂ければお話ししますの
で，是非読んでください！漫画「島耕作」ほど
ではないですが，事実は小説より奇なり）。な
お，設置までに，前芦田経済学部長にたくさん
の助言を頂いています。ここに感謝の意をお
伝えさせて頂きます。

今後の展開と経済学部・柑芦会との連携
文系学部ではインターンシップや受託研究

は非常に難しいです。システム工学部は比較
的締結が可能です。しかしながら，システム
工学部は，経済学部ほど伝統はありませんし，
同窓会もまだまだ地方まで行き届いていると
は言えません。滋賀大学のデータサイエンス
学部は経済学部と密着し，また，同大学経済学
部同窓会とも連携し様々な展開をしている
と聞いています。学環は工学部系の利を生か
し，生産管理や品質管理などの比較的データ
収集や品質管理の段階における作業に，学生
がインターンシップで携わることが可能かと
考えています。文系のインターンシップは機
密事項やビジネスのブラックボックスが障害
となり，長期は難しいと言われています。学
環からインターンシップのモデルケースを拡
げ，経済学部生にも利用できるモデルケース
ができればと個人的に思っています。特に，
マネジメント系のDＸ化が進めば経済学部の
出番が来ると信じています。そのために，専
属専任は片足を旧所属学部に残し，ゼミを担
当することで旧所属学部に貢献できるように
兼担としました。経済学部生にも学環からの
成果が反映されるでしょうし，経済学部生と
学環生の融和によりシナジー効果を期待して
います。このように，“積極的に”，連携によ
る相互協力の下で地方国立大学が生き残る道
を探って行ければと思い結びとさせて頂きま
す。
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「人生100年時代」の生涯学習・リカレント教育・地域連携

村田　和子（紀伊半島価値共創基幹教授・生涯学習・リカレント教育推進室長）

１）生涯学習と大学
皆様、こんにちは。村田和子と申します。
本稿では、私が専門とする社会教育学・生涯

学習論にかかわって、現在、経済政策としても
注力されるリカレント教育、さらに、紀伊半島
価値価値共創基幹について紹介します。
「人生100年時代」を迎え、誰もが学校教育

段階においても、また、社会に出た後も学び続
けたり、学び直したりすることができ、職業生
活や家庭生活、地域社会において生きがいを
もって自分らしく生きることのできる生涯学
習社会の実現が課題となっています。

２）リカレント教育
例えば、25歳以上の年齢で大学に入学

す る 人 の 割 合 は、OECD平 均（2020）で は、
16.0％で、最も割合の高いスウェーデンで
は、31.9％であるのに対し、日本は最も低い
0.5％です。日本の大学キャンパスは、青年学
生以外はあまりみかけられないというのが現
状です。理由はいくつか考えられますが、ス
ウェーデンでは、人間が「学ぶ」ことによって
能力を高めれば、雇用され、所得間格差も縮小
して、生産性が向上していくと考えられ、教育
有給休暇制度や地域社会においても成人教育
の場、環境整備が図られてきました。これは、
本来のリカレント教育の理念、「教育を個人
の総合の全生涯にわたってリカレント（再循
環）に、すなわち労働をはじめ、余暇、退職など
の他の諸活動と交互に行なう形で分散させる
ことにある」（1973年、OECD）を実質化させ
てきたといえます。

日本の場合は、「働きながら学べる環境整
備として、社会人が学びやすい環境整備を図

り、企業等において
も、例えば就業時間の
弾力化の配慮など、従
業員がリカレント教
育を受けやすい環境
を整備することが望
まれます」（2022年、中
央教育審議会答申）と
している段階だとす
ると、リカレント教育の捉え方、推進策は大き
く異なることがわかります。

３）社会人の学びと青年学生教育
私は、社会人を正規に大学に迎えいれ、学ぶ

ことができる生涯学習機関としての大学の在
り方を問うことは、18歳人口といわれる青年
たちの育ちにとっても大切だと考えます。

本学は和歌山市にキャンパスを有します
が、同じ和歌山県でも和歌山市と紀南地域で
は産業や地域課題が大きく異なります。その
ため、この間、紀南地域の田辺市に「南紀熊野
サテライト」を、大阪府南部の岸和田市には

「岸和田サテラライト」を設け、学部科目を社
会人にも開放した学部開放授業、さらに、大学
院科目を開設して、社会人のニーズに応えて
きました。

栄谷キャンパスの拡張といったことではな
く、青年学生と社会人が「地域で・地域に・地
域とともに学ぶ」ことは、青年学生にとって
は生涯にわたって学び続ける学習者の実像に
触れることができ、異世代との対話を通した
深い人間理解を促すという教育的な意義が見
いだされます。
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４）紀伊半島価値共創基幹について
これまで本学の構成員は、地域社会と連携

し、研究・教育を通して地域課題に取り組むこ
とにより地域社会との信頼関係を築いてきま
した。2020年度には、大学が企業や自治体と
のパートナーシップによる教育研究及び社会
実装を通じて、共に新たな価値を創り、実践
する組織として「紀伊半島価値共創基幹」（通
称:Kii－Plus）が設置されました。Kii－Plusで
は、地域連携に関わる全学的な窓口対応のほ
か、地域の課題解決をめざし、① 食と農にか
かる地域づくりや都市農村交流の取組を実施
する「食農総合研究教育センター」 ② 防災、
減災やまち・むらづくりにかかる取組を実施
する「災害科学・レジリエンス共創センター」
を中心に本学の構成員による共同研究、学生
教育を通じて、社会人も対象とした学部開放
授業や寄附講義に取り組んでいます。また、
私自身は、生涯学習教育研究センター時代の
資産である、地域の課題を鋭敏なセンサーで
キャッチし、学びをプロデュースして、学校づ
くりと地域づくりを一体的に進め、青年を地
域で育てる高大地域事業「KOKÔ塾まなびの
郷」というアクション・リサーチに携わって
きました。

５）松下会館の供用
リカレント教育に対応したプログラムの提

供においても、地域連携は欠かせません。和
歌山商工会議所等のご協力を得て、企業・団体
のニーズに基づくカリキュラムを編成する予
定です。オーダーメイド型のカリキュラム編
成にも対応することで、地域社会と共創して
いきます。また、このような、価値共創の場・

地域拠点として、供用を停止していた松下会
館（和歌山市）を貴会の多大なご支援もいただ
き、再整備しました。

今後は、生涯学習及び社会人の学び直し、リ
カレント教育活動を核に、教育研究活動の促
進、起業家教育活動のほか、社会との連携・交
流機能等を発揮していくための拠点としての
活用をはかっていきます。本年７月からは使
用規定を定めて一般利用にも供するようにい
たしましたので、ご活用ください。

学生が育ち、教職員が育ち、そして地域と価
値を共創する大学へと、皆様には、引き続き、
ご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上
げます。
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私の夢は生まれ育った大阪や和歌山に魅力
的なコンテンツを創ることです。きっかけは
大学での学びです。様々な講義の中で地域の
課題や活性化に向けた取り組みに触れ、その
うちに自分が関わってきた地域のために何か
をしたいと考えるようになりました。実際に
行動し始めたのは、大学２回生の夏です。所
属する＊起業サークルAKINAIで地域課題の
解決や活性化に向けたビジネスコンテストの
開催情報を収集し、思い切って応募しました。

はじめは、アイデアを考えるのに右も左も
分からない状態でしたが、発想法やフレーム
ワークなどを教えてくださる起業支援の教員
や起業に挑戦している仲間に支えられ、何と
か発表まで持っていきました。その後もビジ
ネスコンテストに挑戦を続け、地域に関わる
アイデアで３つの賞を受賞することができま
した。

来年から私は大阪と和歌山を地盤に置く
鉄道会社に就職します。街の玄関口である駅
は、地域における役割も大きく、地域発展との

繋がりが強いと感じ入社を決めました。そこ
で私は鉄道総合職として様々な形で地域に携
わりつつも、いつか社内起業制度を利用して
起業したいと考えています。それが大阪や和
歌山に魅力的なコンテンツを創出していくこ
とです。例えば、大阪に世界で類を見ない巨
大たこ焼きパークや和歌山に世界で一番みか
んを楽しめる施設など、地域の色を最大限に
活かした事業を展開していきたいと考えてい
ます。バカバカしい発想ではありますが、私
は私の夢を何かしらの形で実現しようと本気
で思っています。そして、鉄道会社内での起
業では、そうした事はできないと考える人も
多いと思います。当然難しいことは間違いあ
りません。しかし、変革の激しい社会の中で
企業は新たな挑戦を求めています。実現でき
るかどうかではなく、まずは夢を追いかけた
いと思います。自身のアイデアで大阪や和歌
山の街がもっと「魅力的」に、「活力ある姿」
になるために。

いつか社内制度を利用して起業を！

経済学部４年　滝下　連太郎

＊和歌山大学産学連携イノベーションセンターでは、学
生の起業支援・大学発ベンチャー支援等を行っており、
AKINAIもそのうちの学生団体であり、活発に活動して
います。
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私の研究目標は、組織の中で働く人たちが
仕事に対してやりがいを感じる組織をつく
ることです。組織行動論に基づいて、人がど
んなときに仕事に対して自発的で前向きな
感情を持つかを分析し、組織とともに個人も
成長できるしくみ作りをしたいと考えてい
ます。

組織行動論に興味を持ったきっかけは、航
空業界がコロナウイルスによる大きな打撃
を受けたことです。私は航空会社で働くこと
に長年憧れ続けてきました。しかし数年前渡
航制限によって、航空会社の利用客は一時、
感染拡大前の１％以下にまで落ち込みまし
た。自宅待機や他業種に出向して働く方がい
たことをニュースで知りました。長年憧れた
業界ゆえに危機感を感じ、本来の業務ができ
ないことがやりがいにどんな影響があるの
か、働く人のモチベーションについて知りた
いと思うようになりました。

私は現在、目標設定の方法とモチベーショ
ンの関係性について研究しています。目標設

定理論は「具体的で困難な目標が、単純な目
標よりも高いパフォーマンスを生む」という
考え方をしますが、それが成立するには個人
の能力や環境など多くの条件が必要です。私
はその条件に個々人が強みを理解している
程度を取り上げました。目標管理を提唱した
P.Fドラッカーは個の強みと意思決定に伴う
責任が、チームワークを実現し、個人の目標
と組織の利益を調和させると述べています。
自分の強みを知った上での目標設定が実際
に働くモチベーションを高めるか、が私の研
究テーマです。

なぜ目標を立てるのか、私は夢を叶えるた
めだと考えています。目標は目印に過ぎず、
目的を達成するための行動が夢の実現につ
ながると思います。私の研究目的は「憧れ」
というモチベーションを与えてくれた航空
業界に貢献することです。私は航空会社で働
きたいという夢のために、仕事にやりがいを
感じるしくみをつくることを目標にしてい
ます。

組織行動論の実践

経済学部3年　清家　若菜
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保育所からずっと一緒だった友達が、中学
校から急に学校に来なくなった。そのことが
ずっと引っかかっていた。

私は高校で出会いに恵まれ、よき恩師やよ
き友と出会うことができた。学校を楽しいと
思えるようになり、教育という分野に興味を
持つようになった。人生の重要な局面で頼ら
れる教師という存在へのあこがれ。経済学部
でありながら教員免許を取得できる教職カリ
キュラムの履修を希望したのはそんなことが
理由である。「教師になりたいという気持ち
はあっても、経済学部の勉強をしながら教員
になるための勉強もする。周りの学生とは違
う生き方は苦難の連続で、生半可な覚悟で進
むべきではない」そんな脅しのような説得の
ような言葉を入学直後に教員にかけられ、プ
レッシャーと不安で泣きそうになりながら
も、決めた目標から逃げる自分は好きになれ
ず、教員になって、誰かの記憶に残る人間にな
りたくて、誰かの人生をかえるきっかけのよ
うな存在になりたくて、教職カリキュラムを
履修することを決断した。

そんな決断をした大学1年生の春、シンボ
ルゾーンを歩いていると、新歓活動中の団体
に声をかけられた。それがプラットホーム部
だった。プラットホーム部は学校に行けてい
ない子ども達の居場所づくりを目的に活動し
ている団体で、2か月に1度子どもたちと触れ
合うイベントを開催して子どもと遊んだり
悩みを相談したり、社会とのかかわりが薄く
なってしまった子どもたちに社会と関わる機
会を作っている団体である。

そういった説明を受けたとき頭に浮かんだ
のは、ずっとそばにいた親友のことだった。

親同士のつながりで保育所からずっと一緒に
過ごしてきて、家族のような存在で、それなの
に何も言わずにぱたりと学校に来なくなっ
た。そんな彼のことがずっと頭の隅にあっ
て、忘れられなかった。
「どうして学校に来なくなったの？」「どう

して何も相談してくれなくなったの？」「なに
があったの？」会うたびに口から出そうにな
る言葉は、口に出したとたんに彼がこの世か
らいなくなってしまいそうで、勇気が出ず、言
い出せなかった。私には、彼を救うことがで
きなかった。

原因が私にあるかも定かではないのに、勝
手に罪悪感を抱えるのは傲慢であるとも思う
が、そばにいながらなにもできなかったとい
う後悔がずっとあり、私が自分自身を許すこ
とができず、その贖罪がしたくてこの部に入
部した。

活動内容的に教育学部の学生が多く、「教
員になるための勉強として」「子どもが好きだ
から」「子どもと接する機会が欲しいから」集
まる学生の多くは口々にそういった理由を話
す。私も教師になることを目指した手前、子
どもたちと関わりたい、学びを得たいという
考えはなかったわけではないが、純粋な気持
ちで子どもたちと向き合っている学生を見る
と、はじめのうちは申し訳なさを感じた。

しかし、学校に行けていない子どもたちと
関わっているうちに、考え方が変わっていく
のが分かった。

学校に行けていない子どもたちと接してい
ると、これまで自分が考えていた不登校の概
念が揺らぐ体験をたくさんできた。学校に行
けてないからといって、暗い子ばかりではな

私のビジョン

和歌山大学プラットホーム部　経済学部3年生　井上　敬渉
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く、年相応にはしゃいで学生と遊ぶ姿を見せ
る。逆にすごく明るく見える子でも、幼いな
がらにたくさんの問題を抱えて、それに悩ま
されて過ごしている。話に聞くだけの物とは
違う、生々しい実態をたくさん見た。

ただ、学生たちと触れ合っている間、子ども
たちはみんな楽しそうで、それぞれが好きな
ようにのびのびと過ごしていて、帰るときに
は笑顔で元気に手を振ってくれる。保護者や
子どもたちと関わっているほかの団体から、
子どもたちがプラットホーム部の活動を楽し
みにしているという声を聴いて、ほんのわず
かな時間でも、私たちの活動が子どもたちの
心の支えになっていることを実感する。

私の親友も、学校には来なくなったが、家で
遊んだり、ともに時間を過ごしたり、不安を抱
えている中でも顔を見せてくれた。気を使っ
てあってくれていただけだと思っていたが、

一緒にいる時間が彼にとっても救いになって
いたのではないだろうかと考えられるように
なった。

学校に行かないという選択をして、あるい
は選択せざるを得なくなって、学校に行かな
くなった子ども達は、周りの子どもが学校に
いる間、何を思って過ごしているのだろうか。
比較できるものではないが、学校に行かずに
日々を過ごしている彼らが抱える悩みは決し
て軽いものではないだろう。親への罪悪感、
劣等感、先の見えない不安、さまざまな悩みに
押しつぶされそうになりながら、それでもど
うにか生きている。今の私はそんな彼らが、
ほんの少しの間でも悩みを忘れられる時間に
なればいいと思いながら、子どもたちと向き
合っている。これから出会う悩みを抱えた子
どもたちが少しでもつらさを忘れられるよう
に、支えることができる存在に私はなりたい。
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オーストラリア南北3000キロの完走。この
大きな目標を掲げ、*和歌山大学ソーラーカー
プロジェクトは活動してきました。そして今
年の秋、夢見たその舞台へ。

私たち、和歌山大学ソーラーカープロジェ
クトは、和歌山大学の学生によって構成され、
一人乗りのレーシングソーラーカーを製作し
ている団体です。時速100kｍ以上も出る車体
を学生の手で一から設計、製作しています。
さらに、車体を製作するための資金調達や広
報活動なども学生が行っており、企業様から
技術支援や資金提供といった形で協力いただ
きながら活動しております。このように学生
が、車体の設計から団体の運営までの全てを
行っていることが私たちの強みです。

私たちはこれまで、国内のソーラーカー
レースで、たくさんの成果を残してきまし
た。2006年から出場している「FIA Electric 
& New Energy Championship ソーラーカー
レース鈴鹿」。初参加だったこの大会では、成
績は33位という結果に終わってしまいまし
た。しかし、何度も車体の改良及びレース経
験を重ねることで順位を上げ、優勝が手に届
くレベルになりました。2016年大会では鈴鹿
の大会に初めて出場してから10年、初優勝を
成し遂げました。

そして私たちは、次なる目標として、2021
年 に 豪 州 で 行 わ れ る 世 界 最 高 峰 の ソ ー
ラ ー カ ー レ ー ス「Bridgestone World Solar 
Challenge」、通称BWSCの出場を掲げました。
2019年にはBWSCでの走行を意識した新車体
の製作を行い、鈴鹿の大会におけるより上位

のクラスにも出場しました。しかし、その後
コロナウイルス感染症により活動が大きく制
限される事態になりました。その中でも、オ
ンラインなど様々な方法で活動を進めていま
したが、後に2021年のBWSCの中止が発表さ
れてしまいました。

それでも、私たちは世界で自分たちのソー
ラーカーを世界で走らせたいという熱い想い
のもと、BWSC2023年大会に目標を変え、そ
の大会での完走を目指すことにしました。

BWSCは、オーストラリアで2年に1度おこ
なわれる世界最高峰のソーラーカーレース
です。実際のレースでは北部の都市ダーウィ
ンから南部の都市アデレードまでの約3000 
km、日本がすっぽり入るような長距離を縦断
します。そして走るのはレース用のサーキッ
トなどではなく、ほとんどは砂漠の上にひか
れた公道です。そのため日中は熱気やほこり
が舞い上がり、夜間になると気温が急激に下
がるといったような過酷な環境でレースを
行わなければなりません。さらに、ソーラー
カーが走行できるのは 朝8時から夕方17時ま
でと走行可能時間が限定されており、夕方17
時を迎えるとその場で停車し、多くの場合は
砂漠の中であり、宿泊施設がないためその場
で野宿を行います。このような過酷なレース
において、自分たちの作るソーラーカーを完
走させることを目指し、日々活動に励んでお
ります。

当プロジェクトは「和歌山から世界へ」を
スローガンとして、BWSC出場、完走を目指
します。BWSCで完走することは決して簡

オーストラリア南北3000km完走の夢
和歌山大学ソーラーカープロジェクト

経済学部2年生　野谷　帆香
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単な目標ではありません。厳しいレギュレー
ションを満たす車体を製作するための高い技
術、車体製作や遠征にかかる費用をまかなえ
るだけの資金、完成した車体の性能をより引
き出せるチーム運営など乗り越えなければな
らない壁はたくさんあります。それでも、そ
れらを克服して国立の総合大学として初めて 
BWSCに出場することは私たちにとって大き

な価値になると考えています。
私たちには、「和歌山から世界へ」という

理念を掲げ、日々活動している私たちを応援
してくださっている協賛企業や地元和歌山の
方々がたくさんいます。そうした方々の期待
に応えるためにも、BWSCに出場および完走
を目指しこれからも頑張っていきます。

＊和歌山大学協働教育センター（クリエ）では、学生が模範解答のない課題や誰も挑戦したことがない夢に向かって、
チームを作って主体的に取り組む「協働教育」を立ち上げ、その活動を支援しています。ソーラーカープロジェクト
チームもそれら支援チームの１つです。
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写真②
東１号館前の花壇
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学内には援農サークル「agrico.」が管理す
る花壇が二つあり、私は花壇班班長としてそ
こで活動を行っています。私が花壇班で活動
をするきっかけとなったのはサークルの確定
新歓での先輩との会話でした。その先輩も花
壇班で活動しており、その内容を聞いて自分
も花壇で花を植えてみたいと思い参加を決め
ました。

実際に花壇班で活動を始めると、単に花を
植えるだけの活動ではないことが分かりまし
た。花壇では放置していると雑草が多く生え
てくるため、定期的に抜いていかなければな
りません。特に長期休暇明けや花壇使用解禁
後は雑草が多くなっており、週2時間の活動で
は何週間もかかってしまうということがあり
ます。また、雑草を抜き終わり花を植えたと
しても、定期的に水をやる必要があります。
昨年度の夏にはひまわりを植えましたが、少

しでも水やりを怠るとすぐに花の調子が悪
くなってしまうということ知りました。こう
いったことから、花壇をきれいに保つには多
くの労力が必要となることを学びました。

しかし活動は大変なことばかりではありま
せん。種や球根から育てた植物がきれいに花
を咲かした時や友達に花壇をほめてもらえた
時は、頑張ってよかったと嬉しくなります。
そのため在学中は班員の予定揉みつつ、花壇
班として学内の美化活動を行っていきたいと
考えています。

この他にもagrico.では援農活動を行ってい
ます。この活動では県内の農家さんに「援農」
という形で活動をさせてもらい、農業のこと
や地域のことについて関わっています。これ
からもこういった活動を通して、私自身の活
動の幅を広げていきたいと考えています。

花壇による学内美化活動

agrico.　花壇班班長　経済学部3年　谷口　翠優
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去年度、経済学部74期生はコロナウイルス
（以後、コロナ）の猛威によって、ほとんどの授
業がオンラインだった。思っていたような大
学生活が送れなかったという声を同期から多
く聞いた。しかし医療体制の整備や感染防止
の徹底で、今年度五月からマスクなしでも大
学で過ごせるようになった。対面授業がほと
んどになり、新しい友達が増えたという声も
聞く。コロナ以前の大学生活が戻る中私は今
一度、和歌山大学に入学した理由を考えてい
た。

私は現在、三つのサークルに所属している。
軽音サークルのSoundEnergy、アカペラサー
クルの和音、そして*起業サークルのAKINAI
である。経済学部ではビジネスデザインプロ
グラムを選択し、「企業採用のミスマッチ」
について研究したいと考え、ゼミを選んだ。
そんな私だが和歌山大学経済学部に入学し
た理由は、「起業の方法が学びたい」「起業の

仲間を大学で見つけたい」といった思いから
である。去年度は起業家さんのイベントを手
伝ったり、起業イベントに参加したりといっ
た活動をしていた。そこで起業イベントの
一つStartupWeekendで音楽フェスの企画を
行った。パフォーマンスプレゼンテーション
を行う場面があったのだが、自分が作ったオ
リジナルソングで皆が笑顔になった瞬間は忘
れられない。音楽やエンターテインメントに
関わる仕事ができればどんなにいいかとその
時思い、そこから音楽やエンターテインメン
トの分野で起業したいと考えるようになっ
た。

まだまだ起業の方法もわからない私だが、
まずは小さな一歩として8/19に片男波公園の
野外ステージで音楽フェスを開こうと準備し
ている。今後も起業という夢に向かって自分
なりに進んでいきたい。

音楽・エンターテインメント分野での起業を！

経済学部２年　仲宗根　恵菜

＊和歌山大学産学連携イノベーションセンターでは、学生の起業支援・大学発ベンチャー支援等を行っており、
AKINAIもそのうちの学生団体であり、活発に活動しています。
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柑芦会は来る2026年に設立100周年を迎え
ますが、これを機にさらなる発展を期するた
め、設立の原点に立ち返って、組織体制の整備
と財政基盤の強化、並びに各支部への支援の
充実など様々な体制強化の事業を展開してい
ますが、その進むべき方向性について「将来
ビジョン」としての私案をご紹介させていた
だきます。

1．柑芦会のあるべき姿について（私見）
柑芦会という組織と運営体制は、実は他

の大学の同窓会とは大きく異なる面を持っ
ていますが、ご存じでしょうか？それは和
歌山大学と同じく高商の流れをくむ滋賀大
学（陵水会）や山口大学（鳳陽会）の同窓会
に意見交換会を申し入れて面会したときに
判明したのです。その後少し調べてみたと
ころ、国立大学だけでなく私立大学も含め
て柑芦会と同じ形態の同窓会はほとんどな
く、どうやら柑芦会の組織運営体制は独特
のものであることがわかりました。

その違いの主な点は、「年会費」をみれば
よくわかります。他大学では年会費は各会
員個人が本部に納入し、本部が母校や後輩
たちに対する様々な支援活動を展開してお
り、併せて各支部の活動に対する各種の助
成金が本部から支給されるという形が主
流なのです。これは、年会費は各支部が徴
収し本部には一切入金がない、という柑芦
会とは大きく異なります。さらに柑芦会で
は、その年会費の額も1，000円から3，000円
まで各支部毎に異なり統一されていない、
という実情もあります。

つまり本部の収
入源としては、毎
年の新入生からの

「入 会 金 」（23，000
円）だけというの
が実態であり、そ
の中から母校に対
する各種の支援活
動や各支部に対する各種の助成金を支出し
ているのが実態なのです。そういう事情も
あって、柑芦会本部の財政は年々悪化の一
途をたどっています。

この状況を何とかしようとして取り組み
始めたのが、各支部毎にまちまちな事業年
度を4月から3月に統一したり、規約のない
支部には規約を定めるように要請したり、
支部の業務軽減のためでもある「年会費の
コンビニ収納」を扱えるようにしたことで
す。

私は、柑芦会を他の大方の同窓会と同じ
ような組織形態に切り替え、年会費の取り
扱いについても本部が徴収する形に改める
べきではないか、と考えています。つまり、
実施時期は別としても、名簿管理と年会費
管理、そして広報活動は本部が一元的に責
任を持つこととし、その上で母校に対する
支援を行う、という形態への変更が必要だ
と考えるのです。

2．母校と後輩のための支援のあり方について
先に述べた2大学の同窓会では、母校に対

する支援策の種類も金額も柑芦会のそれと
は雲泥の差があると言わざるを得ません。

柑芦会の将来ビジョンについて

会長　大18　北村　修一
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もちろん、その違いの理由は組織体制と年
会費の徴収方法だけではありません。2つ
の同窓会共に、母校や後輩たちに対する支
援のための「寄付の文化（風土）」が長年に
わたって醸成されていることも大きな要因
です。

その上での支援策についてですが、国か
らの交付金が年々低減している母校にとっ
て最も喜ばれる内容でなくてはならないの
は当然のことです。これに関しては、従来
以上に母校（主に経済学部、そして大学本
部）とのコミュニケーションを密にしてい
かなければなりません。これまでに得た断
片的な情報では、母校側の要望としては、他
大学との差別化のための特長ある科目を実
施するための優秀な教員の確保のための資
金であり、現役学生の海外留学に対する支
援金、東京をはじめ近畿地域から遠く離れ
た場所での就職活動に対する支援、などが
あるようです。

とはいえ、当方の財源にも余裕があるわ
けではありませんから、その支援策も真に
必要なものに限定するとともに、優先度を
考慮したものでなくてはなりません。そ
のためにも、母校側との定期的なコミュニ

ケーションは欠かせないと考えています。

3．財政基盤強化活動の充実
一方では、当然ながら柑芦会の財政基盤

の強化を図る取り組みも欠かせません。母
校や後輩たちにできるだけの支援を続け
るためには、年会費のあり方を変えて柑芦
会の財政を少しでも潤沢にすることは大前
提ですが、それだけではなく他大学の同窓
会のように「母校に対する寄付の文化（風
土）」を醸成して、経済学部の創立〇〇年記
念事業など、高額な支出を要する事業に対
しては会員からの寄付を募ることも検討す
べきではないでしょうか。

柑芦会は任意団体ですので、寄付に対す
る税制優遇策を適用することはできませ
んが、それでも寄付をしていただけるよう
な仕組みと組織体制の検討（一般社団法人
化、大学基金室との連携などを含む）も開始
しなければならない、と考えています。

またその一方では、デジタル時代を反映
し採り入れるするためにも、紙の文化から
脱して郵送料の削減を図るなどのほか、で
きる限りの経費削減策を図ることが必要で
あるのは論を待ちません。
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柑芦会の今後100年の展望・夢とは、壮大な
ことで、何を書けばよいのか思いつきません。

今後の100年教育・大学制度も変わることで
しょう。国立大学制度は残るかも知れません
が、学部制度はどうでしょう。学び研究する
内容や環境変化は予想がつきません。

鉛筆・ノート・教科書、ガリ版印刷の資料時
代から、コピー・FAXが普及しパソコン操作
が当たり前となり、電子メールやスマート
フォンの通信、Zoom利用のセミナー・会議が
普通に行われる時代、「そろばん」を使う人
はほとんどいなくなりました。先日の浪切サ
ロンで講師の方が、最近の学生の多くは「夏
目漱石の作品」を読んだことがないと発言さ
れていました。

子供時代から私たちの時と異なった環境で
育った現在の学生たちとは、考え方が同じで
あるはずがありません。これはどの時代でも
言える申し送りのようなことかも知れませ
ん。昭和30年生まれの26期生の私と、先輩方
とも時代・環境が違い考え方も同じではない
と思います。また、スマートフォンを操る後
輩たちとも同じ考え方ではないでしょう。

ただ、いつの時代でも教育研究の大切さ、柑
芦会の後輩諸君への伝承は守っていかなけれ
ばなりません。柑芦会発足当時の良き伝統を
何らかの形で、伝えていきたいものです。

このような環境変化の中、柑芦会は100周年
を迎えます。素晴らしいことだと、先輩・後輩

の皆さま方には感謝の言葉しかありません。
ただ、この先柑芦会がこのまま存続できるか
200周年を迎えることができるかは、皆様のご
支援・お力に頼るしかありません。同窓会活
動に賛同される方がこの先どれ位いらっしゃ
るか、期待と不安はあります。最近、居住地の
自治会に加入しないという事例も聞きます。
着実に時代環境・人々の考え方は変化してい
ます。

そのような環境変化の中、我々の柑芦会活
動は続いていくことを期待します。伝統は残
ります。残します。それには、後輩たちへの伝
承活動は地道に継続していく必要がありま
す。語り継がれる柑芦会の素晴らしい伝統を
今の時代に少しでも多く残し、後世に伝え残
したいものです。そのためにも今の時代を生
きる柑芦会会員が、次世代に続く活動、今の柑
芦会資料を整理存続する重要な役目があり
ます。柑芦会の今まで築いてきた大切な伝統
は、継承し未来永劫残したいものです。「昔は
こうだった」「今まではこうしてきた」という
だけの進歩のない活動は改革し将来に続く活
動を重視し、時代に即した柑芦会活動を展開
したいものです。活動・行動は変化・変革する
ものです、皆様の力を結集しより良い展開を
実現させましょう。

そうです、皆様の力で未来永劫この素晴ら
しい「柑芦会」を存続させましょう。

センテニアル～柑芦会の夢

大阪支部長　大26　糸
いと

川
かわ

　公
まさ

偉
ひで
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柑芦会の将来を考えるとき、もっとも重要
なトレンドは、日本の人口減少だろう。数十
年後には日本の人口は半減し、若者の人口も
激減する。和歌山大学は、関西圏に近い国立
大学としての地理的優位性もあり、現在は入
学希望者も多く、比較的安定した状況にある
が、さすがに将来はそうもいかないだろう。
いずれ他大学との合併・再編を余儀なくされ、
柑芦会もその嵐に巻き込まれることは間違い
ない。そこで、そうした状況に備え、柑芦会に
ついて、将来のあるべき資産目録を考えてみ
た。
◦柑芦会会員 ： 柑芦会にとっての最も重要な
資産は会員である。その中で特に価値がある
のは柑芦会活動に積極的に参加しているアク
ティブ会員の存在である。参加率(年会費納入
率)を増やすなど、この資産に磨きをかけるこ
とが重要。現在、最新情報に基づく会員デー
タベースを整備中であるが、この資産を支え
る最も重要な情報基盤として位置づけ、整備・
充実を図るべきであろう。
◦財務基盤 ： 大学からみると、同窓会活動に
対し、最も期待の大きい資産である。他大学
の寄付状況やベストプラクティスを学んで、
この資産の継続的な増強をめざすともに、こ

れをバックにした大学の教育・研究活動への
支援の充実を図るべきである。
◦支部活動基盤 ： 高商時代からの良き伝統を
ついで今日まできたが、さすがに、これまで
のやり方だけでは活動の停滞が否めない。今
後、各支部で工夫し、新しい活動を模索し、是
非とも残すべき貴重な資産である。
◦柑芦会の記録・歴史 ： 今回発刊する「経済
学部百年史」のほか、「柑芦誌」の創刊から最新
号まで、および各「支部だより」等を組織的に
収集・保管しておくべきであろう。
◦「柑芦会」という名前 ： 将来の大学の再編・
統合の中で、この名前が消えていく可能性も
ある。柑芦会発足の地である、高松の松下会
館の傍らに、柑芦会の簡単な歴史とともに、名
前の由来を記した小さな記念碑を建て、同窓
会の「記憶資産」として残しておいたらどう
だろうか。

最後に、柑芦会のような同窓会組織でも、会
社組織と同様、合併・再編後のポジションを決
定づけるのは、その組織が持っている資産価
値である。将来の再編等に備えて、残すべき
資産内容を明確化し、整備・充実させていくこ
とこそが、現在の柑芦会の活動にとっての最
重要事項だと思う。

柑芦会の夢　「柑芦会の資産目録」

柑芦会副会長　東海支部長　大25　垣見　祐二

鵜 島 会 計 事 務 所
鵜島社会保険労務士事務所

税 理 士
１ 級 Ｆ Ｐ 技 能 士
行 政 書 士
税 理 士
社 会 保 険 労 務 士
中 小 企 業 診 断 士

鵜 島 信 二（院34）

和歌山市和歌浦東３丁目２-７８ 山下ビル１０２号室
ＴＥＬ（０７３）４４８-２６６８　 ＦＡＸ（０７３）４４８-２６６９

〒６４１-００２１

鵜 島 幸 夫（大53）

TEL/FAX 06－6725－3600
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「今年の大学祭、めっちゃ良かったね。」
大学を卒業して、早２０年、今でもたまに、

大学で過ごした日々を夢で見ることがある。
大学在学中、私は、大学祭実行委員会に所属し
ており、夢の中では、あの当時の仲間たちの顔
や、大変だった準備、盛り上がった大学祭、夜
中まで飲み明かした打ち上げが、鮮明に思い
出される。

私が考える同窓会のビジョンは、いつでも
帰ってくることができる「ふるさと」のよう
な場所でありたいというものである。

先般、開催された柑芦会定時理事会で示さ
れた資料には、大変厳しい数字が並んでいた
のが印象的であった。大学入学時に支払って
いただく同窓会の入会金や、各地で懸命に活
動している同窓会の各支部への年会費の減少
傾向が続いているのである。

私が大学に入学した頃は、ほとんどの入学
者（保護者の皆様）が、疑問を持つことも無く
入会金を支払ったであろうし、年会費につい
ても、先輩や同期からの声掛けなどで、快く支
払っていただけていたのではないだろうか。

しかし、現在は、同窓会に加入することのメ
リットやコストパフォーマンスなどが先に出
て、同窓会の意義をうまくお伝えできていな
いことに歯がゆい思いをしている。では、同
窓会のメリットを強調したり、会費に見合っ
た活動をしていけばいいのだろうか。少なく
とも私は、異なった考えを持っている。

数年前になるが、ロックバンドL'Arc ～ en
～ Ciel（ラルクアンシエル）のヴォーカルで、
和歌山市出身のHYDE氏のインタビュー記事
が強く印象に残ったので紹介したい。

世界で活躍される氏でも、年齢を重ねられ、
故郷は落ち着く場所、懐かしむ場所であり、

「和歌山」という文字が自然と頭に入ってくる
のである。

私たち「柑芦会」も、大学時代を思い起こ
した時に、気軽に帰ってこられる場であり続
けることが大切なのではないだろうか。その
ためには、現役学生の皆さんに同窓会を知っ
てもらうための接点を増やすことや、同窓生
が、いつでも、どこからでもアクセスできる場

（ホームページやSNS）を整えておくことが肝
要であると思う。

和大の仲間を、いつでも「おかえり」と迎え
てあげられるように・・・。

同窓会とこれからのビジョン

東海支部　大50　中川　暢顕

―「黑ミサ」の和歌山公演の2日目には「和歌山
市ふるさと観光大使」の任命式が行われましたね
　就任することが決まったときは、僕ができる
ことはあまりないだろうなと思ってたんですけ
どね。でも普通の人よりは影響力があるからか、
Twitterでのつぶやき1つでも妙に拡散されるの
で、それを見てこれは貢献できることがあるな
と。自分がやれること、興味があることを発信し
ようかと思うようになったんです。そうすると、
例えば雑誌や新聞を読んでいるときでも「和歌
山」という文字があると頭に入ってくるんです。
それでもっと知りたくなって調査するし。以前
より和歌山に詳しくなりましたね。
―若い頃と比べて故郷に対する思いは違います
か？
　違いますね。今は落ち着く場所、懐かしむ場
所、郷愁を感じる場所になりました。

情報配信サービス「音楽ナタリー
（株式会社ナターシャ）」より引用

https://natalie.mu/music/pp/hyde04
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56期経済学部卒業の西山です。
私は現在、空間設備デザインと営業・人材育

成のコンサルタントを仕事にしています。
卒業後、7年間勤めた会社辞めて経営者とし

て進み出したのは、より多くの人の人生に自
分の意志を持って関わりたいという想いに
至ったからです。

関わり方は様々ありますが、特に私が人生
の中で関わり、そして実現したいのは、障害を
持つ人たちの障害を極力小さくする空間づく
りと個性を発揮できる場をつくることです。

私には、障害を持った妹がいます。
こういう話をすると大変だね。とか、苦労

してるね。という方がいます。
小さい頃は、「同情するなら金をくれ」みた

いな想いを持っていました。歳を重ねていく
につれて視野が広がり社会を知ったとき、障
害を持った方はもちろん、その方の家族や関
係者が、様々な「制限」の中で暮らしているこ
とを知りました。私の家族も同じくです。

そして、多くの方が、この「制限」を受け入
れて生活をしています。「制限」だけに目を向
けるのではなく、可能性に目を向けて、障害を
持った方やその家族・関係者が少しでも幸せな
人生を送れるようにしたいと考えています。

その為に、まち全体を福祉タウンにするプ
ロジェクトを多くの企業を巻き込んで行いた
いというのが私の夢です。物理的な「障害」を
なくすバリアフリーな建物と交通媒体（LRT
等）の整備と、生きる上での「障害」をなくす
ために、就労支援A型事業B型事業の誘致、介
護施設と飲食店の連携で、食材ルートの確保、
メタバース空間とまちを連携させる等、障が
い者だけではなく、小さな子供からお年寄り
まで生きていくうえで生じる「障害」を最小
限にするまちを作る。

ここで再度強く言いたいのは、福祉タウン
が障がい者だけの為のまちではないというこ
とです。それぞれの強みと弱みをお互いが補
いながら生活ができる環境をつくり、人とし
ての人生を全うできるまちを作っていきたい
と思います。

介護福祉事業の会社が福祉タウン構想を考
えていて、実現に向けて動いています。
「福祉タウン」という言葉もあらゆる場面で

使われていて同一のものはないです。
私は福祉タウンを作るという夢で、障害を

持つ人たちの障害を極力小さくする空間づく
りと個性を発揮できる場を実現させます。

私の夢

東海支部　大56　西山　剛
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柑芦会誌第50号（2019年）の出会いのひろ
ば「随想」に、「転勤について」と題するサラ
リーマンとして経験し続けた転勤体験をポジ
ティブに受け入れることのメリットについて
の思いを綴らせていただきましたが、この転
勤を積極的に受け入れることの基礎となった
ものの一つに「企業内柑芦会」があったよう
に強く感じられます。入社した損害保険会社
には結束の極めて固い「企業内柑芦会」があ
り、入社が内定した後すぐにこの会の先輩に
声をかけていただき、会社生活のスタートを
切ることができました。

歓迎会も開いていただき、会社の色々な部
門のまた色々な役職のこの会の先輩に社会人
としてのイロハから教えてもらいました。転
勤しても各地でこの会の集まりがそう頻度は
高くはないものの催され、それに参加するこ
とで自分がその当時担当していた業務以外の
会社の情報などを知ることができ自分の成長
にずいぶん役立ったものだと懐かしく思い返
されます。この企業内柑芦会の全国大会も数
回は催され、その事務局としてお手伝いをし
たことも鮮明に記憶しています。

先輩後輩が一堂に会して、同窓生としての
よしみで本音の話が聞けるし、またすること
もできるとても大切な場がこの会でした。こ
の存在なしには私のサラリーマン人生を語る
ことができません。

ところが、90年代に入り損保業界に自由化
の波が押し寄せ、2000年代からは損保各社が
合併へと突き進み、これによりこの会の活動
は制約を受けるようになり、社内の人物の出
身大学を聞き出すことも困難となりました。

そのため、合併後の会社におけるこの「企業
内柑芦会」は実質的な活動を停止せざるを得
ないような事態となりました。社内の個人的
な知り合いだけで集まるだけの柑芦会となら
ざるを得なくなり、後輩たちに自分たちが先
輩からしてもらったようなフォローをするこ
とができなくなってしまいました。手元に残
る企業内柑芦会の名簿に記載されている会員
数は私の入社した1979年4月には28名で、その
後1989年6月で44名、最後に残っている2004年
10月の名簿では63名であり、これ以降名簿の
更新はされていません。この時には全国各地
で活動している柑芦会の支部活動に参加する
ということは、それまでこの「企業内柑芦会」
でしか活動してこなかった者にとっては思い
が至ることではありませんでした。

そのまま60歳で定年退職の道を選んで、兵
庫県の自宅に戻ってからは神戸支部と大阪支
部に入会して支部活動に参加させていただく
ようになり、会社に在職中からもこの支部活
動に参加する方法があったことを初めて知っ
たものです。

そこで私の「センテニアル展望―柑芦会の
夢」はこの柑芦会支部活動と企業内柑芦会活
動を橋渡しすることです。競争と変化の激し
い今日の環境下では、多くの会社で企業内柑
芦会活動が停止あるいは有名無実化してい
ることも想定され、我々が企業内柑芦会の先
輩から受けた社会人教育や会社活動での支援
は、和大出身の若手の社会人は受けることが
できないでいるのではないかと危惧していま
す。そのため各柑芦会支部が企業内柑芦会活
動の一部を担うようなことができればいいの

随想「センテニアル展望～柑芦会の夢～」

神戸支部幹事長　大27　吉竹　俊道
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にと考えた次第です。
ではどうすればそんなことが実現できるの

だろうかと考えた時に、今どきのChat GPTを
使ってその案を検討してみました。

1．コミュニケーションの促進のために各柑
芦会支部が企業に属する同窓生との交流
のためのオンラインプラットフォームや
SNSグループを作成したり、共同でのイベ
ントの開催を検討する。

2．企業内の同窓生が持つ知識や経験を各柑
芦会支部のメンバーと共有するためのセ
ミナーやワークショップを開催する。

3．社会貢献活動やインターンシップ、キャリ
ア支援のプログラムなどを柑芦会本部が

企業内同窓生に提供して参加を呼び掛け
る。

4．企業内同窓生と柑芦会本部や各柑芦会支
部が交流する機会を提供するために、定期
的なイベントや交流会、キャリアカフェな
どを開催する。

それらしい回答案は作成できましたが、ど
れ一つとってもその実現は容易ではなさそう
ですが、この課題解決こそが現在の柑芦会が
抱えている問題の解決の一番の近道ではない
かと思います。

知恵を出し合って一歩づつでも進んでみた
いものです。

URL:https://www.sakura-kokusai.com/
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今年の10月で55歳になりますので、卒業し
てから30年以上経ちますが、いまだに大学時
代のことは明確に覚えております。大学1年
の9月から公認会計士の勉強を始めて、期待と
不安の連続でしたが、24歳で試験に合格し、
今は学生時代にイメージしていた以上の仕事
ができて一安心といったところです。

あと10年ほどは今のペースで働けそうです
が、身体が動くうちに色々チャレンジしよう
と思い、次のようなことを始めました。

6年前に大きなキャンピングカーを買って
あちこちに遊びに行ってます。朝起きて目の
前が海！というのが好きなので、夜中に移動
し、景色の良い場所に駐車して1日が始まりま
す。白浜やすさみへもよく行きます。

5年前からヨガレッスンスタート。この数
年は、辻さんの和太鼓レッスンのスタジオを
お借りして、神戸支部のメンバーと毎週ヨガ
をご一緒しています。

昨年末からビリヤード（コーチは元日本
チャンピオン）、今年の1月から社交ダンスも
習い始めました。4月には、20年ぶりにスノー

ボードをしましたが、お尻を強打したので、次
回はコケないように下半身を強化したいで
す。

日本人は働きすぎと言われますが、そうで
はなくて遊ばなさすぎでは？と感じていま
す。

ワークライフバランスが大事なので、今後
は仕事7：遊び3ぐらいの割合にして、来年は週
休3日を目標にしています。

この数年でリモートワーク環境がだいぶ
整ってきたので、数年以内の目標は、1週間ほ
ど仕事をしつつクルーズ旅行へ行くことで
す。行き先は、小笠原諸島（特に沖ノ鳥島）が
理想です。

40年以上継続している趣味は、水中銃で魚
を突くことですが、徳島の漁師町で育ったの
で、これが原点です。

今年の夏は、大学時代の絵画部の友達（田辺
に住む教育学部出身のうっちゃん）家族と一
緒に紀南の川（富田川？）へ川エビを取りに行
くのも楽しみです。

私のビジョン２０２３

神戸支部　大39　小柴　学司

■ご宿泊はお客様のご希望にあわせて和室・洋室をご用意できます。

和洋102室、収容人員400名
無料送迎バス5台有り
合宿・各種競技等のご宿泊 格安料金御利用下さい。

ガーデンホテル
紀三井寺

〒641-0012
和歌山市紀三井寺673 国道42号線沿紀三井寺入口

TEL.073-444-1004
FAX.073-446-2321

お問合せ・ご予約お問合せ・ご予約お問合せ・ご予約
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香川支部副支部長　大31　梶　正司

柑芦会と私

私が「柑芦」という単語に触れたのは、大学
入学間もない頃、新入生に対して、寮歌「花の
霞に」などが収録された「柑芦の青春」という
オレンジ色のＬＰレコードの配布があったの
が最初だと思います。私は合気道部に所属し
ておりましたので、ことある毎に部員が肩を
組み円陣になって寮歌を歌うのが習慣になっ
ており、寮歌を覚えるのにちょうど良かった
です。あのＬＰレコード、今は手許にありま
せんが、どこへ行ったのでしょうか。

香川県では毎年、支部総会を盛大に、とま
では言えませんが、楽しく和気藹々と開催し
ております。若手の会員さんから聞いたので
すが「部活動の打ち上げでも寮歌は歌ってい
ない。寮歌は聞いたこともない」とお聞きし

「へぇ～そうなのか」と驚きました。時代の流
れとは、こういうことなのかと感じました。

大学を卒業し、地元香川に帰り、ある時、見
ず知らずの香川支部の先輩から、「支部総会・
懇親会がある」とのお誘いを受け、当時、先輩

から言われれば反論
の余地は無く「はい、
出席いたします」と
お答えしました。参
加すると、かなりの人
数、30人以上が集まっ
て大宴会が行なわれ
たことを思い出しま
す。異業種の方との
交流や、新しい人脈を築くことができ、有意義
な場であったと思います。その後、こうした
会は続くのですが、いつまでたっても私が一
番下という状況が何年も続き、参加者も徐々
に減り、ご高齢の会員が10人弱集まるだけと
なりました。何とか若返りを図り、参加者を
増やすため、支部総会は10年ほど前から、昼間
開催にして講演会などを実施するなどの工夫
をしております。円陣を組んで寮歌を謳歌す
るということもなく、スマートな形で行なわ
れており、若手の努力もあって少しずつです
が若い参加者も増えはじめています。

言うまでも無く、同窓会は、大学、現役学生
に対する後援組織です。私が、細々ながら支
部活動を継続している理由は、やはり人間形
成に最も大きな影響のあった和歌山大学の4
年間に対する感謝の気持ちです。今後も、和
歌山大学が多くの若者の夢を叶え、母校愛が
持てる大学で有り続けることを心から願って
おります。

和歌山大学経済学部創立百周年、誠におめ
でとうございます。
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香川支部　大63　中野　彰文

私の夢

今回、「私の夢」というテーマで寄稿の依
頼をいただいてから今日まで、自身の夢と真
剣に向き合いました。その結果辿り着いたこ
れから先もずっと大切にしたい私の夢につい
て、お話しさせていただきます。

私の夢、それは「この先もずっと、自分の気
持ちを大切に、自分の言葉で物事を発信でき
る人であり続けること」です。そう強く思う
理由は、大きく2つあります。

１つ目は、自分の思いや言葉を大切にしな
がら仕事と向き合う人々の存在です。私の会
社人生はまだまだ短いものですが、その中で
も、周りの評価や上司の目を気にするばかり
に、腹落ちしきれていない上司の意見にただ
ただ右に倣えで発言をしたり、自部門の都合
を優先して物事を進めたりすることが多々あ
りました。そのたびに、「本当にそれで良かっ
たのか？」と考え直すきっかけを与えてくれ
たのは、社内外を問わず、自分の思いと言葉で
周りの人と接しながら仕事を進める人々でし
た。その人たちはみな、「上の人が何を望ん
でいるか？」「組織として何をすべきか？」と
いったことに加えて、「自分はどうあるべき

と思うか？」といった
主体性を常に持ち、自
問自答の答えが自身
の上司や組織にとっ
てのベストアンサー
ではなくとも、自信を
持って仕事を進める、
そんな姿を何度も見
せてくれました。こ
れは決して上司や組織に抗うという意ではな
く、「仕事をしているのは自分だ」という忘
れがちなマインドを持ち続けている証だと思
います。私も常にそうあり続けたい、これが1
つ目の理由です。

2つ目は、こどもたちの存在です。私には3
歳の娘と１歳の息子がいますが、いつもこど
もたちには、「いつまでも自分の感性を大切
にできる人であり続けてほしい」と願ってい
ます。これから先、関わる人が増え、そのたび
にたくさんの影響を受けながら成長していく
と思いますが、「どんなときでも自分が感じ
る気持ちを大切に、時には頑張って言葉にで
きる、そんな人であってほしい」とこどもた
ちに胸を張って伝え続けられるよう、まずは
私自身がそうあり続けたい、これが2つ目の理
由です。

これから更に会社人生を積み重ねていく中
で、本音が言いづらくなり、歩調を合わせる
ことに慣れ、今以上に自分を見失いがちにな
るかもしれません。だからこそ、追い続ける
価値のある夢だと誇りを持って、これからも
日々邁進していこうと思います。
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遺 稿

会長　北村　修一

小田　章先生のご遺稿について

昨年12月発行の「本部ニュース」第36号に
も速報として記載させていただきましたが、
小田　章先生のご遺稿を「柑芦」誌の最新号
に掲載させていただくにあたり、簡単にその
ご遺稿が見つかった経緯についてご紹介さ
せていただきます。

昨年10月に発行された機関誌「柑芦」第53
号は「和歌山大学経済学部創立100周年記念
号」でした。そしてその特集の主要部分は歴
代の学部長9名の先生方からの特別寄稿でし
たが、お気づきの方もおられたように、その
中には平成7（1995）年から平成9（1997）年ま
で第25代学部長を務められ、平成14（2002）
年から平成21（2009）年のご退官まで第14代
学長を務められた小田　章先生の寄稿があ
りませんでした。

当然のことではありますが小田先生へは
真っ先に私からご寄稿をお願いしており、そ
の後も何度か電話とメールにより原稿の状
況をお尋ねしていたのですが、原稿締切りの
直前の7月19日に先生が急逝されたとの報に
接しました。そこで編集委員会ではご寄稿に
ついては諦めざるを得ず、急きょ中田陽之様
と由井幸枝様に小田先生の追悼文を作成い
ただき、それを掲載するという対応をいたし
ました。

第53号が発行されてしばらくした10月21
日の朝、先生のご息女である小田由布子様か
ら私にお電話があり、「実は、父親から頼まれ
て7月18日の朝に柑芦会宛の原稿をメールで
お送りしたのですが、手違いのためにどうや
ら届いていなかったことに気づいたので、ど
うすればよいのかご相談したくてお電話し

ました」とのことでした。そのことを知った
私の驚きと感動は皆さまにもおわかりいた
だけることと存じます。

小田先生は神戸大学大学院修了の翌年の
昭和46（1971）年から平成21（2009）年まで38
年間の長きにわたり和歌山大学一筋にご勤
務されました。この間、国公立大学の法人化
移行など数々の難題に対処しつつ、国公立大
学で唯一の観光学部の設置、和歌山大学基金
の創設などをはじめとする多くの偉業を成
し遂げていただきました。

私は即座に、小田由布子様に「小田先生が
お亡くなりになるまさに前日まで和歌山大
学と経済学部のことをお考えいただいてい
たことに感動しました。様々な事情から第53
号に間に合わなかったことはたいへん残念
ですが、このご遺稿は是非とも柑芦会の皆さ
んへご披露させていただきたいので、今から
でもお送りいただきたい」とお願いいたしま
した。

そのご遺稿はＡ4で9枚に及ぶかなりの長
文ですが、在職中の思い出やご苦労の歴史が
実に詳細に記載されています。ただ急いで
お書きいただいたせいか、昨年を柑芦会の設
立90周年と勘違いされていた部分もありま
したので、一部は訂正させていただいたうえ
で、この度改めて本号にその全文を掲載させ
ていただく次第です。

和歌山大学と経済学部のために人生の大
半を捧げてくださった小田章先生に謹んで
感謝申しあげ、改めて小田　章先生のご冥福
を心からお祈り申しあげます。

合 掌
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和歌山大学名誉教授・元学長　小田　章

《「柑芦会」の卒寿を記念して》

和歌山大学経済学部は今年100年目を迎え、
併せて後援会（同窓会）である「柑芦会」も卒
寿を迎える。誠にお目出度いことであり、心
からお祝い申し上げる。卒寿をお祝いの記念
号の刊行に当たり、北村会長から思い出話の
寄稿を依頼された。そこで、記憶を奮い起こ
しながら約40年近い和大生活での想いと柑芦
会との関わりを記してみたい。

昭和46年4月1日、助手の辞令を拝受するた
め趣のある木造の旧校舎に赴いた。長い和大
との関わりの始まりであった。前年までわが
国社会を震撼させたあの大学紛争も終息し、
前年までの大荒れとは異なり、穏やかな大学
の雰囲気がそこにあった。

助手、講師そして助教授前半までは研究者
にとって素晴らしい環境だったと今も思って
いる。若手は研究と教育に専念すべきという
当時の教授の英断と見識によるものであっ
た。とは言え30代半ばになると教務委員長や
栄谷移転時には学部棟検討委員会委員長等を
仰せつかり、徐々に管理の仕事にも関わるよ
うになってきた。唯、この時期には未だ柑芦
会との関わりは余りなかった。

平成7年、予想外で小生が経済学部長に選任
された。この時から学長を退官するまでの十
数年の間、柑芦会との関わりが深くなった。

学部長に就任すると、少なくとも大阪、東京そ
して東海支部の柑芦会支部総会に招かれ、学
部の現状報告を兼ねた挨拶をするのが恒例
になっていた。この間にOBの皆さんと知己
も得た。学部長就任直ぐに、大阪支部の大澤
支部長始め役員の方が来られ次にように言わ
れた。「年々、支部総会の出席者が少なくなっ
てきている。今年の総会には500人を集めた
い。引いては先生方の出席とゼミ生への声掛
けをお願いできないか。」と。平素からお世話
になっていると聞いていたのでこの時とばか
り協力を約束した。教授会が開催される毎に
先生方の出席とゼミOBへの声掛けを行うよ
うに伝えた。その甲斐もあってか、その年の
大阪の支部総会は500名を超す大盛会であっ
た。先生方は退官された方も含めて数十名の
出席があったと記憶している。OBの皆さん
は同級生やクラブの先輩･後輩との再会、母校
への強い郷愁そしてゼミの先生と会えること
に無情の慶びと懐かしさを感じられたことと
思う。その折、若手OBと若手教員との勉強会
創設を提案した。若手・中堅の教員と若手OB
の皆さんとの勉強会を兼ねた交流会の創設を
お願いした。この交流会が今は人生塾という
形で続いているとのこと。唯、リカレント教
育が喧伝されている昨今、本来の趣旨に戻る
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ことを考えられてはと思っている。
学部長職を2年で終え、図書館長や評議員を

経て平成13年に副学長に指名された。1年半
の短期間であったが、企画経営担当として、大
学の改革に取り組んだ。大学の予算配分を再
検討し、「大学発の教育研究費枠」や「学長裁
量ポスト枠」を設定した。この時期に和大に
は大きな転機と成るやも知れない知れない事
件があった。大阪教育大学との合併事件であ
る。合併は頓挫したが成就していたならば和
大は大きな転機を迎えた思う。

平成14年8月1日、第14代学長に選任された。
学長就任も驚きであるが、正直まさかこれ程
長く和大に在職するとも思っていなかった。
学長就任を期に思い切った和大改革に取り組
むことを決意し、外圧内圧を含め様々な改革
を志向した。紙面の関係でそのすべてを披露
できないが重要と考える改革を記してみた
い。

先ず。和大が目指す戦略として、以下のよ
うなキャッチフレーズを掲げた。「個性輝く
学問の府－－1.5流から一流の大学へ－－」。
教職員に危機意識を醸成し意識改革を図ろう
とした。この目標実現には如何なる戦術をと
るべきかを考えた。結果、大学に取って学生
が満足する大学にならなければならないと
の結論に至り、「学生満足」こそ大学が真剣
に取り組まなければならいと考えた。大学に
とって学生は重要なステイクホルダーである
にも拘わらず、余りにわが国の大学は学生の
存在を軽視しているのではと感じていた。学
生すべてが、和大での4年間の学生生活を満足
して終えて貰うことを考えた。当時経済界で
は企業行動の指針と成っていた「顧客満足」
を捩ったものである。教職員も徐々にではあ

るが、「学生満足」を意識しての行動として
大学全体に拡散していった。また、OBの皆
さんも外部からスマホ等で大学･学部･学生活
動･クラブ活動等々様々な情報を流して頂い
ている。現役の学生諸君は大いに満足感を覚
えていることと思う。これも、学生満足に繋
がるもので私としては大変感謝している次第
である。

もう少し、学長時代に行った諸改革につい
て記しておきたい。
Ⅰ．教育分野について；《「学生満足」の実現の
為の施策》。＊学生のニーズを考慮したカリ
キュラム編成。＊教員の講義力アップを図る
教員相互の授業参観実施。 ＊無休講・講義時
間厳守。＊グッドレクチャー賞の創設。＊オ
フイスアワーの厳格な実施。
Ⅱ.「人材育成」策について：《高い知力・深い
洞察力・鋭い先見力そして豊かな人間力」に
加えて各部局の特質を兼備した人材を育成》。
＊一例として、経済学部発エリート養成コー
スの「エキスパートコース」の推進。　
Ⅲ.研究分野について：《ナンバーワンよりオ
ンリーワン研究推進》
＊研究のための大学予算として年間8000万
円確保。＊オンリーワン研究の例･･･学部横
断的研究テーマとして「紀伊半島の多角的研
究」を立ち上げ、期間は3年、研究費年間2000
万円でスタート。＊若手研究者への支援。＊
大学の資金充実のため外部資金の確保策とし
て「寄附金（企業・同窓会・その他）や科学研究
費等の獲得。＊「教員メッセ」の実施。＊「和
歌山大学基金の創設（後述）」。
Ⅳ.地域貢献・社会貢献について；
＊「象牙の塔」としての大学像からの脱皮。＊
地域貢献や社会貢献の積極的関わり。＊先
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ず、学部長時代に和歌山商工会議所、和歌山社
会経済研究所及経済学部との間で《和歌山地
域経済研究機構》を創設。＊学長時代には田
辺市、岸和田市、橋本市との間に地域サテライ
トを創設し、現在継続中。当時の先生方の積
極的な活躍もあり、平成19年には近畿地区に
ある94大学のなかで地域・社会貢献No.1の評
価。
Ⅴ.国際交流について：《国際化の中で国際交
流の活性化》＊海外40近くの大学との間で国
際交流協定の締結。＊留学生受け入れ等国際
交流を円滑に推進するために「国際教育セン
ター」の設置。
Ⅵ.大学マネジメント改革について；《学長と
しての最重要課題》
＊在任中に国立大学の法人化への移行。＊法
人化のメリットとして、①予算システムが単
年度決算から企業会計原則の導入による残余
金の次年次以降への繰り越しの承認。②職員
採用の自由化。③組織改編の一部自由化等。
④学長権限の強化。＊法人化のデメリットと
して①資金運用や採用に関して厳しい条件付
き承認。例えば、大学が独自に集めた寄附金
等の財源での資産運用であっても限定的。②
法人化への移行による計画立案とその達成評
価に要する仕事量と時間の増大。私自身は、
評価を否定するものではないが、法人化が教
職員の過重労働になっているとすれば、結果
として法人化の趣旨を逸脱することとなる。
質の高い教育･研究成果を挙げうる環境整備
が必要であり、法人化がこの動きに逆行する
ことになってはならない。法人化は大学に自
由闊達な研究･教育環境を保証し、良き人材を
育みかつ素晴らしい研究成果を挙げるための
システム変革であるべきという趣旨とは異な

る方向に向かっているようで残念に思ってい
る。
＊10％ルールの実施；10％の成功確率があれ
ば失敗覚悟でチャレンジすること。＊学長に
より記者会見；この案件を職員に持ちかける
と多くの職員が反対の声。理由は、メデイア
が集まりませんというもの。確かに今もそう
であるが、学長記者会見を定期的に実施する
大学は皆無。不祥事の際にトップが出席し
て行うお詫び会見位。私が、大学にとってタ
ブー的なことをやろうと思ったのは10％ルー
ルの実践例であり、経済的効果を狙ってのこ
と。どの大学もやっていないなら和大がやろ
うと。大学情報の開示である。職員のメデイ
アが集まらないという杞憂は、第1回目の会見
で見事に吹っ飛んだ。何と、16社のメディア
の参加があった。大成功であった。年10回程
度開き様々な情報を提供した。その結果、私
の学長時代に毎年500 ～ 600位の記事が様々
なメデイアに紹介された。ある職員がその
経済効果（広告費等）を算出したところ、年間
6000万円程度になるとのこと。私の退任後は
取りやめになったとか。勿体ない話である。
定例記者会見との関連で二つのエピソード
を!　一つは、学長就任間もなく教育学部のあ
る教員から校地内全面禁煙の提案を受けた。
女子学生が受動喫煙で気分を悪くする例が出
ているとのこと。これは学生満足の理念に反
するとの思いで学内の部局長会議に図り、全
員了のもと教授会での報告事項にすること
となった。ところが教授会で決を採ることを
求められ採決したところ経済以外の学部が反
対。後日、定例記者会見でお詫び会見をし禁
煙騒動が幕を閉じた。20年の時を経て今和大
は校地内全面禁煙になっている。20年前に実
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遺 稿

現するのと今実現するのでは社会へのアピー
ル力度は全く異なる。残念の極みであり、逸
失利益は大きかったのではと思っている。今
一つは「観光学部」の設置である。これも10
＆ルールの一例である。この詳細は経済学部
の100周年記念号に記しているので参考にし
ていただきたい。＊コスト削減･ムダ廃止の
徹底：事業体経営の基本は如何にしてコスト

（特に固定費）を削減するかである。和大でも
管理費の削減のために教職員のコスト意識を
高めムダ削減を徹底的に実施。結果、かなり
のコスト削減に繋がった。＊職員の研修･評
価制度：職員のキャリアアップのために地元
スーパーオークワ　に依頼し、3 ヶ月研修を
実施。10名程度の職員が参加したが、参加者
全員が有効であったとのこと。これも継続し
ていれば和大の職員の株も更に評価されたこ
とと思う。＊職員採用方式の変更･･･これに
ついては職員の抵抗がきつかったが、改革し
ないと組織の活性化はできないと考え実施に
踏み切った。私は、採用に際し3通りの方式を
考えた。
⑴従来の採用方式･･･面接（採用予定50％）
⑵非正規職員･･･論文と面接（採用予定20 ～

30％）
⑶一般人･･･論文と面接（採用予定20 ～ 30％）

初回の結果は、通常採用者70％、非正規職員
からの採用者15％、一般採用者から15％。多
様な人材の採用が組織の活性化を促すことと
なる。
＊情報の共有化：

・教職員間の情報の共有化を図り、風通しの
良い組織作りを目指し、月一回の「PL（プレ
ジデントレター）」の発信。　・学長オフイス
アワーを設け、若手教員を中心に教員との交

流。
＊和歌山大学基金の創設：

･法人化移行後の大学の財務状況の逼迫化
の回避のために平成18年頃に大学基金の創設
を企画。文科省の承認を得られず創設に時間
を要したが、平成20年に条件付きで承認。先
ず、教職員が汗をかくべきとの判断で内部寄
附金として1000万円を設定。学長以下の全教
職員に寄附をお願いした。外部の方にお願い
するのに内部の人間が知らぬ存ぜずでは寄附
は集まらないであろうとの認識であった。目
標の1000万円は直ぐに集まった。それを基礎
に、私が率先してOBを中心に様々な企業に浄
財行脚をした。この時も、柑芦会の先輩諸兄
には大変お世話になった。感謝する次第であ
る。お陰様で、私が学長を退任するまでの1年
半ほどで6000万円を超える基金が積み上がっ
ていた。その多くは柑芦会の皆さんからの寄
附であった。OBの皆さんの大学を想う強い
心根に意を強くし、柑芦会の存在感の大きさ
に感服した次第である。現執行部には更に基
金を充実させ、大学発展に有効に活用して貰
いたいと思っている。私自身は、基金の一部
を運用し、基金の増額を目指したが、文科省の
ストップで諦めざるを得なかった。
＊コーポレート・アイデンティティー（CI）
の確立：

2000年代始め、組織の一体性または統一性
を確立する活動が盛んであった。残念乍ら、
当時の和大にはCIと思われるものは無かっ
た。そこで、和大のカラー、マーク、第2学歌、
グッズの生産。販売等々を創出するCI活動
に取り組むこととした。観光学部の北村教授
に素案策定をお願いした。カラーについては
ブルーとオレンジが提案された。北村君はブ
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ルーを推奨したが、小生の推奨でオレンジに
決めた。マークは山と海をアレンジした今の
デザインを採択した。このふたつのCIは今や
完全に定着し、大学始め柑芦会などでも使わ
れている。また様々なグッズの製造販売も生
協で行われており、売り上げの一部が生協か
らキックバックされるようにした。更に、和
大のCIは第二学歌にも及んだ。第一学歌は私
のような旧い人間には素晴らしい響きを与え
てくれるが、今の学生にはフィットしないで
はないかとのあろうとの思いで教育学部の卒
業生でシンガーソングライターの”宝子”さん
に依頼して作成して貰った。学生には好評と
のことであり、入学式や卒業式には二つ学歌
を披露することとした。まずは見えるものの
統一性を図り、次いで大学の目指す方向性の
統一化を図った。それが、大学のグランドデ
ザインの策定であり、具体には《学生満足》で
あった。全教職員がその実現に向け頑張って
くれたお陰で確かな手応えを得ることができ
た。

さて、依頼を受けた文字数がかなりオー
バーしているが、最後に述べておきたいのは、
新学部の設置である。3つの学部だけでは未
だ未だ総合大学の域には達しないとの想い
で、私の在任中に何とか今一つ学部を増設し
総合大学化の道筋を付けたいと思った。そう
して実現したのが『観光学部』である。経済学
部刊行の100周年記念号に新学部設置の詳細
を記しているのでご参照頂きたい。

最後に、40年弱の私の和大生活での過程
を綴ってきたが、まだまだ書き残したことが
多々ある。それ以上に、様々な方に御礼を申
し上げたい。特に、管理職に就いてからは、柑
芦会の皆さんには筆舌に尽くせないほどのご

支援ご厚情を賜ってきた。歴代の会長、各支
部の支部長、特に大阪、東京、東海、神戸等々の
皆様にはお世話になった。また、システム工
学部や観光学部設置に関しても全学的な課題
であるにも拘わらず経済学部に対すると同様
の温かい支援をしていただいたことに今一度
心から感謝する次第である。特に、観光学部
の設置に際しては単に人的支援に縮まらず金
銭的な支援も賜った。そうした心強い支援で
難攻不落の文科省を動かし、4年というスピー
ドで学部が設置され、今や博士課程を有する
までの学部にまで成長した。唯、残念なのは
老舗の経済学部がこの域に達しておらず一刻
も早く博士課程を有する一人前の学部として
名実共に発展して欲しいと願っている。歴代
学部長も努力を重ねているにも拘わらず大目
標に達していない。今後とも変わらぬ支援を
賜り名実ともに一流の学部として存立するこ
とを期待したい。

最後に、お願いです。今年も7/9に大阪支部
総会が開催されたと聞き及んでいる。コロナ
禍での総会と言うことで人数制限の下で開催
されたとのこと。コロナが収束後の総会には
現役・OBの先生方にも開催案内を送付して頂
ければ先生方も出席されるのではないかと思
う。ゼミの先生が来られるのならば会いたい
と思われるOBもおられるのではと思う。私
自身は、柑芦会は卒業生だけではなく先生方
も併せた共同体組織と思っているので是非そ
うした事も今後検討して頂ければと思う次第
である。最後に柑芦会の今後の益々の隆盛を
心から祈念して筆を置きたい。
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追 悼

山中先輩は柑芦会和歌山支部長、柑芦会会
長、柑芦会顧問と重責を果たされ、顧問のまま
昨年12月病気のため急逝されました。先輩の穏
やかなお人柄に接した方も多かろうと推察いた
します。私は現在和大弓道部のOB会長を拝命
しておりますが、山中先輩は第4代OB会長を務
められ、最近ではOB総会や創部90周年の祝賀
射会にもご参加いただきました。ご一緒に創部

100周年を4年後に迎えられると期待しておりま
したのに残念でなりません。平成16年3月発行
の弓道部OB会報誌に山中先輩執筆の「私の来
た道」の遺稿があります。全体で6000字ほどの
履歴書のうち、柑芦会に関わる2000字ほどを
抜粋して山中先輩の足跡を皆さまにご紹介し
たいと思います。

柑芦会事務局　大22　種坂　隆志

高商２０期　山中　静　先輩を偲ぶ
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高20　山中　静

「私の来た道」

（再掲）平成16年3月発行の弓道部OB会誌より

柑芦会に関しては昭和50年代は和歌山支部
の会合に出席するのがせいぜいでした。昭和59
年頃、和歌山から本部監事になって居られた高
商12回の公認会計士湯川定助先生が健康上の
理由で辞意を洩らされ、後任に私が指名され仕
事がら引き受けました。当時事務局は和歌浦の
柑芦松下会館にあり、高商12回の山中誠一先輩
が神戸から通っておられ、大変苦労をお掛けし
ました。当時和歌山支部長は和歌山高商1回生
の中井英俊先輩で私より20年年長でしたが、ま
だまだお元気で和歌山のあろちの料亭で芸者を
呼んでよく遊びました。昭和61年の支部役員改
選で、中井様は81歳の高齢のゆえ辞任の意向を
示され、後任に支部会員が最大数の職場の紀陽
銀行に高商2回の山東永夫先輩（当時、頭取・会
長を経て相談役）がおられましたがご高齢です
し、大学1回の西達司様（当時、専務取締役）は業
務多忙として引き受けていただけず、適任者が
無く私にどうかとなりました。私は支部役員の経
験が無いのですが、中井様とは和歌山放送設立
以来専務として勤められている頃から、ご懇意
にさせて頂いており、止むなくピンチヒッターとし
て（紀陽銀行からは次の支部長を引き受けて頂
くことを期待して）支部長を引き受けました。

幹事長には中井前支部長より（工専大会の活
躍より）ご推薦が有り工専1回の南村様にお願
いしました。副支部長には紀陽銀行の西達司様

（大学1回）、和歌山県前経済部長和歌山商工会
議所専務理事の中井三千穂様（大学1回）、和歌
山市企画部長の辻本利夫様（短大1回）と卒業生
の多い職場からお願いし、第一回の支部総会に
定年退官の安藤精一先生と杉浦一平先生をお
招きしてご講演を頂きました。支部総会初めての
百名を越える盛大な会となりました。総会に於
いて支部会費の徴収と共に、支部会報の発刊、
紀南地区懇親会の開催等の支部活性化の諸計
画が認められました。編集委員長は元朝日新聞
幹部でテレビ和歌山専務の浜本幸男様（経専
三回）にお願いし、第1号を発刊し以後毎年発刊
を続けております。又紀南地区懇親会は四十五
名の参加を得て白浜で開き、翌年からは紀南・紀
中・紀北と回り持ちで毎年開いております。その
後、役員改選の度に紀陽銀行の西様はじめ役員
の方々に支部長交代をお願いしましたが、あいに
くバブル崩壊で冬の時代に入ってとても引き受
けられないとの事で、止むなく支部長を続けて
参りました。11年5月の柑芦会の理事会で丸谷
竜夫会長が四期8年となるので退任の意思表示
が有りました。その前に丸谷様から内々のご相
談があり、私は、やはり大阪支部の方で大学卒
業生が適任でしょうと申し上げましたが、丸谷会
長は大阪の適任者に当たったが、現在公務があ
り、暫く出来ないと言われたとの事で、理事の皆
様のご意見の結論は古い副会長の私にどうかと
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なりました。私は前に述べました様に支部長の
引き受け手が無いので無理だと申しましたが、
和歌山で相談してくれという事で、下駄を預けら
れました。帰りまして南村幹事長に相談したとこ
ろ、南村氏が支部長をやると言ってくれましたの
で、その後、同期始め友人等と相談し、又止むな
くピンチヒッターとして引き受けることになり、12
年5月の理事会の皆様のご承認をいただき柑芦
会の第10代会長に就任しました。その際、副会
長3名を7名とし、京滋と神戸支部長にもお願い
しました。会長の責務として支部総会への出席
が第一となりますので、就任後第一年には、大阪・
和歌山・東京・東海・神戸・京滋・三重・姫路・岡山・
広島・山陰・徳島・香川・九州各支部、第2年の昨年
は更に北海道・東北・高知支部にも訪問して、国
内23支部の内17支部の皆様にお会いし、柑芦会
の現状、母校の状況等を報告すると共に懇親を
深めました。訪問に先立ち、同期の方 、々弓道部
ＯＢの方々に支部総会でお会いしましょうとの
葉書を出しました。お蔭で久しぶりにお会いし、
楽しい会合になりました。一昨年卒業生が多い
マレーシアに本部主催の旅行を実施し、40名の
会員と夫人が大挙してクアラルンプールに参り、
翌日リーゼントホテルで現地ＯＢ13名との盛大
な夕食会が開かれました。和大卒業後自国の社

会で重要な立場で活躍されている事に敬意を
表し、今後とも日本とマレーシア交流の架け橋と
なることを希望する旨の挨拶をし、柑芦会支部
の設立と役員人事も決まり、私より柑芦会の会
旗を新役員にお渡ししました。同行の柑芦会副
会長明石忠雄氏（大学4回）の乾杯の音頭でパー
ティーが始まり、現地会員の自己紹介に続いて
訪問団の夫人を含めての自己紹介があり、最後
に寮歌「花の霞につつまれし」を全員で合唱して
楽しい会が終わりました。13年のまだ副会長の
時ですが、丸谷会長と共に多数の会員が沖縄を
訪問し、沖縄支部設立を祝いました。14年支部
長の外間氏が和歌山市に視察に来られ、私と南
村和歌山支部長が昼食を共にして、沖縄の現状
等を伺いました。外間氏は普天間基地のある宜
野湾（ぎのわん）市の部長です。支部も全国に跨
りますので、日帰り出来ない支部もあり、よく二
次会に誘われカラオケに参加するのも楽しい経
験です。特に同級生の支部長が3人（岡山・徳島・
高知）居りますので心丈夫です。14年秋の大阪支
部の総会の前に正副会長会を開き、次期会長候
補を皆様のご賛同を得てご指名ご承認を得まし
た。昨年5月の理事会で就任が確定し、やっと大
任を無事果たすことができました。

追 悼
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令和5年4月、彼は突然、我々の前から消え
てしまった。半年前までは、月に一度の例会

（通称ダベリ会）には元気に参加し、楽しい話
題を話し合っていましたので奥様から突然
の知らせを聞き驚きました。

彼と私が知り合ったのは大学に入学して
直ぐでした。入学当時から人懐っこく話しか
けてくれました。今でも鮮明に覚えています
が、第2外国語を何にしようかと迷っている
と言いますと、彼は自分はフランス語に決め
ていると自信満々、そして硬式テニス部に入
るとも聞かされ、その決断の速さに驚かされ
ました。卒業してお互い新入社員のころ彼は
広告代理店に入社、私は会社の宣伝課で新聞
広告を担当していた関係で親しくなりまし
たが、持ち前の明るい人柄で我が社の社員と
も親しく交流しあうありさまでした。以来、
公私共に70年近く親しくお付き合いさせて
もらいました。

彼のことを語るとき特筆すべきことは、そ
の交友関係の広さです。柑芦会6期生全員の
情報や動静はすべて彼の頭に入っておりま
した。若い頃から柑芦会に参加して6期生に
限らず先輩後輩の動静を良く知っておりま
した。私が大阪支部の時にはいろいろとお世
話になり、現在の事務所の移転の時にも適切
なアドバイスを頂きました。

大学関係者以外にもその交友関係は広く、
かなりの趣味人で全てが一流とは云えませ
んが好奇心が強く、硬式テニス、ゴルフ、寺社
めぐり、国内旅行から海外旅行、ついには謡
曲まで楽しんでおりました。中でも特に「大
阪歩け歩け連合」の世話役を長く勤め、近隣
の町や村を歩く健全な集まりで、6期生はも
ちろん多くの友人知人を勧誘し有効を高め
ていきました。この会は友が友を呼び彼の人
的ネットワークは大きく飛躍していったの
です。

6期生の会は絆が強いとよく言われていま
すが、これはすべて彼の人柄、世話好き交友
関係が作り上げたものです。和歌山大学と柑
芦会をこよなく愛し続けた竹中愼和君が居
なくなり、ぽっかりと穴が空いたという心境
は私一人ではないでしょう。本当にお世話に
なり有難うございました。

令和５年7月６日
大7　松原　德一

竹中愼和君を偲んで
世話好きで誰からも愛された好漢
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支部だより

 東海支部幹事長　大31　鈴木　光伸
東海支部総会　2022年11月19日

令和4年度の支部総会を東京第一ホテル錦
で開催しました。

当日は、来賓として大学から芦田昌也経済
学部長、（現）社会インフォマティクス学環 
竹内哲治教授、柑芦会から北村修一会長、糸川
公偉大阪支部長、平林義康神戸支部長、井上俊
一三重支部長、草場寛東京支部幹事長にお越
しいただき、総勢24名の参加となりました。

本年4月に社会インフォマティクス学環の
学環長に就任された竹内教授から社会の多様
な知識を備え、社会に存在する様々な課題や
事象を情報技術で分析・把握し、社会を変革す
る人材を育成するために新設された社会イン
フォマティクス学環についてのご講演をいた
だきました。

懇親会では、若い方や久しぶりに参加され
た方からご挨拶していただき、特筆すべきは、
67回生の太田健斗さんが浜松から参加された
ことでした。

引き続き、若い方が参加しやすい東海支部

の運営を目指してまいります。
東海支部規約を改定し、決算期を3月末に変
更しました。

本総会において、東海支部の会計年度が従
来の「10月1日から翌年9月30日まで」から「4
月1日から翌年3月31日まで」に変更されまし
た。この会計年度変更に伴う移行措置として
令和4年10月1日から令和5年3月31日までの半
年間を令和4年度延長決算としました。

「東照宮祭礼としての和歌祭」 
「春のセミナー」を開催

3月14日（火）18時から東海支部・三重支部
合同の春のセミナーを名駅前「安保ホール」
にて開催しました。

当日は和歌山大学 紀伊半島価値共創基幹 
紀州経済史文化研究所 吉村旭輝（てるき）准
教授をお招きし、「東照宮祭礼としての和歌
祭」について、その起源と変遷についてご講
演いただきました。

紀州東照宮は、徳川家康公の十男で紀州藩
祖徳川頼宣が南海道の総鎮護として1621年に
和歌浦に建てられ、翌1622年には、全国に先駆
けて東照宮祭礼を始め、2022年には「和歌祭
四百年大祭」が開催されたことなど、貴重な
お話をお伺いできました。

東 海 支 部
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引き続き場所をいけす茶屋「みどり」に移
動して行われた懇親会では、柑芦会北村会長
および吉村准教授に加え、お祭り写真家デン
真さんにも参加していただき、テーブルを囲
みました。

「春のゴルフ会」鳴海カントリークラブ
3月25日（土）に鳴海カントリークラブで春

のゴルフ会が開催されました。当日は8分咲
の桜の花を楽しみながら11名の人が参加され
ました。

東海支部では、春と秋の年2回、ゴルフ会を

開催していますので、奮ってご参加ください。

令和4年度延長決算に関する役員会 2023
年5月17日（水）

5月17日開催の役員会で、令和4年10月1日か
ら令和5年3月31日までの半年間の令和4年度
延長決算に関する事業報告、会計報告、会計監
査報告があり、令和5年度の行事予定が承認さ
れました。

昨年度の総会で改正された東海支部規約に
従い、11月18日（土）開催の支部総会で報告さ
せていただきます。

連絡手段としてSNSを利用しています
会員連絡の手段にfacebookグループに加

え、LINEグループを開始しています。東海
支部会員の方は、是非、ご登録ください。

東海支部LINEグループ

定期懇親会：奇数月の第3水曜日18時30分から
名駅「いけす茶屋みどり」で開催されます。

懇親会には、経済学部卒業生に留まらず教
育学部、システム工学部、観光学部など和歌山
大学卒業生はもとより、会員にご縁のある方
であればどなたでも参加していただけます。

是非、お誘いあわせの上、定期懇親会にご参
加ください。

＜お悔み＞
大学4回　道浦　耐氏　
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 三重支部幹事長　大31　山際　雅彦
　三重支部2022年度総会は、2022年11月27日

（日）、津駅隣接の「グリーンパーク津」にて開
催されました。今回はご来賓として北村柑芦
会会長、垣見東海支部支部長にもご出席頂き
総勢８名での総会となりました。
　今年度の総会も新型コロナウィルスの影響
から、講演会や懇親会は行わず総会のみの開
催としましたが、会員の近況報告等も行い楽
しい一時を過ごしました。来年度は新型コロ
ナウィルスの騒動も治まり、通常の総会が開
催できるよう期待したいと思います。

（三重支部主要役員　　敬称略）
支部長　　　井上俊一（大学１８回）
副支部長　　小谷　剛（大学２０回)
副支部長　　太田　均（大学２２回)
副支部長　　水谷正道（大学２６回）
相談役　　　春山健児（大学６回）
相談役　　　藤澤真純（大学１２回）
幹事長　　　山際雅彦（大学３１回）
副幹事長　　加藤泰三（大学２７回）

三 重 支 部
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神戸支部長　大20　平林　義康

「ぶらくり会」復活
1982年から約40年近く途切れなく開催さ

れ、開催回数も200回を超えていた神戸支部
「ぶらくり会」がコロナ禍の影響により2019年
11月の小田元学長のご講演を最後に中断して
いましたが、この度約3年半ぶりに復活開催す
ることが出来ました。

その記念すべき復活「ぶらくり会」は、去る6
月10日（土）15時より、神戸市内の会場に和歌
山大学副学長の足立基浩先生をお迎えして開
催されました。当日のご講演のテーマは「日銀
植田総裁就任後の日本経済を読む」というま
さに時宜を得たものでありました。

会場には14名の会員が参加されましたが、
オンライン（ＺＯＯＭ）でご講演を配信する旨
の案内を出したところ、全国の9支部から24名

の会員の視聴申込みがあり、最終的に38名の
会員がご講演を視聴することになりました。

約1時間15分のご講演後の質疑応答の時間
には、会場のみならずオンラインでご参加の
会員からも何件かのご質問・ご意見が出され、
非常に実のあるご講演となりました。

終了後には、足立先生にもご参加頂き近隣
の居酒屋で懇親会を催し楽しいひと時を過ご
したところです。

今回のご講演では、足立先生には大変お世
話になりましたが、柑芦会本部、支部活性化支
援委員会および支部内の若手会員にも大いに
ご協力を頂き感謝しております。

コロナ禍の期間中には、従来の対面式に加
えてオンラインでの会議、打合せが浸透して
きましたが、対面式およびオンライン併用のハ
イブリッド方式での講演は今回が最初の試み
ではないかと思います。

神戸支部では引き続き対面式、オンライン
のみならず両方式併用のハイブリッド方式を
活用し、打合せ、講演、会議等を積極的に推進
していきたいと考えています。

神 戸 支 部
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 京滋支部長　大31　清水　聖心

支部長交代

この度、支部長が和田壽郎氏から私、清水
聖心（31 期）に交代致しました。和田氏に於か
れましては、幹事長ののち支部長と 10 数年
の長きに亘りご尽力いただき本当にありがと
うございました。近年の当支部の課題は、年々
弱体化している支部をどのように立て直すか
です。現在の主な活動は総会を開催するのみ
となっており、その参加人数も徐々に減少し
支部存続の危機に瀕しております。このよう
な折、「11 月開催予定の支部総会にどれだけ
沢山の人に参加していただけるか。」を今年度
最大の課題にしました。

その目玉としまして、通常非公開の国宝、
西本願寺の『飛雲閣』『書院』をコネクション
により拝観させていただく手配を致しました。
一方総会会場の確保においてもかなり苦心し

ました。当支部は資金的な余裕もなく、参加
費を抑える必要からホテルの使用などできま
せん。元々京都は景観条例の問題で高層ビル
がなく多人数がリーズナブルに利用できるお
店が多くありません。また、昨今世界中から
観光客が訪れ、それらもかなり先の予約まで
入っておりました。ただ、早目に動いたこと
により好条件な会場も確保することができま
した。

あとは、人集めです。私の当会への参加の
切っ掛けも、先輩からいただいた１本の電話
から。手間はかかりますが、会員一人ずつ電
話をかけ、参加を呼び掛けたいと思っていま
す。

自分の学生時代を和歌山大学で過ごした
人、そして世界的な文化観光都市である「京
都」近郊に現在住んでいる人、この２つの共
通点を持ち合わせた者同士が集まり良き交流
の場ができればいいかなと思っています。

尚、今後いろいろなご案内をメールにて発
信予定です。当支部の方、メールをお待ちし
ております。
kourokeiji@gmail.com

京 滋 支 部
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香川支部長　大22　島田　新市

令和5年度香川支部総会開催
令和5年度香川支部総会を令和5年6月18日

（日）11時30分から高松市生涯学習センター
「まなびCAN」で開催
しました。

ご来賓に今年も北
村柑芦会会長、平林神
戸支部長をお迎えし、
マンドリンクラブの
現役学生さんお二人、
当支部会員は30代か
ら80代まで、女性会員

も含め11名の参加で、合計15名の総会となり
ました。特に、当支部会員については60歳以
下のいわゆる現役世代の会員の方が半数を超
え、今後についての明るい材料となりました。

例年通り、議事はできるだけ簡潔に短時間
で終了、ここから本日のメインに移ります。
まずは、今年で3年目、恒例となりました旭堂
南海師匠をお招きし、
和歌山にちなんだ講
談「紀州藩祖頼宜公と
安藤直次」をご口演い
ただき、その迫力に引
き込まれ、時に爆笑の
名人芸で総会に華を
添えていただきまし
た。

その後、マンドリンクラブの学生さんによ
る活動状況のプレゼン、プロジェクターを使
い、演奏の動画観賞もあり大いに楽しませて
いただきました。

そしてランチを食べながらの懇談会、こぢ
んまりした当支部だからできる参加会員全員
の一言コーナーでは学生時代の思い出、その
他思い思いの近況報告など、世代を超えて同
じ学舎に学んだ者として心地良いひと時を共
有できました。

最後に和歌山大学学歌を聴きながら記念の
集合写真を撮影、あっという間に14時、来年の
再会を約束し名残惜しくもお開きとなりまし
た。

香川支部は小規模支部であり、本部、支部活
性化支援委員会のご支援の下、総会運営をい
たしておりますが、先の本部理事会で発表の
あった各支部の活性化取組状況も参考にさせ
ていただきながら、また、小規模支部の強みと
して会員同士の密なコミュニケーションの場
にできればと考えています。

引き続き皆様方にはよろしくお願い申し上
げます。

香 川 支 部
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大12　菅原　勗
2023（令和5）年5月18 ～ 19日、大阪吹田に

ある「パナソニック・リゾート大阪」におい
て、「和大経済学部12期同窓会」（通称「十二和
会」）が開催された。

当初、2020（令和2）年10月に予定されてい
たが、新型コロナウィルスがこの年の2月から
猛威を振るい、やむを得ず「延期」ということ
になった。

顧みれば、わが同窓会は、2004（平成16）年
京都での「卒業40周年」以来、オリンピックの
年を基本に2008（平成20）年長良川、2012（平
成24）年熱海、2014（平成26）年和歌山での「卒
業50周年記念」を含め、2017（平成29）年に浜
松で第5回の開催があり、第6回は2020（令和
2）年の予定であった。

昨年10月に改めて、幹事が集い、コロナの動
向を見極めながら、ようやく今回の開催に漕
ぎつけた次第である。

卒業生194名の内、既に物故者が54名を数
え、不明者が18名おり、今回31名の参加予定で
あった。しかし直前に本人あるいは家族の体
調不良により、6名の欠席があり、25名の出席
で「同窓会」の開催となった。

冒頭「記念写真撮影」のあと、司会者澤瀉久
明君の発声で全員が「物故者への黙祷」を捧
げ、豊田洋君による「献杯」を行った。

その後、幹事長東睦夫君が「今回開催に至
るまでの経緯を含めた挨拶」をしたのち、「懇
親会」に移った。

60年の時を経て、大学時代の懐かしい思い
出話しや近況の活動内容・生活の取り組み、ま
た健康状態についてお互いに忌憚なく歓談し
あった。

小生による「中締め」のあと、日帰りの他は
「二次会」に参加し、進行係を重倉奨君に委ね、
「今後の開催」について　事前に「意向確認」
の結果、3分の2が「継続する」との意見だが、

「健康」であればとの「但し書き」が多くあっ
たとの報告があった。

年齢も82歳前後であり、やはり「参加した
いが健康であれば」という「本音」が出ていた
が、今後のことは東京のメンバーに「一任す
る」ことになった。

そこで「健康寿命」のことに取り組んでい
る都崎徹君の「事例発表」があり、「PPK」（ピ
ンピンコロリ）～～「健康な日々を送れるこ
との“幸せ”」～～について話しがあり、
「健康のお裾分け」プリントを「手土産」と

して、全員が持ち帰った。
余興に「マジック」もあり、楽しい時間がい

つの間にか過ぎて行った。
翌日、雨に降られたが、オプションで天満橋

八軒家浜船着場から「屋形船」に乗船し、船中
で飲食をしながら、大川をさかのぼり、いくつ
かの橋を潜り、俳人与謝蕪村のふるさと毛馬
村にある「毛馬閘門」を訪ね、“菜の花や　月
は東に　日は西に”を思い描いた次第である。

今回の開催を通じて、これ程「健康の大切
さ」を感じたことはなかったと思う。

次回開催されたなら、「元気に両足で歩きな
がら参加できる」ことを念願するばかりであ
る。

（2023年5月記す）

ゼミ・同期会ゼミ・同期会・クラブ・クラブ・同好の集まり・同好の集まり

和大経済学部12期同窓会
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大15　岸田　啓治
平成30年10月の卒業50周年記念の修善寺西

伊豆旅行以来、コロナ感染防止のため、合同旅
行は中断していましたが、5年振りに再開して
令和5年5月源氏物語宇治十帖で有名な京都宇
治に総勢19名が集いました。

23日、24日の2日間、素晴らしい好天に恵ま
れ、同じ釜の飯を食った仲間たちと本当に楽
しい充実した旅行となりました。

23日は水量の豊富な清流宇治川沿いを歩
き、新緑の映える世界遺産である平安時代後
期の造営で神社建築としては現存最古とされ
る国宝宇治上神社、そして同じく世界遺産で
ある平等院鳳凰堂を巡り、当時の貴族の西方
極楽浄土の思想を目の当たりにしました。

この日の宿舎はかつて松下幸之助氏の別荘
であった民宿亀石楼です。

待ちに待った宴会は6時からで、心も弾み全
員夫々現状の生活ぶり、伴侶、孫を含む家族の
こと、自身の健康状態、趣味、お小遣い、終活準
備、今は亡き友人のこと等多岐に亘り、更に話

の途中で割り込みが入るやらで大いに盛り上
がり、場所を変えて午後10時にようやく散会
となりました。

翌24日は伏見稲荷大社に参拝しました。
ただ、伏見稲荷ではコロナ明けから1か月も

経っていないこともあり、修学旅行生、外国人
観光客等、予想もしていなかった大混雑で、
我々は千本鳥居も途中で早々にあきらめるこ
とになりました。

昼食はホテルグランビア京都15階にある六
本木樓外樓で美味しい中国料理を堪能しまし
た。

事情があり旅行に参加できなかった2名も
加わり総勢21名での賑やかな宴会となりまし
た。

ホテルグランビア京都15階からの京都市内
の眺望は圧巻でした。

終わりにあたり会計報告の後、次回は2024
年秋に鳥羽の答志島温泉民宿中村屋で美味し
い海鮮料理を楽しむことに決まりました。

全員健康第一で元気に再会することを誓っ
て散会しました。

本当に仲間はいいもんだと実感した楽しい
2日間でした。

紀雲寮名草寮
入寮６０周年記念合同旅行
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大16　松石　憲一
当室の設立は平成6年12月です。
そのころを俯瞰しますと、関西空港が開港

して関西は華やいでおりました。しかし残念
なことに年を越えると阪神大震災、オウム真
理教によるサリン事件、バブル崩壊による金
融機関の破綻と暗い出来事が多発しておりま
した。

柑芦会においてはいつもながら支部総会の
人集めに苦心しておりました。参加した会員
のなかに「俺のところに息子が……」、「いや、
うちは娘が……」、「何とかならんかな……」
等の言葉が飛び交わされるのが散見されまし
た。この話をしたいがために総会に来た人も
あったようです。相乗効果をもたらしたい、
話が熱を帯びていることを見てとった先人は
結論として社会と柑芦会に役立ちたいと当
室を立ち上げました。何せゼロからのスター
トです。先ず方針は「対面による紹介。手作
りによる親切・丁寧な相談」とし、これは今も
引き継がれています。バブルが弾け、就職難
ではありましたが若い人の結婚願望は結構
強いものがありました。徐々に体制も整い、
資料（規約、案内書、添書、身上書等）もそろう
ようになりました。活動を広げるために提携
先を求めました。斐文会（旧大阪女子大→大
阪府立大→大阪公立大学）、松下電工（現パナ
ソニック）、黎明結びの会（岸和田高校）等で
す。前後して白河桃子さんが「婚活」という言
葉を使われたのです。婚活ムードは盛り上が
り、当室もピークは200名弱の会員を持ち成
婚も年に2，3組ありました。最終的には約40
組強に至っております。我々の活動の情報が
広まり、お茶の水女子大の学生が卒論のテー
マに「婚活」を取り上げるとしてヒアリング
に来たり、山形大学からはOB会との相乗効果
をどのように出せばよいのかとの問い合わ
せもありました。また柑芦会のみの活動だけ
では限界があるので、その範囲を広げるため

に紀学同窓会（教育学部）、＠sis（システム工
学部）、飛耀会（観光学部）にも誘いをかけまし
た。しかしバブルが弾けた後遺症はきつく、

「収入が少なく飯を食わせられない、婚活どこ
ろではない」という状況が続き、徐々に会員
が少なくなってきました。パソコンでのマッ
チングを勧めてくれたシステムアドバイザー
もいましたが、会員数がすくないことと元々
対面での婚活の支援をすることを方針として
おりましたのでこれは断念しました。当初は
大阪と和歌山に活動拠点を置いてましたが、
若い男性が東京に吸い取られるといった現象
が顕著になってきましたので同地区にも拠点
を開設しました。斐文会、黎明結びの会と三
者で婚活パーティーを開催しました。支部総
会の席でのチラシ配りや、度重なる口頭での
会員増強のお願いをしましたが減少傾向は止
まりません。そこにコロナ禍が追い打ちをか
けてきました。元来対面による支援活動を方
針としてましたので大変な打撃を受けたわけ
です。メールでの会員の増強、ホームページ
のリニューアル等の活性化策をとりましたが
残念なことにここ3年はほとんど活動ができ
てません。当初から厳しい資金繰りの中、自
主独立でやってきましたが、新入会員も少な
くなったため、残っている会員に了解をいた
だき相談員全員でばんやむを得ず解散を決議
し、ここに幕を閉じることにしました。約30
年にわたる活動を閉じることは断腸の思いで
はありますがいたしかたないと判断しまし
た。ご協力いただきました柑芦会の皆様、関
係各位にお礼申し上げます。有難うございま
した。

歴代の相談員
島　誠助（3期）、亀田憲治（3期）、児玉義男

（3期）、中谷洋一（4期）、野崎雅廣（4期）、山崎
一郎（8期）、崎山頌一（14期）、河野通剛（16期）、
松石憲一（16期）、舌野啓治（18期）、田中義男

（18期）、吉野精一（18期）、藤野正憲（19期）、
井岡　武（20期）、森本康則（20期）、吉村修治

（20期）、飯尾守平（21期）、高田保子（21期）、
藤原孝志（22期）、中澤典代（28期）

柑芦結婚相談室の記
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弓道部第８代OＢ会長　種坂　隆志
過去の弓道部機関誌「弓光」からひろって

その成り立ちから詳しく説明をいたします。
弓道部は昭和2年（1927年）6月高商学舎の

正門横に仮設の道場を設置でき、岡本一郎校
長をお迎えして道場開きを行いました。これ
をもって部の創設とし、紀州藩弓術指南の和
佐家末裔で高商3期和佐尚寛氏を主将として
学校から予算を頂戴しスタートしました。

道場開きには岡本一郎校長のほか伊藤義路
部長も来賓として参加されました。矢渡しに
は大日本武徳会和歌山支部から松井智信範士
が来賓され射礼を山東　昇錬士（のち初代弓
道師範）が行いました。

戦後GHQからの武道禁止が解けて大学3期
の西平　功氏が弓道再興に尽力され昭和29年

（1954年）安藤精一経済学部教授を部長として
発足した。また昭和37年剣道や柔道とともに
弓道が体育正課として採用された。

弓道部の活動成績としては、昭和33年関西
学生リーグ1部優勝、昭和34年関西学生弓道選
手権で団体優勝、昭和31年、32年、33年と近畿
国立大学体育大会弓道の部で連続優勝しまし
た。最近では平成28年近国体男子団体優勝、
同年女子が関西学生リーグ1部昇格しました。

個人では男子で22期種坂隆志が昭和47年全
日本学生弓道選手権3位、女子で16期藤村喜久
子が昭和41年全日本学生2位、24期丈六繁美が
昭和49年全日本学生優勝となりました。

弓道部OB会は昭和41年（1966年）初代会長
に和佐尚寛氏が就任し発足、昭和52年（1977
年）に2代目会長高商16期倭島健吉氏の時に弓
道部創設50周年を迎え祝賀記念誌が上梓さ
れました。4代目会長高商20期山中　静氏は
昭和53年に就任され、ＯＢ総会や新年射会に
度々ご出席になり、弓光誌にも毎回執筆いた
だきましたが昨年末永眠されました。5代目
会長が大学3期西平　功氏、6代目会長が大学8
期南出達也氏、7代目大学17期内海孝雄氏を経
て現在8代目会長です。　

平成29年11月弓道部創立90周年祝賀射会を
挙行、ＯＢ22名と現役幹部部員が和気あいあ
いと懇親を深めました。4年後の創立100周年
に向けて卒業年次ごとにミニ同窓会を開いて
横につながりを固めて、記念行事に沢山のＯ
Ｂが集まることを期待しています。ここ1年
間で19期と20期のＯＢが東京と大阪で会合を
持たれましたのでご紹介します。

和歌山大学体育会弓道部の
歴史について
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七月の初旬、三紀火曜会の会計幹事の安本
純様から、長年続けてきた三紀火曜会の解散
に当たり、このままこの会の実績、軌道が消え
去るのは忍び難く、「三紀火曜会」があったと
いう足跡だけでも「柑芦」誌に残らないだろ
うか、との相談を編集委員の方に打診があり、
今回、柑芦誌に取り上げることといたしまし
た。

※安本幹事の会員宛ての文書をそのまま掲
載いたします。
三紀火曜会会員諸兄　　宛て

令和5年6月　会計　安本純氏　発信
　「三紀火曜会終結のお知らせ」

拝啓、梅雨の季節となり猛暑到来の予感の
する今日この頃、三紀火曜会の諸兄、お元気で
しょうか。ずっと気にしていました三紀火曜
会の対面開催でしたが、高齢化が進み、足腰も
ままならない人も出始め（私も含めて）どの
会場をとっても遠方の方がいることになり、
公共交通機関の利用も危険なので、遂に開催
を断念することになりました。約束をしなが
ら果たせずに誠に申し訳なく思っておりま
す。

振り返れば昭和52年（1977年）＊発足以来、

会を重ねること378回、講師を招いての勉強
会、企業訪問、名所旧跡の見学会、忘年会等数
えきれないほどの楽しい想い出が一杯です
し、旧友との絆の深さを認識した会合でした。
皆様にも幹事を何回もしていただき、ご苦労
を重ねたプランでどれほど素晴らしい会合に
なったか感謝しています。

2019年（令和元年）12月8日、幹事は大図宏
さん、片山巌さんの二人で新阪急ホテルのグ
ランド白楽天で開催の忘年会が第378回、これ
が最後の三紀火曜会となりました。忘年会の
前に乗った観覧車も素敵でしたね。その時の
メンバーで増井修幹事長、森井眞氏、和田善次
氏の三人が物故されました。その後はコロナ
の所為で開催が出来なくなりました。

今回、紙上をもって三紀火曜会の千秋楽と
させていただきたいと思いますが、電話、手
紙、メールなどいろいろ交信の手段がありま
す。今後ともご厚誼のほどよろしくお願いし
ます。戦友たちよ、ずっと長生きしてくださ
い。心の中で「花の霞に」を高唱しながら諸兄
のことを懐かしく思い出しています。長い間
お世話になりました。

敬具

＊毎月第三火曜日開催　発足当時の会員は10名

三井吉久（発起人）、今村俊博、大國雅生、田野雄、

西垣義郎、平野隆俊、福永貞昭、増井修、松山次男、

三木弘幸（敬称略）

三紀火曜会　の　ご紹介



未曽有の豪雨が和歌山県を襲った『紀州大
水害』は、70 年前。昭和 28 年 7 月 18 日に有
田川、日高川の流域の市町村に甚大な被害を
もたらした。これまでは、報道などを中心に
被害状況が述べられ、防災対策に重点が置か
れた報道でした。当時大学一年だった北道子
さん（大 5 期）の古いアルバム写真から、紀州
大水害時の学生ボランティア活動が初めて公
に知られることになりました。

事の発端は、和歌山の現代史を研究テーマ
とする和歌山大学の『教養の森センター』の橋
本唯子准教授のもとにこの写真のコピーを持
ち込んだことでした。付属図書館副館長とし
て和歌山の近代史を研究されている橋本先生
の所にも学生ボランティアがその当時から活
動していたという記録がなかったことから、

「和歌山学生同盟」についてもっと知りたい
と、姫路の北さんの許へ取材に行かれ、その
話の内容から、「紀州大水害」を別の角度から
見直すテーマが出来たと、NHK 和歌山支局
にも連絡されたことで7月18日の放送に至っ
た次第です。学生のボランティア活動は、今
でこそ当たり前のように全国で報道されてい
ますが、終戦後 8 年目で、まだ自分達の日常
生活さえも充分でない時代に、故郷の災害を
何とかしたいと、和歌山から各地へ散った学
生たちに呼びかけ、「学生同盟」の名のもとに
ボランティア活動をした『和大生』がいたこと
は、本当に驚くほかありません。おそらく他

府県でもこのような動きはなかったのではな
いでしょうか？

その活動の内容は、被災地へ出向いての災
害復興作業への労働提供から義援金募金箱活
動まで幅広いものです。北さんは大学１年生
として『和歌山学生同盟』の会計担当を任さ
れ、新聞回収（古紙）販売による活動資金作り
にも積極的に参加され、走り回られていたと
のことです。

この放送番組は、柑芦会本部及び神戸支部
から各支部へ番組の URL が連絡され、これ
をクリックすることで和歌山以外の地域でも
放送を見ることが可能になり、柑芦会員に大
きな自信を得られた、との感動の声が返って
きました。

和歌山大学生として女性が「経済学部」で学
ぶことが珍しかった時代に、北道子さんが経
済学部生として頑張っていたという事実、そ
の後卒業されて姫路で教育者として活動の傍
ら、エッセイストとしても地方文化への貢献
をしておられ、今でも姫路市民の文化サーク
ルの現役として活躍されています。数年前に
上梓されたエッセイ集「多事彩々」にも集中豪
雨の記事はありましたが、学生ボランティア
のことは描かれていなかったと記憶していま
す。

また、北さんは俳人として、柑芦会ОＢの
同人「芦火」の会の会員でもあり、俳号を草炎

（そうえん）として作句活動も継続中です。

和歌山大水害から70年
陽の目を見た学生ボランティア活動
（大5期　北　道子さんの想い）
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母校だより

柑芦編集委員
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母校だより

和歌山大水害写真（NHK和歌山20230718放映）

（中央が北道子様）



和歌山大学研究・社会連携課長の脇田淳一
と申します。

柑芦会の皆様には、日頃より多大なるご支
援とご協力を賜り誠にありがとうございま
す。ありきたりの言葉ではございますが、心
より感謝申し上げます。

さて、今回は、私が所属しております研究・
社会連携課をご紹介するご機会をいただき、
大変喜んでおります。

私が所属する研究・社会連携課の役割は、
一言で申しますと、「研究推進」と「産学連携」

「社会貢献」となります。特に、地方大学にあっ
ては、社会貢献がとても重要になってきてお
り、今年度より、研究・社会連携課の中に「社
会連携室」が設置されました。

研究・社会連携課（社会連携室を除く）には、
研究協力係、研究推進係、起業支援係の三つ
の係とＵＲＡ室があり、イノベーションイニ
シアティブ基幹（産学連携イノベーションセ
ンター、アントレプレナーシップデザインセ
ンター、7 月からは、新たに共同利用・共同
研究推進室、リスキリング・インターンシッ
プ推進室が新設されました）の事務を担って
おります。

研究・社会連携課社会連携室には、生涯
学習・サテライト係、地域連携係の二係と、
KiiPlus の紀伊半島価値共創基幹オフィス、
これに、紀伊半島価値共創基幹（食農総合研
究教育センター、災害科学・レジリエンス共
創センター、紀州経済史文化史研究所、生涯
学習・リカレント教育推進室、南紀熊野サテ
ライト、岸和田サテライト）の事務を担って
おります。

それぞれの活動内容・ご案内・報告は、本
学ホームページへの掲載や報告書の発刊にて
お伝えしてまいりますので、お時間がある時
で結構ですので、覗いていただけると幸いで
す。

何れも少ないスタッフではございますが、
大学の三つの使命の一つである社会貢献を柱
に、四学部・一学環と共に、よりよい大学を
目指し、「教育」「研究」「社会貢献」を実行し
てまいりますので、今後ともご支援、ご協力
の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、柑芦会の益々の発展
を祈念し、私からのご報告とさせていただき
たいと存じます。

大学研究社会連携課の紹介

─ 61 ─

【母校だより】

　令和5年6月22日（木）、本学と株式会社ア
ワーズとは、幅広い分野における相互の地域
交流の活性化を促し、産学が相互に連携協力
することで、和歌山県の経済・産業の活性化、
人財育成の推進を目的として、包括連携協定
を締結しました。

課長　脇田　淳一



第13回香村賞ビジネスコンテスト・審査会開催

ビジネスモデル部門

最優秀賞　Web3時代のローカル習い事教室「ECOMIRE」
西山泰仙：経済院生1年

優秀賞　　教授の負担はそのままに、授業をオーディオブック化し、
復習革命を起こすサービス「トークログ」
中沢怜士：教育4年

特別賞　　「野外での遊び」×「算数」の活動拠点づくり
設楽はるか：経済1年

特別賞　　高齢者向けマッチング通話アプリ「シルフレ」
布江田恭平：経済3年、梅景淳：経済3年
西元倫太朗：経済3年

＜受賞者＞

アイデア部門

最優秀賞　大学の合格通知書、もっと豪華に通知しょ！
滝下連太郎：経済3年、山本啓太郎：経済3年、王新慧：経済3年

特別賞　　新たなゲーミングデバイスでeスポーツをより面白く
森本伊織：観光4年

企業賞（受賞者にはそれぞれの企業から個別に支援が提供されます。）
ラック株式会社　「野外での遊び」×「算数」の活動拠点づくり

設楽はるか：経済1年
Relic株式会社　AnyBody

小島早葵：シス工3年
紀陽情報システム株式会社

「子どもの成長を支えるサブスク」【キッズサイポス】
見浦響：教育3年　宮本もなみ：教育3年
URLで保存する旅程管理アプリtrabeli
坂根美優：シス工3年、池田伊吹：シス工3年
前川大樹：シス工3年

　2022年度の第13回香村賞ビジネスコンテストの最終審査会が2023年1月20日（金）和歌山大学
　産学連携イノベーションセンターで開催されました。本年度の応募者総数は18チーム（参加者数
37名）で、書類選考を通過した12チーム（参加者数24名）のプレゼンテーションが行われ、下記の受
賞者が決定しました。伊東学長（審査委員長）から表彰状が、北村会長（審査副委員長）より柑芦
会から賞金がそれぞれ授与されたのち、学生と審査員との自由な意見交換会が実施されました。

経済学研究科2年／西山泰仙

［プラン名］

Web3時代の習い事教室「Ecomire」

〈サービス概要〉
時間無制限・分野無制限のサブスク型学習プ
ラットフォーム。会員同士の教え合い（P2Pラーニン
グ）を導入することで分野的、時間的障壁をクリア。
学習や経験を共有した会員には利益分配が行
われる仕組みを導入することでアウトプットのイン
センティブを設計。
従来のパソコン教室が担う分野に加え、AI ツー
ルやWeb3 関連、経済学をはじめとする教養分
野や趣味分野まで幅広く対応。ポータルサイトで
教材の閲覧に加え、教室の稼働状況をリアルタイ
ムで確認可能なため、学習機会のマッチングや独
学の効率化も実現。
お寺を活用するため比較的安価で提供が可能。

〈着眼点〉
過疎地域では人口減少に適応するにはスリムで
サステイナブルな経済循環を構築する必要があ
るが、学習にはその課題を解決するポテンシャル
があると考えた。
また、従来の習い事教室では盲目的な基礎学習
が蔓延し、生徒の目的達成の足を引っ張っている
現状に直面した。さらに質の低い情報を高額で販
売している点にも生涯学習を推進している現代に
おける課題があると感じた。
さらに、AI を含めたIT の進化によって学習コン
テンツが小規模のリソースでも効率的に作成、斡
旋可能になったため、スモールスタートできると考
えた。

〈現在の進捗〉
無料イベントを開催し、学習需要の創出、再確認
を行っている。
サブスク化は2023年4月より開始予定で、P2Pラー
ニングは来年度以降を予定。

最優秀賞

ビジネスモデル部門

─ 62 ─

母校だより



第13回香村賞ビジネスコンテスト・審査会開催

ビジネスモデル部門

最優秀賞　Web3時代のローカル習い事教室「ECOMIRE」
西山泰仙：経済院生1年

優秀賞　　教授の負担はそのままに、授業をオーディオブック化し、
復習革命を起こすサービス「トークログ」
中沢怜士：教育4年

特別賞　　「野外での遊び」×「算数」の活動拠点づくり
設楽はるか：経済1年

特別賞　　高齢者向けマッチング通話アプリ「シルフレ」
布江田恭平：経済3年、梅景淳：経済3年
西元倫太朗：経済3年

＜受賞者＞

アイデア部門

最優秀賞　大学の合格通知書、もっと豪華に通知しょ！
滝下連太郎：経済3年、山本啓太郎：経済3年、王新慧：経済3年

特別賞　　新たなゲーミングデバイスでeスポーツをより面白く
森本伊織：観光4年

企業賞（受賞者にはそれぞれの企業から個別に支援が提供されます。）
ラック株式会社　「野外での遊び」×「算数」の活動拠点づくり

設楽はるか：経済1年
Relic株式会社　AnyBody

小島早葵：シス工3年
紀陽情報システム株式会社

「子どもの成長を支えるサブスク」【キッズサイポス】
見浦響：教育3年　宮本もなみ：教育3年
URLで保存する旅程管理アプリtrabeli
坂根美優：シス工3年、池田伊吹：シス工3年
前川大樹：シス工3年

　2022年度の第13回香村賞ビジネスコンテストの最終審査会が2023年1月20日（金）和歌山大学
　産学連携イノベーションセンターで開催されました。本年度の応募者総数は18チーム（参加者数
37名）で、書類選考を通過した12チーム（参加者数24名）のプレゼンテーションが行われ、下記の受
賞者が決定しました。伊東学長（審査委員長）から表彰状が、北村会長（審査副委員長）より柑芦
会から賞金がそれぞれ授与されたのち、学生と審査員との自由な意見交換会が実施されました。

経済学研究科2年／西山泰仙

［プラン名］

Web3時代の習い事教室「Ecomire」

〈サービス概要〉
時間無制限・分野無制限のサブスク型学習プ
ラットフォーム。会員同士の教え合い（P2Pラーニン
グ）を導入することで分野的、時間的障壁をクリア。
学習や経験を共有した会員には利益分配が行
われる仕組みを導入することでアウトプットのイン
センティブを設計。
従来のパソコン教室が担う分野に加え、AI ツー
ルやWeb3 関連、経済学をはじめとする教養分
野や趣味分野まで幅広く対応。ポータルサイトで
教材の閲覧に加え、教室の稼働状況をリアルタイ
ムで確認可能なため、学習機会のマッチングや独
学の効率化も実現。
お寺を活用するため比較的安価で提供が可能。

〈着眼点〉
過疎地域では人口減少に適応するにはスリムで
サステイナブルな経済循環を構築する必要があ
るが、学習にはその課題を解決するポテンシャル
があると考えた。
また、従来の習い事教室では盲目的な基礎学習
が蔓延し、生徒の目的達成の足を引っ張っている
現状に直面した。さらに質の低い情報を高額で販
売している点にも生涯学習を推進している現代に
おける課題があると感じた。
さらに、AI を含めたIT の進化によって学習コン
テンツが小規模のリソースでも効率的に作成、斡
旋可能になったため、スモールスタートできると考
えた。

〈現在の進捗〉
無料イベントを開催し、学習需要の創出、再確認
を行っている。
サブスク化は2023年4月より開始予定で、P2Pラー
ニングは来年度以降を予定。

最優秀賞

ビジネスモデル部門
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【母校だより】



教育4年／中沢怜士

［プラン名］

教授の負担はそのままに、
授業をオーデイオブック化し、
復習革命を起こすサービス「トークログ」

〈サービス概要〉
授業をスマートフォンで録音するだけで、オーディ
オブックが作れるサービス
①授業開始時に録音を開始する。
②授業終了後、録音をAIが文字起こしする。
③音楽配信サービスと似たU Iで授業を必要なと
ころだけ聴けるオーディオブックが完成！

〈取り上げた課題〉
大学では授業に対し復習を含む自主学修時間が
求められている。しかし、和歌山大学で開講され
ている多くの授業では、学生の復習まで見越した
授業づくり、資料づくりがされていない。

〈このサービスの発想の元となった原体験〉
・教育実習を通して、あとで（または欠席した）生
徒が見直した時に振り返れる授業、資料づくり
をすることの重要性を実感した。
・日々 忙しい中で、隙間時間で学びに使えるポッ
ドキャストと出会い、ハマった。
・体調不良で休んだ授業のレジュメを読むだけ
では行間が汲み取れず、また、分からない部分
が多すぎてメールでどこをどう質問していいか
分からず悩んだ（血迷いすぎでもう一度説明し
てくださいとメールしそうになった）。
・5回にわたって行われる学外のセミナーに参加
する中で、ほとんどの社会人の方が全回出席
できない姿を見た（これから社会人のリカレント
教育、リスキリングが増えていく中で、大学授業
の復習のUX向上は重要と実感）。

〈ビジネスモデル〉
・画像参照

優秀賞

ビジネスモデル部門

経済学部１年／設楽はるか

［プラン名］

「野外での遊び」×「算数」の
活動拠点づくり

特別賞
ビジネスモデル部門

〈背景〉
自分の苦手意識の克服の経験より、高校生の時
に数学嫌いから周囲がマイナスな進路選択をして
いることに課題を感じて、「算数が楽しい！から子供
たちの選択肢を増やす！」を目標にした、算数が嫌
いになる前、小学校低学年からの「野外でのアソ
ビ×算数」のビジネスモデルの提案。

〈概要〉
「野外でのアソビ×算数」は、スウェーデンの自然学
校を参考にする。野外でできる算数教育プログラ
ムを放課後の習い事として実施する。
参加費だけでなく企業とのCSR活動による連携で、
物品の供給等を成立させるのが特長である。また、
平日のキャンプ場や運動公園の有効活用にも繋
げ、整備作業の提供も視野に入れる。
今後はそれぞれの地域に根ざして成長し、書籍
販売による事業拡大も検討している。
ここ数年、少子化にも関わらず教育熱の高まり故
に市場が拡大し続けている小学生の算数教育市
場（推定318億円）にフォーカスする。

〈「野外でのアソビ×算数」をもっと詳しく！〉
2022年11月13日、橋本市の「まだ名もないキャンプ
場」にて、「親子でわくわく！数字の学校」を開催。メ
インプログラム「自然の中で重さを感じよう！」では、
会場にある石とドングリを集めることを通して重さ
と大きさの違いやハトを例に身近な生き物の重さ
について学んだ。その他、アイスブレイクや数字が
書かれたおやつを用いた教材によって、数字を身
近に学んでもらえるように工夫した。

企業賞
アイデア部門

ラック賞

─ 64 ─

母校だより



教育4年／中沢怜士

［プラン名］

教授の負担はそのままに、
授業をオーデイオブック化し、
復習革命を起こすサービス「トークログ」

〈サービス概要〉
授業をスマートフォンで録音するだけで、オーディ
オブックが作れるサービス
①授業開始時に録音を開始する。
②授業終了後、録音をAIが文字起こしする。
③音楽配信サービスと似たU Iで授業を必要なと
ころだけ聴けるオーディオブックが完成！

〈取り上げた課題〉
大学では授業に対し復習を含む自主学修時間が
求められている。しかし、和歌山大学で開講され
ている多くの授業では、学生の復習まで見越した
授業づくり、資料づくりがされていない。

〈このサービスの発想の元となった原体験〉
・教育実習を通して、あとで（または欠席した）生
徒が見直した時に振り返れる授業、資料づくり
をすることの重要性を実感した。
・日々 忙しい中で、隙間時間で学びに使えるポッ
ドキャストと出会い、ハマった。
・体調不良で休んだ授業のレジュメを読むだけ
では行間が汲み取れず、また、分からない部分
が多すぎてメールでどこをどう質問していいか
分からず悩んだ（血迷いすぎでもう一度説明し
てくださいとメールしそうになった）。
・5回にわたって行われる学外のセミナーに参加
する中で、ほとんどの社会人の方が全回出席
できない姿を見た（これから社会人のリカレント
教育、リスキリングが増えていく中で、大学授業
の復習のUX向上は重要と実感）。

〈ビジネスモデル〉
・画像参照

優秀賞

ビジネスモデル部門

経済学部１年／設楽はるか

［プラン名］

「野外での遊び」×「算数」の
活動拠点づくり

特別賞
ビジネスモデル部門

〈背景〉
自分の苦手意識の克服の経験より、高校生の時
に数学嫌いから周囲がマイナスな進路選択をして
いることに課題を感じて、「算数が楽しい！から子供
たちの選択肢を増やす！」を目標にした、算数が嫌
いになる前、小学校低学年からの「野外でのアソ
ビ×算数」のビジネスモデルの提案。

〈概要〉
「野外でのアソビ×算数」は、スウェーデンの自然学
校を参考にする。野外でできる算数教育プログラ
ムを放課後の習い事として実施する。
参加費だけでなく企業とのCSR活動による連携で、
物品の供給等を成立させるのが特長である。また、
平日のキャンプ場や運動公園の有効活用にも繋
げ、整備作業の提供も視野に入れる。
今後はそれぞれの地域に根ざして成長し、書籍
販売による事業拡大も検討している。
ここ数年、少子化にも関わらず教育熱の高まり故
に市場が拡大し続けている小学生の算数教育市
場（推定318億円）にフォーカスする。

〈「野外でのアソビ×算数」をもっと詳しく！〉
2022年11月13日、橋本市の「まだ名もないキャンプ
場」にて、「親子でわくわく！数字の学校」を開催。メ
インプログラム「自然の中で重さを感じよう！」では、
会場にある石とドングリを集めることを通して重さ
と大きさの違いやハトを例に身近な生き物の重さ
について学んだ。その他、アイスブレイクや数字が
書かれたおやつを用いた教材によって、数字を身
近に学んでもらえるように工夫した。

企業賞
アイデア部門

ラック賞
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【母校だより】



〈背景〉
高齢者の3割が親しい友人がいないと回答してい
ることや、世代間交流ではなく同世代や趣味仲間
との交流を望んでいることがわかった。そこで、高
齢者の孤独問題を解決したいと思い、高齢者向
けマッチング通話アプリ「シルフレ」を提案しようと
考えた。

〈内容〉
①　価値観診断
②　趣味の登録
③　通話
の3つの機能を有している。

価値観診断では株式会社ZWEIの愛･コンパス
を参考にし、3分程度の回答時間でその人の価
値観を診断し、より友好関係を築きやすい人とマッ
チングができるようにする。そして趣味を登録して
もらう。趣味はユーザーが自身で趣味タグを作成
できるようにし、ユーザー数の増加と共に趣味タグ
のバリエーションが豊富になる。そして、価値観診
断と趣味のデータを元に、ボタン1つで全国から価
値観や趣味の合う人と直ぐに繋がり、通話をする
ことができる。
このサービスをまず老人ホームと個室に入院して
いる高齢者の方に売り込み、3年後に全高齢者を
対象としたアプリへと広げていく。

特別賞

ビジネスモデル部門

経済学部3年／布江田恭平、梅景淳、西元倫太朗

［プラン名］

高齢者向け通話マッチングアプリ
シルフレ

1

1

11

経済学部3年／滝下連太郎、山本啓太郎、王新慧

［プラン名］

大学の合格通知書、
もっと豪華に通知しょ！

〈アイデアの着眼点〉
人生の大きなイベント一つとして、「大学への入
学」がありますが、和歌山大学の入学時にもらえ
る合格通知書をご存じでしょうか？単なる封筒に
合格通知が入っていて、その後送られてくる資料
についても簡易的なものとなっています。せっかく
合格したのに何だか特別感がない、そう感じてし
まいます。一方で日本の私立大学や海外の大学
では合格者が特別なデザインの豪華な合格通知
書となっており、人生の大きな思い出となるものと
なっています。ここで和歌山大学の入学者にも思
い出となるよう、豪華な合格通知書にしたいと思
いました。

〈ターゲット〉
和歌山大学の昨年の入学者数は、令和4年前期
日程において合計501人、後期日程を含めると726
人です。また令和3年も合計750人であり、推薦入
試やAO入試を含めると約800人前後がターゲット
となります。

〈アイデアの意義〉
和歌山大学の入学者に合格を喜んでもらうことは
もちろんのこと、地域の魅力を伝える機会にしたい
と考えています。和歌山大学の入学者は県外出
身の学生が74．2％（平成30年）と非常に多い割
合となっています。つまり、和歌山に入学する学生
の大多数にとって、和歌山は馴染みの薄いものな
のです。そこで県外出身の学生を中心に県内出
身の学生にも、和歌山をもっと知ってほしいと考
え、独自に作成した和歌山の魅力地図や和歌山
各地の観光施設のクーポンや体験チケットを同封
する予定です。これによって、和歌山各地を観光
してみようというきっかけを作り、学生による口コミ
や経済効果を期待します。また、和歌山大学の現
在の取り組みを紹介することで、入学後のイメー
ジを膨らましてもらおうと考えています。このように
地方国公立大学の合格通知書を、地域と大学の
魅力を伝える機会にすることで、入学者に合格の
喜びと地域の魅力を届け、ゆくゆくは全国の地方
大学で地方の魅力を伝える一つの手段として活
用してもらいたいと考えています。

最優秀賞

アイデア部門

─ 66 ─



〈背景〉
高齢者の3割が親しい友人がいないと回答してい
ることや、世代間交流ではなく同世代や趣味仲間
との交流を望んでいることがわかった。そこで、高
齢者の孤独問題を解決したいと思い、高齢者向
けマッチング通話アプリ「シルフレ」を提案しようと
考えた。

〈内容〉
①　価値観診断
②　趣味の登録
③　通話
の3つの機能を有している。

価値観診断では株式会社ZWEIの愛･コンパス
を参考にし、3分程度の回答時間でその人の価
値観を診断し、より友好関係を築きやすい人とマッ
チングができるようにする。そして趣味を登録して
もらう。趣味はユーザーが自身で趣味タグを作成
できるようにし、ユーザー数の増加と共に趣味タグ
のバリエーションが豊富になる。そして、価値観診
断と趣味のデータを元に、ボタン1つで全国から価
値観や趣味の合う人と直ぐに繋がり、通話をする
ことができる。
このサービスをまず老人ホームと個室に入院して
いる高齢者の方に売り込み、3年後に全高齢者を
対象としたアプリへと広げていく。

特別賞

ビジネスモデル部門

経済学部3年／布江田恭平、梅景淳、西元倫太朗

［プラン名］

高齢者向け通話マッチングアプリ
シルフレ

1

1

11

経済学部3年／滝下連太郎、山本啓太郎、王新慧

［プラン名］

大学の合格通知書、
もっと豪華に通知しょ！

〈アイデアの着眼点〉
人生の大きなイベント一つとして、「大学への入
学」がありますが、和歌山大学の入学時にもらえ
る合格通知書をご存じでしょうか？単なる封筒に
合格通知が入っていて、その後送られてくる資料
についても簡易的なものとなっています。せっかく
合格したのに何だか特別感がない、そう感じてし
まいます。一方で日本の私立大学や海外の大学
では合格者が特別なデザインの豪華な合格通知
書となっており、人生の大きな思い出となるものと
なっています。ここで和歌山大学の入学者にも思
い出となるよう、豪華な合格通知書にしたいと思
いました。

〈ターゲット〉
和歌山大学の昨年の入学者数は、令和4年前期
日程において合計501人、後期日程を含めると726
人です。また令和3年も合計750人であり、推薦入
試やAO入試を含めると約800人前後がターゲット
となります。

〈アイデアの意義〉
和歌山大学の入学者に合格を喜んでもらうことは
もちろんのこと、地域の魅力を伝える機会にしたい
と考えています。和歌山大学の入学者は県外出
身の学生が74．2％（平成30年）と非常に多い割
合となっています。つまり、和歌山に入学する学生
の大多数にとって、和歌山は馴染みの薄いものな
のです。そこで県外出身の学生を中心に県内出
身の学生にも、和歌山をもっと知ってほしいと考
え、独自に作成した和歌山の魅力地図や和歌山
各地の観光施設のクーポンや体験チケットを同封
する予定です。これによって、和歌山各地を観光
してみようというきっかけを作り、学生による口コミ
や経済効果を期待します。また、和歌山大学の現
在の取り組みを紹介することで、入学後のイメー
ジを膨らましてもらおうと考えています。このように
地方国公立大学の合格通知書を、地域と大学の
魅力を伝える機会にすることで、入学者に合格の
喜びと地域の魅力を届け、ゆくゆくは全国の地方
大学で地方の魅力を伝える一つの手段として活
用してもらいたいと考えています。

最優秀賞

アイデア部門

─ 67 ─

【母校だより】



観光学部4年／森本伊織

［プラン名］

新たなゲーミングデバイスで
esportsをより面白く

〈背景〉
昨今esportsが盛り上がっており、特に一人称
シューティングゲームであるFPSジャンルが国内外
問わず人気があります。それに伴い様々なゲーミ
ングマウスが発売されていますが。現在売られて
いるゲーミングデバイスのすべてがマウスの形状
を少し変えただけです。「そもそも1960年に開発さ
れたマウスの形状は繊細な動きが求められる現
代のFPSに向いていないのではないだろうか。」と
いった思いから今回のビジネスプランを考えました。

〈商品概要〉
プロゲーマーの監督をしている方曰く親指、薬指、
小指の三点でエイムをするのが良いと仰っていま
した。マウスの原型を崩して親指、人差し指、中指
の三点で動かすマウスを開発した場合ペンに近
い感覚でより的確にかつ繊細に線を引くことがで
きます。
FPS は一見非常に複雑なゲームですが、本質は
画面真ん中にあるカーソルを現れた敵にマウスで
移動させてクリックするゲームです。つまりカーソル
を始点として敵がいる場所を終点とする線 をどれ
だけ早く引くことができるかを競うゲームです。つま
り、当然その線を引きやすいデバイスであればあ
るほど優秀なマウスであるということです。

最優秀賞

アイデア部門

※イメージ図

システム工学部3年／小島早葵

［プラン名］

福祉起点のものづくり
プラットフォーム「Anybody」

〈サービス概要〉
福祉の現場の困りごとや発見から、新しい製品や
サービスを社会に提案するプラットフォームです。
福祉従事者やマイノリティが課題を投稿し、関心
のあるものに対して企業が提案・開発を実行して
いくことでビジネスが展開されていく仕組みを考え
ています。一般ユーザはそのプロセスをコメントや
投資によって応援することができ、障がいや貧困
などの課題を起点に当たり前を問い直したイノ
ベーションに伴走する体験ができます。

〈背景〉
福祉の現場に身を置く中で感じた、福祉の持つ
「人への観察力」と「業界外との共創の難しさ」を
感じたことがきっかけです。当サービスが、福祉現
場からの提案やビジネス参画へのハードルを下げ、
社会の福祉への当事者意識を高める体験を作る
ことで、福祉が社会へ発信を行い、社会が福祉を
知ろうとする関係から新しい価値を生み出すこと
を期待します。

〈今後の展開〉
実現に向けての展開を考えています。まずは、福
祉起点の課題を解決するサービスの事例を作る
ことから始めていくため、福祉現場の方へのヒアリ
ングや協力企業の募集を進めています。

企業賞
アイデア部門

Relic賞

─ 68 ─

なんば道頓堀ホテル

〒542-0071 大阪市中央区道頓堀2-3-25

飲み放題込み、MAX3時間
　　　　　　￥5,000.－

場所：地下鉄・なんば駅から北へ徒歩5分

宴会予約（大中小宴会場）

06-6213-3444



観光学部4年／森本伊織

［プラン名］

新たなゲーミングデバイスで
esportsをより面白く

〈背景〉
昨今esportsが盛り上がっており、特に一人称
シューティングゲームであるFPSジャンルが国内外
問わず人気があります。それに伴い様々なゲーミ
ングマウスが発売されていますが。現在売られて
いるゲーミングデバイスのすべてがマウスの形状
を少し変えただけです。「そもそも1960年に開発さ
れたマウスの形状は繊細な動きが求められる現
代のFPSに向いていないのではないだろうか。」と
いった思いから今回のビジネスプランを考えました。

〈商品概要〉
プロゲーマーの監督をしている方曰く親指、薬指、
小指の三点でエイムをするのが良いと仰っていま
した。マウスの原型を崩して親指、人差し指、中指
の三点で動かすマウスを開発した場合ペンに近
い感覚でより的確にかつ繊細に線を引くことがで
きます。
FPS は一見非常に複雑なゲームですが、本質は
画面真ん中にあるカーソルを現れた敵にマウスで
移動させてクリックするゲームです。つまりカーソル
を始点として敵がいる場所を終点とする線 をどれ
だけ早く引くことができるかを競うゲームです。つま
り、当然その線を引きやすいデバイスであればあ
るほど優秀なマウスであるということです。

最優秀賞

アイデア部門

※イメージ図

システム工学部3年／小島早葵

［プラン名］

福祉起点のものづくり
プラットフォーム「Anybody」

〈サービス概要〉
福祉の現場の困りごとや発見から、新しい製品や
サービスを社会に提案するプラットフォームです。
福祉従事者やマイノリティが課題を投稿し、関心
のあるものに対して企業が提案・開発を実行して
いくことでビジネスが展開されていく仕組みを考え
ています。一般ユーザはそのプロセスをコメントや
投資によって応援することができ、障がいや貧困
などの課題を起点に当たり前を問い直したイノ
ベーションに伴走する体験ができます。

〈背景〉
福祉の現場に身を置く中で感じた、福祉の持つ
「人への観察力」と「業界外との共創の難しさ」を
感じたことがきっかけです。当サービスが、福祉現
場からの提案やビジネス参画へのハードルを下げ、
社会の福祉への当事者意識を高める体験を作る
ことで、福祉が社会へ発信を行い、社会が福祉を
知ろうとする関係から新しい価値を生み出すこと
を期待します。

〈今後の展開〉
実現に向けての展開を考えています。まずは、福
祉起点の課題を解決するサービスの事例を作る
ことから始めていくため、福祉現場の方へのヒアリ
ングや協力企業の募集を進めています。

企業賞
アイデア部門

Relic賞
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【母校だより】



教育3年／見浦響、宮本もなみ

［プラン名］

「子どもの成長を支えるサブスク」
【キッズサイポス】

『「その人らしさ」が重視されつつある現代におい
て、テストの成績では測ることのできない子どもた
ちの力をバリエーション豊かな体験を通して育み
ます。サブスクリプション制で、手軽に子どもたちが
やりたいことをやりたいだけ』この視点をそのまま
に事業を二人で組み立てていきました。
実際にこのコンセプトが受け入れられるのかが気
になり、和歌山大学で調査を行いました。気前よく
調査に協力して頂いた和歌山大学の学生121名
の方にこの場を借りて感謝申し上げます。
さて、そのようなコンセプトで事業を考えていく中で、
富裕層向けの事業にするのか、それとも貧困層
向けの事業にするのかで意見が対立する場面が
ありました。基本的にはどちらの層にもアプローチ
していく中で、経営の観点から富裕層に対するア
プローチの割合が多くなる結果になりました。

プレゼン発表後の講評でも頂いた意見ですが、
非認知能力という必需とされていない能力を養う
事業であるがこそ、富裕層一本で絞り、それに合
わせた事業方針を取ったほうが分かりやすく、より
魅力的になったと現在になっても反省をしておりま
す。しかしながら、「あらゆる子どもたちが、自分た
ちの道を踏みしめて歩んでいける、そんな社会を
目指して」という最も意識したビジョンを一通り形に
できたと二人とも納得しているので、非常に良い
経験ができたと思います。
最後に、敢闘賞を頂きました紀陽情報システム株
式会社様に感謝申し上げます。
大変良い経験をさせて頂きました。また、事業に対
してもお褒めのお言葉を頂戴したこと、誠にありが
とうございました。

企業賞
アイデア部門

紀陽情報システム賞

システム工学部3年／坂根美優、前川大樹、池田伊吹

［プラン名］

URLで保存する旅程管理アプリ
traveli

〈背景〉
近年の旅程決定はインターネット検索によるものが
主流となっており、旅行会社のツアーよりも自分た
ちで旅程を立てる人の方が多くなっています。
しかし既存の旅程管理アプリでは、細かく旅程を
管理できる一方で手間がかかりすぎるという課題
があります。メリットとして、日時・行き先・回る順番
などの旅に関する様 な々情報をスマホで細かく管
理できる一方、必要以上に多くの情報を入力する
必要があるため、気軽に旅行に行きたいような
ユーザにとっては使いづらいものとなっています。

〈目的〉
以上のような背景から、気軽な旅行を好むユーザ
の旅程決定から旅行体験をよりスムーズにするこ
とを目的に、旅程決定の際には最低限の入力の
みで気軽に旅程管理し、旅行中には情報参照が
スムーズになるWEBサービスを開発しました。

〈サービス概要〉
traveliとは、旅先で確認したい情報をURL入力
のみで１つにまとめて、友達や家族と共有・参照
できる旅程管理アプリです。使い方は簡単で、
URLをコピペするだけで旅に関する情報をまとめ
たトラべリンクが完成し、旅行中にはこのトラべリン
クから気軽に情報にアクセスすることで旅をスムー
ズなものにします。

〈今後の展開〉
traveliはリリースから４ヶ月、現在ユーザ数が291
人です。今後はより使いやすいサービスになるよう
な追加開発と、マーケティングに力をいれて運営し
ていきます。traveliの利用を通して「気軽でスムー
ズな旅程管理体験をより多くのユーザに届けるこ
と」を目標に、尽力してまいります。

企業賞
アイデア部門

紀陽情報システム賞
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教育3年／見浦響、宮本もなみ

［プラン名］

「子どもの成長を支えるサブスク」
【キッズサイポス】

『「その人らしさ」が重視されつつある現代におい
て、テストの成績では測ることのできない子どもた
ちの力をバリエーション豊かな体験を通して育み
ます。サブスクリプション制で、手軽に子どもたちが
やりたいことをやりたいだけ』この視点をそのまま
に事業を二人で組み立てていきました。
実際にこのコンセプトが受け入れられるのかが気
になり、和歌山大学で調査を行いました。気前よく
調査に協力して頂いた和歌山大学の学生121名
の方にこの場を借りて感謝申し上げます。
さて、そのようなコンセプトで事業を考えていく中で、
富裕層向けの事業にするのか、それとも貧困層
向けの事業にするのかで意見が対立する場面が
ありました。基本的にはどちらの層にもアプローチ
していく中で、経営の観点から富裕層に対するア
プローチの割合が多くなる結果になりました。

プレゼン発表後の講評でも頂いた意見ですが、
非認知能力という必需とされていない能力を養う
事業であるがこそ、富裕層一本で絞り、それに合
わせた事業方針を取ったほうが分かりやすく、より
魅力的になったと現在になっても反省をしておりま
す。しかしながら、「あらゆる子どもたちが、自分た
ちの道を踏みしめて歩んでいける、そんな社会を
目指して」という最も意識したビジョンを一通り形に
できたと二人とも納得しているので、非常に良い
経験ができたと思います。
最後に、敢闘賞を頂きました紀陽情報システム株
式会社様に感謝申し上げます。
大変良い経験をさせて頂きました。また、事業に対
してもお褒めのお言葉を頂戴したこと、誠にありが
とうございました。

企業賞
アイデア部門

紀陽情報システム賞

システム工学部3年／坂根美優、前川大樹、池田伊吹

［プラン名］

URLで保存する旅程管理アプリ
traveli

〈背景〉
近年の旅程決定はインターネット検索によるものが
主流となっており、旅行会社のツアーよりも自分た
ちで旅程を立てる人の方が多くなっています。
しかし既存の旅程管理アプリでは、細かく旅程を
管理できる一方で手間がかかりすぎるという課題
があります。メリットとして、日時・行き先・回る順番
などの旅に関する様 な々情報をスマホで細かく管
理できる一方、必要以上に多くの情報を入力する
必要があるため、気軽に旅行に行きたいような
ユーザにとっては使いづらいものとなっています。

〈目的〉
以上のような背景から、気軽な旅行を好むユーザ
の旅程決定から旅行体験をよりスムーズにするこ
とを目的に、旅程決定の際には最低限の入力の
みで気軽に旅程管理し、旅行中には情報参照が
スムーズになるWEBサービスを開発しました。

〈サービス概要〉
traveliとは、旅先で確認したい情報をURL入力
のみで１つにまとめて、友達や家族と共有・参照
できる旅程管理アプリです。使い方は簡単で、
URLをコピペするだけで旅に関する情報をまとめ
たトラべリンクが完成し、旅行中にはこのトラべリン
クから気軽に情報にアクセスすることで旅をスムー
ズなものにします。

〈今後の展開〉
traveliはリリースから４ヶ月、現在ユーザ数が291
人です。今後はより使いやすいサービスになるよう
な追加開発と、マーケティングに力をいれて運営し
ていきます。traveliの利用を通して「気軽でスムー
ズな旅程管理体験をより多くのユーザに届けるこ
と」を目標に、尽力してまいります。

企業賞
アイデア部門

紀陽情報システム賞
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　弓道部は昭和2年に発足して2027年に100周
年を迎えます。過去に住吉大社全国大会、関西
学生弓道選手権大会団体優勝、近畿国立大学体
育大会弓道の部の男女優勝と輝かしい歴史と
伝統があります。
　現在、我々は新入生を23名迎え入れ、男子21
名、女子23名で月・水・金・土の週4日で活動して
います。昨年度は、チームを組む際に人数不足
に悩まされるということもありました。また、試

合ではリーグ戦において男女ともにリーグの降
格という苦渋を嘗めることとなりました。しか
しながら、個人の能力についてはあと一歩とい
う所の者も多く見られます。今年度は、チームの
人数も安定してきたこともあり、より一層団体
戦にも力を入れ、チームとしての団結力を高め
る練習を行ってリーグ戦での昇格、全日本学生
弓道選手権大会で勝ち進めるよう努めてまい
ります。
　最後になりましたが、OB・OGの皆様のご支
援、ご協力に厚く御礼を申し上げます。
今後とも和歌山大学体育会弓道部をよろしく
お願い致します。

主将　システム工学部73期　米田　羽矢人

弓道部

現役クラブ紹介

─ 72 ─



我々サイクリング部は現在、３年生10名、２年
生10名、１年生4名の計24名で活動しています。

基本的に毎週土曜日に大学周辺の*ポタリン
グを行い、平日には週に2日程度の筋トレを行っ
ております。

また、春休みや夏休みなどの長期休みには合
宿を行っております。

昨年度の夏合宿は四国班、静岡班、近畿一周
班の3班に分かれて合宿を行い、春合宿は全員
で琵琶湖を一周しました。

その他にも様々なイベントがあり、大学から
串本まで走る耐久ランや、お鍋や材料などを
もって山に登り、飯炊きをする飯炊き講習会や、
年明けにはビーチでぜんざいを作る耐寒ラン
なども行っております。

一昨年度はコロナウイルスの影響で思うよう
に活動をすることができませんでしたが、昨年
度から徐々にこのような活動を再開することが
できております。

最後になりましたが、和歌山大学OG・OBの皆
様、いつもご支援ありがとうございます。今後と
も和歌山大学体育会サイクリング部をよろしく
お願い致します。

副将　システム工学部26期　今井　彩月

サイクリング部
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＊ポタリング・・
距離や速度を気にせず、散歩するようにのんびり
と走ること。



私たち将棋部は日々将棋を指しています。将
棋とは、相手の王を捕まえるだけの単純なルー
ルです。しかしながら、想像以上に奥が深い
ゲームです。自玉が詰むのか、それとも詰まない
のか、そういったことを考えることに魅力があ
ります。また、予め勉強しておく序盤研究も活動
の一つとしています。そこで、より強くなるため
最近はAIを使って研究をしています。

大会への参加も活発です。私たち将棋部は団

体戦ではBリーグに参加しており、昨年度の秋
季一軍戦ではあと少しのところでAリーグに昇
進するところでした。Aリーグへ昇進するため
の入れ替え戦では惜しくも敗退し、部員一同悔
しい思いをしました。一方、個人の部関西学生
最強戦のBリーグで安藤駿佑（システム工学部
当時2回生）が準優勝を果たし、喜ばしい結果と
なりました。

将棋部OB・OGの皆様、和歌山大学OB・OGの
方々の多大なご支援にとても感謝しておりま
す。これからも将棋部をよろしくお願い致しま
す。

部長　システム工学部26期　安藤　駿佑

将棋部
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パソコンを使って
解析する様子

関西学生最強戦B級準優勝者の
安藤駿佑。
準優勝で貰った景品（扇子）を
手に取る。



新型コロナウイルス感染症も徐々に落ち着
き、本来の授業や課外活動の形が戻りつつあり
ます。最近では普段からの練習だけではなく、
和歌山近辺の外部ライブのお誘いやサークル
内での親睦会なども開催できるようになりまし
た。

ほかにも3年ぶりの他大学との合同ライブや
他府県への合宿なども開催することができ、活
動の幅が段々と広がっているのを身に染みて

感じます。
そして、春には3度新歓ライブを行うこともで

き、多くの新入生や留学生の方々がこのサーク
ルに興味を持って入部してくれました。そのお
かげで現在総勢、約40人のサークルとなりまし
た。

コロナ禍前の本来のサークルの姿を知らな
い私たちですが、それでも「和

か ず ね

音」特有のアット
ホームであたたかい雰囲気を引き継ぎつつ、新
しい「和音」を穏やかで楽しいサークル員たち
と一生懸命築いていこうと思います。大学祭の
ステージやシンボルゾーンでのライブがある際
はぜひ、耳を傾けていただけると嬉しいです。

会長　経済学部73期　坂上　海里

アカペラサークル和
か ず ね

音
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これからの大学はZ世代の若者が求める時代のニーズに合った大学づくりが必要です。和歌
山大学は、大学とは何をするところなのか、そして何をすべきなのか、これらの本筋を真摯に受
け止め、考え続け、誠実に、明確なビジョンと戦略をもって行動しています。大学にとって、最も
基礎となる部分は教育、すなわち人材の育成です。大学で学ぶ次世代に活躍する若者たちを鍛
え、社会に送り出すためには、大学教育の根幹となる教育の強化が重要な鍵となります。

さらに、和歌山大学において教育・研究とともに重視しているのが地域に根づいた社会貢献
です。大学は、学生や教職員が共に輝く「知」の拠点であり、社会に応用・活用されていく宝・財産
を持っています。和歌山大学は地域社会と連携し、地域課題に取り組むことにより信頼関係を
築いてきました。今後は協働・協力により得られた成果を結集し、教育・研究の力をもとに、より
社会の要請に応じる「地域社会と共存共栄したバリューチェーンの創造」を目指し、学生、教職
員、そして地域が育つ大学へと成長していきます。また和歌山大学は外国人留学生・特別な教育
的ニーズを必要とする学生・社会的マイノリティの学生も多く在籍し、私たち大学構成員は多
様なあり方を認め、そして包摂的に対応しています。

このように大学の多様な活動が維持され、発展していくためには、財政基盤の強化・充実が不
可欠となっています。和歌山大学では、急速な社会変化に対応し続ける現状において、学生支
援、教育研究支援をこれまでに和歌山大学の約5万人にもおよぶ卒業生、保護者、地域の皆様方
のお力をいただきながら活動をさらに活性化させていきたいと考えています。そのためには教
育・研究の質の向上及び学生の学び、社会・地域貢献活動の充実を図ることを目的として設立し
た基金制度を活用させていただき、大学のさらなる活動の発展に力を注いでいきたいと思って
います。多くの期待に応じるために和歌山大学は発展しつづけます。皆様のご理解とご支援を
いただいた基金は、ご期待に沿うよう、本学の活動のさらなる発展に活用させて頂きます。ご支
援のほど何卒よろしくお願いいたします。

和歌山大学基金へのご協力のお願い

　これからの大学はZ世代の若者が求める時代のニーズに合った大学づくりが必要です。
和歌山大学は、大学とは何をするところなのか、そして何をすべきなのか、これらの本筋を
真摯に受け止め、考え続け、誠実に、明確なビジョンと戦略をもって行動しています。大学に
とって、最も基礎となる部分は教育、すなわち人材の育成です。大学で学ぶ次世代に活躍
する若者たちを鍛え、社会に送り出すためには、大学教育の根幹となる教育の強化が重要
な鍵となります。
　さらに、和歌山大学において教育・研究とともに重視しているのが地域に根づいた社会貢
献です。大学は、学生や教職員が共に輝く「知」の拠点であり、社会に応用・活用されていく
宝・財産を持っています。和歌山大学は地域社会と連携し、地域課題に取り組むことにより
信頼関係を築いてきました。今後は協働・協力により得られた成果を結集し、教育・研究の力
をもとに、より社会の要請に応じる「地域社会と共存共栄したバリューチェーンの創造」を目
指し、学生、教職員、そして地域が育つ大学へと成長していきます。また和歌山大学は外国
人留学生・特別な教育的ニーズを必要とする学生・社会的マイノリティの学生も多く在籍し、
私たち大学構成員は多様なあり方を認め、そして包摂的に対応しています。
　このように大学の多様な活動が維持され、発展していくためには、財政基盤の強化・充実
が不可欠となっています。和歌山大学では、急速な社会変化に対応し続ける現状において、
学生支援、教育研究支援をこれまでに和歌山大学の約5万人にもおよぶ卒業生、保護者、
地域の皆様方のお力をいただきながら活動をさらに活性化させていきたいと考えています。
そのためには教育・研究の質の向上及び学生の学び、社会・地域貢献活動の充実を図ること
を目的として設立した基金制度を活用させていただき、大学のさらなる活動の発展に力を
注いでいきたいと思っています。多くの期待に応じるために和歌山大学は発展しつづけます。
皆様のご理解とご支援をいただいた基金は、ご期待に沿うよう、本学の活動のさらなる発展
に活用させて頂きます。ご支援のほど何卒よろしくお願いいたします。

和歌山大学基金へのご協力のお願い
和歌山大学学長　本山  貢

本学担当者までお気軽にご相談ください
和歌山大学基金に関するお問い合わせ先

和歌山大学基金室
〒640-8510　和歌山市栄谷930

TEL.073-457-7089

E-mail : kikin@ml.wakayama-u.ac.jp
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取扱金融機関
三井住友銀行和歌山支店 普通 7022033
三菱UFJ銀行和歌山支店 普通 0006436
紀陽銀行紀の川支店 普通 784917
ゆうちょ銀行・郵便局口座記号番号 00990-1-284256

遺贈寄附・生前寄付について
ご遺志・ご希望に沿って活用できるよう、
思いに寄り添いお話を伺います。いくつかの税
制上の優遇措置もございます。本学担当者まで、
お気軽にご相談くだい。

基金による事業計画
大学活動支援基金（使途特定なし）

特定目的支援基金（使途特定あり）
●支援プロジェクトごとに、使途を特定して募集を行っています。
◆災害支援事業
　　災害ボランティア派遣や教育に対する支援
◆グローバル人材育成支援事業
　　海外派遣学生への支援などのグローバル人材育成支援など
◆学生諸活動支援事業
　　課外活動が円滑に行えるよう施設・設備の整備や備品の支援など
◆教育振興支援事業
　　先進的・先端的な学問分野の教育支援など
◆研究活動支援事業
　　産業創生や高い社会貢献が期待される研究活動支援など
◆地域共創支援事業
　　地域をフィールドとした学生の教育研究活動支援など
◆アントレプレナーシップ人材育成支援事業
　　アントレプレナーシップ教育の展開に係る活動支援

修学支援事業基金
授業料等減免事業，奨学金事業，留学支援事業，TA・RA事業

研究等支援事業基金
若手研究者などへの研究等支援

書面でのお申込み

https://www.wakayama-u.ac.jp/fund/application

感 謝

〇大学全体のために活用します。大学の財務基盤を安定させ、柔軟に活用ができます。
　例えば、大学をあげての教育・研究・地域貢献に係るプロジェクト支援、キャンパスの
　環境整備など

和歌山大学基金に個人10万円・団体30万円以上ご寄附いただいた方に銘板を作成し、大学
本部１階玄関ホールに設置いたします。また累計100万円以上ご寄附いただいた個人の方に
おかれましてはゴールドの銘板を、団体におかれましてはシルバーの銘板を設置いたします。
＊ご寄附金額は累計されます。

『和歌山大学基金』で検索ください

振込用紙に必要事項を
ご記入のうえ、各金融
窓口芳お振り込みをお
願いします。

クレジットカード決済
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♦農業・林業=1名
　タキイ種苗株式会社
♦建設業=10名

パナソニック防災システムズ株式会社
株式会社NEXTAGE GROUP
株式会社アイ工務店
株式会社アキュラホーム
株式会社一条工務店
京石産業株式会社
住友電設株式会社
積水ハウス株式会社

♦製造業=45名
UCC上島珈琲株式会社
山崎製パン株式会社
日本食研ホールディングス株式会社
富士食品工業株式会社
カンボウプラス株式会社
株式会社明石スクールユニ
フォームカンパニー
株式会社レゾナック・ホールデングス
株式会社共和
三ツ星ベルト株式会社
千寿製薬株式会社

ジェイ-ワイテックス株式会社
株式会社三徳
三菱電線工業株式会社
川田工業株式会社
帝国チャック株式会社
SMC株式会社
ココロカ株式会社
株式会社イシダ
株式会社小松製作所
株式会社大阪タイユー
三起機械株式会社
日本スピンドル製造株式会社
アルプスアルパイン株式会社
アイリスオーヤマ株式会社
パナソニック株式会社
三菱電機システムサービス株式会社
日本電気株式会社
株式会社ダイハツビジネス
サポートセンター
住友電装株式会社
住友理工株式会社
HARIO株式会社
ケイミュー株式会社

ホクシン株式会社
ポラテック西日本株式会社
レンゴー株式会社
株式会社イトーキ
株式会社インテリックス
株式会社オーエ
株式会社サクラクレパス
株式会社サンコー
日本ガイシ株式会社

♦電気・ガス・熱供給・水道業=1名
　アストモスエネルギー株式会社
♦情報通信業=39名

NECソリューションイノベータ株式会社
NECネッツエスアイ株式会社
Sky株式会社
TISソリューションリンク株式会社
アクティス・ジャパン株式会社
アドソル日進株式会社
コムチュア株式会社
さくら情報システム株式会社
ユニアデックス株式会社
りそなデジタル・アイ株式会社
株式会社NTCシステム

令和４年度　就職状況調査
項目 就職者 進学者 自営業 その他 合計（卒業者数）
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

経済学部 189 98 10 0 3 0 15 4 217 102 319
287（90.0%） 10（3.1%） 3（0.9%） 19（6.0%）

※進学者の内訳
【大学院進学7（男7/女0）・専門学校3（男3/女0）】
※その他の内訳
　【就職活動中3（男1/女2）・公務員試験再受験8（男7/女1）
　 アルバイト・パート5（男4/女1）・その他3（男3/女0）】

内定率＝就職決定者（就職者＋自営業）／就職希望者（就職者＋自営業＋就職活動中）=290／293＝99.0％
※令和5年3月31日現在

業種別就職先
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株式会社NTTデータ・アイ
株式会社NTTデータMHI
システムズ
株式会社Sun Asterisk
株式会社アヴァンザ
株式会社いえらぶGROUP
株式会社エボルブ
株式会社オービック
株式会社オプテージ
株式会社クラスアクト
株式会社サンテレビジョン
株式会社シーイーシー
株式会社ジーニー
株式会社システナ
株式会社セプテーニ・ホール
ディングス
株式会社ツリーベル
株式会社ニッセイコム
株式会社メタップス
株式会社メディカ出版
株式会社ヨドック
株式会社ラックサイバーリンク
株式会社リンクス
株式会社南大阪電子計算センター
三菱電機インフォメーションシス
テムズ株式会社
住友電工情報システム株式会社
日本コンピューターサイエンス
株式会社

♦運輸業・郵便業=9名
キムラユニティー株式会社
センコー株式会社
トールエクスプレスジャパン
株式会社
フィッタジャパンロジスティカ
株式会社

株式会社アクティオトランス
ポート
株式会社セルート
東海理化サービス株式会社
日本貨物鉄道株式会社
日本航空株式会社

♦卸売業・小売業=38名
JFE商事株式会社
KISCO株式会社
エプソン販売株式会社
カネヨウ株式会社
クリスチャン・ディオール株式会社
トラスコ中山株式会社
ユアサ商事株式会社
レクストホールディングス
株式会社
ワタキューセイモア株式会社
株式会社ENEOSウィング
株式会社IDOM
株式会社ヨネイ
株式会社安住商事
株式会社阪神メタリックス
株式会社守谷商会
株式会社内田洋行
原田産業株式会社
三京化成株式会社
三菱電機トレーディング株式会社
東邦ゴム工業株式会社
イオンリテール株式会社
エバグリーン廣甚株式会社
株式会社オークワ
株式会社クスリのアオキ
株式会社コスモス薬品
株式会社コノミヤ
株式会社セブン-イレブン・ジャパン
株式会社ネクステージ

株式会社ヤマダホールディングス
株式会社ライフコーポレーション
株式会社天理楽器
株式会社万代
大阪いずみ市民生活協同組合

♦金融業・保険業=44名
きのくに信用金庫
みずほ証券株式会社
株式会社ジャックス
株式会社ゆうちょ銀行
株式会社りそな銀行
株式会社岡三証券グループ
株式会社紀陽銀行
株式会社池田泉州銀行
株式会社南都銀行
株式会社日本政策金融公庫
三井住友信託銀行株式会社
三菱UFJモルガン・スタンレー
証券株式会社
大阪シティ信用金庫
大阪府信用農業協同組合連合会
東海東京フィナンシャル・
ホールディングス株式会社
アフラック生命保険株式会社
チューリッヒ保険会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
全国労働者共済生活協同組
合連合会
損害保険ジャパン株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
日本生命保険相互会社
明治安田生命保険相互会社

♦不動産業・物品賃貸業=11名
スター・マイカ株式会社
株式会社エース
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株式会社タカラレーベン
株式会社プレサンス住販
株式会社フロンティアホー
ルディングス
株式会社朝日ビルディング
株式会社福屋不動産販売
株式会社和み
近鉄不動産株式会社
三井住友トラスト不動産株式会社
大林新星和不動産株式会社

♦学術研究・専門・技術サービス業
=13名
アクセンチュア株式会社
フリーランス（イラストレーター）
レイス株式会社
株式会社スタジオアリス
株式会社テラダ会計センター
株式会社ニシオカ
株式会社ニューズ環境設定
株式会社フォーバル
株式会社メディアハウス
ホールディングス
株式会社船井総合研究所
合同会社五穀豊穣
税理士法人ほはば
税理士法人新潟会計アシスト

♦宿泊業・飲食サービス業=4名
イコン株式会社
ホテルモントレ株式会社
株式会社カトープレジャー
グループ
和歌山ターミナルビル株式会社

♦生活関連サービス業・娯楽業
=3名
フリーランス（マッサージ師）
株式会社スポーツサンライ

ズドットコム
株式会社ときわ

♦教育・学習支援業=6名
公立大学法人和歌山県立医科大学
株式会社CEROUNO　
株式会社JSコーポレーション
株式会社エイチ・エム・グループ
株式会社けいせい塾
株式会社類設計室

♦医療・福祉=4名
一般財団法人住友病院
日本赤十字社三重県支部
セントケア・ホールディング
株式会社
ぬくもりグループ

♦複合サービス事業=2名
わかやま農業協同組合
楽天グループ株式会社

♦サービス業=21名
GTS協同組合　　
UTエイム株式会社
UTコンストラクション株式会社
WellBe Malaysia Sdn.Bhd.
タイムズサービス株式会社
ディップ株式会社
パーソルキャリア株式会社
パーソルテクノロジー株式会社
ランスタッド株式会社
株式会社ウィルオブ・コンス
トラクション
株式会社エスプールプラス
株式会社スタッフサービス・
ホールディングス
株式会社ネオキャリア
株式会社ラストリゾート
株式会社リクルーティング・

デザイン
共同エンジニアリング株式会社
綜合キャリアグループ
綜合警備保障株式会社
大阪商工会議所
日本年金機構

♦公務=46名
経済産業省
公安調査庁　近畿公安調査局
厚生労働省　大阪労働局
厚生労働省　和歌山労働局
国税庁　大阪国税局
財務省　大阪税関
法務省　和歌山地方検察庁
有田市役所
沖縄県庁
岸和田市役所
紀の川市役所
熊取町役場
高石市役所
佐賀県庁
堺市役所
松原市役所
静岡県庁
大阪市役所
大阪府庁
朝来市役所
姫路市役所
富田林市役所
福知山市役所
米原市役所
和歌山県庁
和歌山市役所

♦総計=290名
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現在の就職状況について

就職問題懇談会は2023年4月「令和6年度大
学、短期大学及び高等専門学校卒業・修了予定
者に係る就職について（申合せ）」を示し、2024
年卒の就活日程についても、現行スケジュール

（3年3月広報活動解禁、4年6月選考活動解禁）
を維持する方針となっています。ただ、それは
名目上で、3年夏のインターンシップから就職
活動が実質スタートするといっても過言では
ありません。インターンシップ参加者から「早
期選考」という特別なスケジュールで選考が進
み、早々（3年12 ～ 3月）に内定を得る学生が増
加しています。その内定先がベンチマークとな
り、実際に受験する社数が一桁といった学生も
めずらしくありません。学生にとっては非常に
良い就職環境であるといえます。

一方、人事採用担当である卒業生から「学生
を紹介してもらえないか」といったお問い合わ
せが例年以上に増えています。和歌山大学4学
部の2024年卒対象に29,450件を超える求人を
いただいているのですが、なかなか紹介できる
学生がいないといった状況です。企業にとっ

ては非常に厳しい環境であるために、学生から
「オワハラ（終われ就活ハラスメント）」の相談
も受けることもあります。ほんの一部の企業で
はありますが、学生に対して誠実な対応をして
いただけることを願うばかりです。

そういった背景もあるからか、文部科学省、
厚生労働省、経済産業省は「インターンシップ
で得た学生情報を採用活動に利用してはなら
ない」としてきた三省合意を改めました。一般
的なインターンシップは就業体験が必須で5日
以上、専門的な内容を含む場合は2週間以上で
あれば、一定の条件に限り、企業がインターン
シップで得た学生の個人情報を広報活動や採
用選考活動に利用できるようになります。

学生にとって就職環境が良いとはいえ、昨年
度も年間2,000件を超える相談がありました。
最終の進路決定に思い悩む学生も少なくは
ありません。引き続き、学生に寄り添った支援
を行い、納得のいく進路決定ができるよう、サ
ポートしていきたいと考えています。

経済学部　准教授　大46　本庄　麻美子



県内就職希望で和歌山大学の

新卒生・同窓生のみなさんへ

和大生人材応援採用企業特集

QR コードで各企業のホームページをご覧ください
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新刊書紹介

◆ビジネス情報処理─社会科学分野におけるExcelの活用─
著者：牧野　真也（和歌山大学経済学部教授）
出版：DTP出版
発行日：2022年12月23日
価格：1,980円（税込）

◆マルクスの労働価値論
著者：大澤　健（和歌山大学経済学部教授）
出版：創風社
発行日：2023年2月25日
価格：2,640円（税込）

◆商業簿記・会計学Ⅲ講義ノート
著者：山田　恵一（和歌山大学経済学部准教授）
出版：デザインエッグ社
発行日：2023年3月6日
価格：2,926円（税込）

◆ひとり親家庭はなぜ困窮するのか : 戦後福祉法制から権利保障実現を考える
著者：金川　めぐみ（和歌山大学経済学部教授）
出版：法律文化社
発行日：2023年3月31日
価格：5,280円（税込）

◆SDGs時代の地方都市圏の交通まちづくり
著者：辻本　勝久（和歌山大学経済学部教授）
出版：学芸出版社
発行日：2023年3月31日
価格：3,080円（税込）



技術でひらく　新たな可能性

特別相談役　山口　央（大24）

主要製品：精密金属加工品・小口径銃弾・プレス機械・ばね機械・
自動機・専用機・搬送装置

〒488－8655
愛知県尾張旭市旭前町新田洞５０５０番地の１
TEL：0561-52-5300
FAX：0561-53-2419
URL：https://www.asahiseiki-mfg.co.jp/
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和歌山大学　役員及び事務局紹介（2023年7月現在）

経済学部執行部

学長 本山　貢
理事（教育、入試 、企画、総務）・副学長 添田　久美子
理事（学生、研究、連携）・副学長 尾久土　正己
理事（財務、施設、ガバナンス強化）・副学長 松本　吉正
理事（地域連携） 中川　敦之
理事（産学連携） 山形　伸生
事務局次長 南方　伸之 経済学部37期生
企画課長 細野　蔵
総務課長〔併任〕 南方　伸之 経済学部37期生
参事役（基金事務室長） 青木　稔
財務課長 猪原　豊之
施設整備課長 不藤　忠義
研究・社会連携課長 脇田　淳一
参事役（社会連携室長） 長谷　浩 経済学部36期生
学務課長 岡野　辰巳
入試課長 森中　崇文
学生支援課長 中井　邦昭
国際交流課長 中元　一恵
学術情報課長 大塚　志乃

学部長・研究科長 教授 金川　めぐみ
評議員 教授 芦田　昌也
評議員 教授 辻本　勝久
副学部長（教務委員長） 教授 柳　　到亨
副学部長（入試委員長） 教授 阿部　秀二郎
副学部長（学生委員長） 教授 長廣　利崇
学部長補佐 教授 金澤　孝彰
学部長補佐 教授 藤永　博
学部長補佐 准教授 岡田　真理子

□ 教　員
（R5.3）
定年退職　　　　　　教授　　 瀧野　邦雄
辞職　　　　　　　　教授　　 吉田　雅章
　　　　　　　　　　准教授　 三光寺　由実子

（R5.7）
辞職　　　　　　　　教授　　 團野　正造
採用　　　　　　　　教授　　 鈴木　敏充

◆経済学部教職員の異動



坪内　隆（大営21回）

〒５３２-００１１ 大阪市淀川区西中島４-５-２２ 第３新大阪ビル３Ｆ
TEL ０６-６３０５-９７３１　FAX ０６-６３０５-９７３３

E-mail naocpa@qk9.so-net.ne.jp

会計監査・税務及び経営コンサルティング

名尾公認会計士事務所
公認会計士
税　理　士 名　尾　邦　博 （大１８回）

〒640-8567 和歌山市西汀丁36番地和歌山商工会議所2階
 電話 （073）423-1231
 FAX （073）433-4066

山中会計事務所
公認会計士
税　理　士 山中盛義 （大学28回） 税　理　士 山中典子 （大学25回）

東　直 （大学31回） 寺園喜久美 （大学33回） 宮脇亜有子 （大学45回）
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区分 志願者 受験者 合格者 入学者
府県 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

1 北海道 13 4 17 10 2 12 4 1 5 3 1 4
2 青森県 2 2
3 岩手県
4 宮城県 1 1 1 1
5 秋田県
6 山形県 1 1
7 福島県 1 1
8 茨城県 3 2 5 3 1 4 3 3 1 1
9 栃木県 3 1 4 1 1

10 群馬県 4 4 2 2
11 埼玉県 1 1
12 千葉県 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1
13 東京都 2 4 6 2 2 2 2 1 1
14 神奈川県 2 1 3 1 1 2
15 新潟県 1 2 3
16 富山県 2 1 3 2 2
17 石川県 5 2 7 3 1 4 2 1 3 1 1 2
18 福井県 5 8 13 3 5 8 1 1 1 1
19 山梨県 4 4 2 2
20 長野県 9 2 11 5 1 6 1 1 1 1
21 岐阜県 5 5 2 2 1 1 1 1
22 静岡県 13 6 19 3 3 6 2 2 2 2
23 愛知県 31 6 37 17 5 22 8 4 12 8 3 11
24 三重県 17 1 18 11 1 12 5 5 5 5
25 滋賀県 13 2 15 7 7 3 3 3 3
26 京都府 36 8 44 25 8 33 11 4 15 10 3 13
27 大阪府 454 244 698 289 149 438 96 52 148 81 46 127
28 兵庫県 113 41 154 72 22 94 23 8 31 13 8 21
29 奈良県 53 14 67 36 9 45 6 2 8 5 1 6
30 和歌山県 241 166 407 166 93 259 45 39 84 44 36 80
31 鳥取県 9 6 15 7 3 10 1 1 2 1 1 2
32 島根県 4 4 2 2 2 2 2 2
33 岡山県 15 7 22 11 3 14 1 1 2 1 1
34 広島県 19 3 22 10 1 11 2 2 2 2
35 山口県 6 6 12 4 4 8

令和5年度和歌山大学入学者選抜出身学校
都道府県別選抜状況等一覧（経済学部）

経済学部　令和5年4月1日
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区分 志願者 受験者 合格者 入学者
府県 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

36 徳島県 13 2 15 9 9
37 香川県 9 8 17 8 7 15 3 1 4 3 1 4
38 愛媛県 4 3 7 3 2 5 1 1 2 1 1
39 高知県 1 2 3 2 2 1 1 1 1
40 福岡県 4 1 5 2 1 3
41 佐賀県 1 1 1 1
42 長崎県 3 1 4 1 1
43 熊本県 3 2 5
44 大分県 2 3 5 2 3 5 1 1 2 1 1 2
45 宮崎県 3 3 6 2 2 4 1 2 3 1 2 3
46 鹿児島県 3 3 2 2 1 1 1 1
47 沖縄県 3 1 4 1 1 2 1 1 1 1

51
高校卒業程度
認定試験・大学
入学資格検定

6 6 5 5 4 4 2 2

52 外国の学校等 6 2 8 5 2 7 2 2 4 1 1 2

53 文部科学大臣
の指定した者

54 認定
55 在外教育施設

56 専修学校の
高等課程

合計 1,148 568 1,716 737 335 1,072 231 125 356 194 110 304

【母校だより】【母校だより】

※一般選抜における大学入学共通テストの受験科目不足等による出願無資格者は欠席者数に含む。
※学校推薦型選抜における大学入学共通テストの受験科目不足等による出願無資格者で受験した者は受験者数に
　含む。
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「出会いのひろば」は皆様方の談話室です。
活発な意見交換、作品の投稿をお待ちしています。

出会いのひろば（会員談話室）

【 随想 】
　・短6	 塩路	茂一	 短期大学時代の思い出
　・大7	 堀米	弘三　	 回顧録
　・大25	 河本	　要	 楽しきかな。わが翻訳人生
【 俳句 】
　・俳句同人会（芦火）
【 短歌 】
　・大	6		 川渕	湧三
　・大12	 東　	睦夫	
【 川柳 】
　・大13	 佐竹	明吟

「出会いのひろば」は皆様方の談話室です。
活発な意見交換、作品の投稿をお待ちしています。

和歌山支部副支部長　短6



出会いのひろば 随 想
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　「和大経短」は、1954年（昭和29年）4月に開学
して以来、1995年（平成7年）3月の卒業生まで、
39年間の長期にわたる歴史をもって、発展的に
終わりました。
　因みに、第1期生（昭和32年）の卒業者74名が
誕生してから、第39期生（平成7年）に至るまで、
実に3,365名の卒業生が巣立ちました。
　小生は、昭和37年の第6期生として、早や62年
の年月が過ぎ、しかも働きながら学んだ夜間学
生の期間が僅か3年という中で、昔の思い出とな
ると断片的なものになります。
◦学生時代は、勉強するにはお粗末な西高松の
木造老朽校舎、白蛾が舞い散り、雨漏りや冷暖房
のない教室でありました。昼間働きながら、なお
学ぼうとする多くの級友の意識の高さに刺激さ
れ、勉学に励んだ若い頃が思い出されます。
◦入学時は公務員や民間企業、自営業など就業
先を持つ人たちがほぼ100％というほど、まさに
仕事持ちの夜間学生として、自尊心に燃え意気
盛んでありました。
　就職先の職場までの片道通勤時間は、当時、国
鉄の紀勢本線は単線の石炭列車で2時間を要し、
往復で学校の授業より長く要したこと。帰宅は
いつも夜の10時から11時頃だった思い出が懐か
しく浮かんできます。
◦当時、昭和30年代前半の卒業生は、大学・短期
大学教育の制度に預かる人は１／５弱程度に過
ぎず、地理的・経済的に大きな負担になって、大
学での学びは夢の夢でもありました。
　その夢が和歌山市内へ就職して先輩から夜間
学部への進学の途を聞き、勤労の傍らで学業に
励むことへの好奇心が一段と強くなりました。
　幸いにも入社1年後入学できましたが、私共の
6期生の学生は60名（うち女性7名）で、短大39年
間の歴史の中で2番目に少ない学生数でありま
した。これも就職難の厳しい経済世相を反映し
ているとも言えます。
◦在学中の3年間は短い期間でしたが、多くの友
人にも恵まれ、今なお、その友情が続いているこ
とは、私の今日までの大きな宝でもあります。

　友人と再会するたびに、中学校教員免許状取
得するために、当時の市立和歌山商業高校で教
育実習を行えたことが、大きな思い出の一つと
なっています。
◦卒業時の就職情報先の中で、学校教師への求
人があったが、初任給が月給5,000円で、当時の勤
務先の給与と比較して、3,000円減収となり、断念
した思い出があります。その頃の県は面接に重
きを置いて合格するほどの恵まれた時期でもあ
りました。
◦昭和39年以降、我が国経済の成長発展に伴っ
て、入学生も80～100人代となり、さらに平成4年
から最終卒業生となった平成7年まで、100人を
超える卒業生となりながら、学部廃止に至った
ことは、誠に残念至極でありました。
　このことは、高度成長と共に全日制大学や学
生の増加もあり、さらに高学歴社会への移行等
が大きな要因ともなっています。
　さらに、今日では車社会とは言え、1987年（昭
和62年）に西高松から栄谷に移転され、夜間学生
にとっては通学の足となる交通手段が大きな要
因になったと言えます。
◦経済学部の卒業生（高商、経専、工機、大学、短
大、院生）を1期から令和4年までの卒業者総数

（現存者数）を会員名簿等で見ると、総計25,000余
名、うち短大生は3,183名で12.7％を占めていま
す。
◦現在、大学では大学の果たす役割として、生涯
教育への取り組みを強化しつつあります。
　和歌山支部機関紙「柑芦わかやま」では、その
一助として”働きながら学ぶ”OB座談会を2020
年（令和2年）3月8日に開催しました。
◦大勢の卒業生を有しながら、歴代の柑芦会活
動をみると、年々若い世代の仲間意識や学校意
識が薄れ、これら活動への参画が年々低下しつ
つあるように感じられます。
　まして短大卒になると校舎や学部が無くな
り、大半が学校に対する意識が薄くなってきて
います。
◦柑芦会の役員メンバーを見ても、年々高年齢
化となり、活動の中心はご苦労にも特定メン
バーとなるなど、これから先の活動が心配で、大
きな課題とも言えます。
　卒業生の皆様、皆様が卒業した大学等を皆様
の手で柑芦会の活動を一層盛り立てて行くこと
を念じお願い致します。

塩路　茂一和歌山支部副支部長　短6

短大の歴史と私の思い出
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　昭和二十年八月十五日　この日を私は朝
鮮（現韓国）の浦項で迎えました。小学三年
の時でした。私の一家は、父の勤務（教員）の
関係で朝鮮に渡っていたのでした。
　この地域には、内地と違って米軍の空襲
は一切ありませんでしたので、戦況がそん
なに逼迫していたとは、夢にも思っており
ませんでした。
　でもその日は突然やって来たのです。
　敗戦を境にして、状況は一変します。現地
の人々は、それまで日本人に対してやりば
のない鬱憤をかかえていたのでしょう。そ
の鬱憤をはらすかのような不穏な動きが噂
となって飛び交いはじめます。こうなると
私達は一刻も早く日本に逃げ帰ろうと考え
るようになりました。正規の手続きを待っ
ていてはいつになるか分かりません。それ
で何人かで漁船をチャーターして帰ること
になったのです。おそらく百トンにも満た
ない小さな漁船だったと思います。この小
さな漁船で玄界灘を越えて帰るのです。
　昭和二十年九月の夕刻、船は浦項の港を
出港いたします。翌日は晴天に恵まれ、船
は日本へ向かってひたすら走り続けます。
船のまわりをトビウオがさかんに飛び回っ
ていたことをはっきり覚えています。もう
一晩で鳥取の境港に着くというその夜、突
如台風が襲ってきたのです。私達は船底に

座って乗っていて上は甲板になっており、
分厚い板で覆われていました。しかし、その
板が強風で飛ばされてしまい、上からは大
粒の雨が容赦なく降り注ぎます。その上横
からは、船べりを超えた大きな横波が入っ
てきます。私達は船が沈まないよう必死で
その海水を掻き出しておりました。こんな
状態が一晩中続いたのです。もうダメだと
観念した父は、遺体になっても家族がバラ
バラにならないようにと母と姉、私、弟と自
分の五人の身体を紐で繋ぎあわせました。
　そのまま、当時まだ幼かった私は疲れて
眠ってしまったのでした。
　「助かったぞう」そんな言葉で翌日目がさ
めます。その時まず思ったことは、「ここ
が何処か」ということでした。そして「日本
だ」分かったときみんなからどっと歓声が
あがったのです。風雨はすっかりおさまっ
て、船は幸運にも山口県の須佐の港に打ち
寄せられ、流れ込んでおりました。前夜は乗
り合わせていた日本の漁師さん達も協力し
て、一晩中必死で船を操縦してくれたと言
うことでした。
　近くの学校の校舎でしばらく過ごした
のち、境港を経由して無事故郷に帰り着き
ました。当初、私達も乗る予定だった船で、
少し早く浦項を発って、となり町の粉河へ
帰った人は、船が難破して家族の方は亡く
なりご主人一人が帰郷しておりました。
　この時の台風が、室戸台風、伊勢湾台風と
並び昭和の三大台風と云われた「枕崎台風」
であったことを後に知りました。

大7　堀栄　弘三

回顧録
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出会いのひろば 随 想

年寄りの朝は、早い。真夜中に目が、あいて
しまうので、私は、ラジオ体操までの時間を、英
書翻訳に当てている。これまでに訳した、主な
書は、「ロミオとジュリエット」、「モンテクリ
スト伯」、「誰がために鐘は鳴る」など。

その昔、和大経済に入学したとき「経済学の
勉強を、しっかり頑張るぞ」と意気込んだもの
だった。しかし講義を聞いても、専門書を読

んでも、さっぱり解らない。周りの学生達は、
次々に学問をモノにしていくのに、私は、一所
にとどまって前へ進めない。それで「暗記物
をやろう」と英語を独学し英検一級まで取っ
た。それからは、コツコツと英書を訳していく
のが、楽しみとなった。今は、高齢者介護施設
にいるが夏冬ともに、エアコンをかけて、辞書
と首っ引きで少しづつ、訳してゆく。今はビク
トルユーゴーの「レ・ミゼラブル」に没頭して
いる。現在73才の私が85才ぐらいまで生きて、
やっと全訳できるかなと思っている。夢が膨
らみうれしい。

大25　河本　要

楽しきかな。わが翻訳人生

総合リサイクルで環境保全に取り組みます総合リサイクルで環境保全に取り組みます総合リサイクルで環境保全に取り組みます総合リサイクルで環境保全に取り組みます

製鋼原料
ギロチン・プレス加工
産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物中間処理業

大 成 金 属 株 式 会 社
代表取締役　伊　藤　弘　之（大25）

名 古 屋 市 南 区 忠 次１丁 目８番１５号
電話 052(691)2956番㈹  ＦＡＸ052(691)2960番
知 多 郡 武 豊 町 字 石 川 ９ ５ ― １
電話 0569(72)5886番㈹  ＦＡＸ0569(72)5890番
http://taiseikinzoku.co.jp/

本 社

半田工場

U R L

穐　田　外志雄（大19回）代表取締役会長

白　石　晴　久（大19回）取　　締　　役

あき た

本社工場 石川県白山市旭丘4丁目10番地  〒924-0004
 TEL.076-275-6631（代） FAX.076-276-8371
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俳 句 同 人「芦火」の会

　和歌山大学経済学部の卒業生の俳句好が集まって出来たこの俳句同人会は、「芦火」という名で
昭和38年に創刊されました。柑芦会と同じ「芦」の名を用い、その灯を守ってまいりました。毎月欠か
すことなく発行を続けて60年、経済学部創学100周年の年に、還暦を迎えることとなりました。今回
も芦火同人17名（内1名は体調不良で休養中）の卒業期毎に自選2句ご紹介いたします。

近年テレビでの俳句ブームに、やってみたいなと思われる方、初心者の方も歓迎いたします。
ご希望の方には同人誌「芦火」を贈呈します。　　編集者迄ご連絡ください。
連絡先：〒 669-1133 西宮市東山台 3-41-7　　　090-9887-2513　　　編集者：穂永千秋

mail：suishin2010@dream.ocn.ne.jp
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柑 芦 会

全学同窓会についてのご報告

　６月３日に和歌山大学で「和歌山大学同窓会（略称、全学同窓会）」の理事会が開催されました。
これは４学部の同窓会を束ねる合同体のような組織であり、毎年６月に理事会を、１０月のホームカミン
グデーの日に総会を開催しています。会長は、４同窓会の会長の中から互選することになっており、現
在はシステム工学部同窓会の会長が全学同窓会の会長を務め、他の３同窓会の会長は副会長を務
めています。柑芦会としては、青柳顧問、北村会長のほか５人の副会長が理事として出席しています。

　今年の理事会は、例年の理事会とは少しだけ様相が異なりました。というのは、議題が恒例の昨年
度決算報告と今年度の事業計画・予算案の検討・承認だけでなく、和歌山大学や全学同窓会を取り
巻く諸課題について共通認識を図ることや、理事会運営のあり方についての議論も出されたからです。

　この背景には、現状の理事会運営について疑問を感じた私が全学同窓会の副会長として会長と
副会長に事前に問題提起をし、これに関する会長副会長会議が前週の５月２７日に開催されて議題
検討をしていたことがあります。同窓会を重視する意向を示されている本山学長も５月２７日の会議に
出席され、同窓会に対する期待を表明しておられましたが、それを受けての理事会となったわけです。

　理事会当日では、今後取り組むべき課題として、ホームカミングデーの活性化や、大学と学生への
支援策、各同窓会間のコミュニケーションの活発化、全学同窓会としての広報活動の充実強化など
が取り上げられて、参加者に共有されました。
　これに加えて、４つの同窓会からそれぞれの組織体制や活動内容について紹介があり、構成年代
層や入会金、年会費などいくつもの相違点があることなどについて知る機会となりました。相互理解
は、お互いの違いを知りそれを認め合うことから始まることを再認識した次第です。

会長　北村　修一

経済学部との懇談会について　（ご報告）

本部事務局

　６月３日に和歌山大学で「和歌山大学同窓会（略称、全学同窓会）」の理事会が開催されましたが、
その終了後は、青柳顧問、北村会長のほか５人の副会長ら柑芦会選出の理事の皆さんは経済学部
棟に移動し、経済学部長や副学部長など執行部の方 と々の定期懇談会に出席しました。

　第６１回となる今回は顔ぶれがかなり入れ替わったため、お互いの自己紹介のあと、柑芦会からは
大学と学生に対する支援の計画やそのための予算計画についてご説明し、学部側からは学内外に
おける教育・研究の推進状況、新入生の構成や、卒業生の就職状況などについてのご説明をいた
だきました。

　また、２２年春に大規模工事を終えた経済学部棟の内部も見学させていただき、母校のブランド力
を高め、「母校愛」を育むことの大切さと、それに貢献していく責任の重大さを改めて噛みしめた一日
となりました。

２２年春に大規模改修工事を終えた経済学部棟
（現在の名称は、西３号館）

経済学部棟１階の「キャンパススクエア」
琉球畳が敷かれ、学生たちが共同作業や歓談をする
スペースとして大いに活用されている超硬合金とスプレーノズルの製造販売

取締役会長　松 本 康 三 （大11回）

https://www.everloy.co.jp/

本　社 ・ 工　場／

ノズル事業部柏原工場／

超硬事業部柏原工場／

支 店・営 業 所 ／

〒663-8211　兵庫県西宮市今津山中町12番16号

TEL（0798）26-3606㈹　FAX（0798）26-0544

〒669-3315　兵庫県丹波市柏原町大新屋95-2

TEL（0795）72-3374㈹　FAX（0795）72-3376

〒669-3315　兵庫県丹波市柏原町大新屋100-1

TEL（0795）73-0026㈹　FAX（0795）70-2120

西 宮・大 阪・東 京・九 州・倉 敷・名 古 屋

関　係  会   社 ／ 株式会社　九州エバーロイ
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全学同窓会についてのご報告

　６月３日に和歌山大学で「和歌山大学同窓会（略称、全学同窓会）」の理事会が開催されました。
これは４学部の同窓会を束ねる合同体のような組織であり、毎年６月に理事会を、１０月のホームカミン
グデーの日に総会を開催しています。会長は、４同窓会の会長の中から互選することになっており、現
在はシステム工学部同窓会の会長が全学同窓会の会長を務め、他の３同窓会の会長は副会長を務
めています。柑芦会としては、青柳顧問、北村会長のほか５人の副会長が理事として出席しています。

　今年の理事会は、例年の理事会とは少しだけ様相が異なりました。というのは、議題が恒例の昨年
度決算報告と今年度の事業計画・予算案の検討・承認だけでなく、和歌山大学や全学同窓会を取り
巻く諸課題について共通認識を図ることや、理事会運営のあり方についての議論も出されたからです。

　この背景には、現状の理事会運営について疑問を感じた私が全学同窓会の副会長として会長と
副会長に事前に問題提起をし、これに関する会長副会長会議が前週の５月２７日に開催されて議題
検討をしていたことがあります。同窓会を重視する意向を示されている本山学長も５月２７日の会議に
出席され、同窓会に対する期待を表明しておられましたが、それを受けての理事会となったわけです。

　理事会当日では、今後取り組むべき課題として、ホームカミングデーの活性化や、大学と学生への
支援策、各同窓会間のコミュニケーションの活発化、全学同窓会としての広報活動の充実強化など
が取り上げられて、参加者に共有されました。
　これに加えて、４つの同窓会からそれぞれの組織体制や活動内容について紹介があり、構成年代
層や入会金、年会費などいくつもの相違点があることなどについて知る機会となりました。相互理解
は、お互いの違いを知りそれを認め合うことから始まることを再認識した次第です。

会長　北村　修一

経済学部との懇談会について　（ご報告）

本部事務局

　６月３日に和歌山大学で「和歌山大学同窓会（略称、全学同窓会）」の理事会が開催されましたが、
その終了後は、青柳顧問、北村会長のほか５人の副会長ら柑芦会選出の理事の皆さんは経済学部
棟に移動し、経済学部長や副学部長など執行部の方 と々の定期懇談会に出席しました。

　第６１回となる今回は顔ぶれがかなり入れ替わったため、お互いの自己紹介のあと、柑芦会からは
大学と学生に対する支援の計画やそのための予算計画についてご説明し、学部側からは学内外に
おける教育・研究の推進状況、新入生の構成や、卒業生の就職状況などについてのご説明をいた
だきました。

　また、２２年春に大規模工事を終えた経済学部棟の内部も見学させていただき、母校のブランド力
を高め、「母校愛」を育むことの大切さと、それに貢献していく責任の重大さを改めて噛みしめた一日
となりました。

２２年春に大規模改修工事を終えた経済学部棟
（現在の名称は、西３号館）

経済学部棟１階の「キャンパススクエア」
琉球畳が敷かれ、学生たちが共同作業や歓談をする
スペースとして大いに活用されている
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　柑芦会定例理事会・評議員会は、過去3回コロナ禍の為オンライン開催でしたが、2023年度はリア
ル開催しました。
　参加者は参加対象者73名のうちの44名で、本年4月に就任されました本山学長、金川経済学部
部長をお迎えして開催されました。
　なお、議案は事前の郵送議決を含めて全て可決されました。
実施日時と場所
　　　　　日時：2023年5月20日（土）　13：00～16：00（会議）
　　　　　　　　　　　　　　　　　16：30～18：30（懇親会）
　　　　　場所：ホテル阪神大阪　　〒553-0003　大阪市福島区福島5-6-16　
　　　　　出席：柑芦会理事及び監事、財団新旧理事・評議員及び監事

　審議
　　　（第一部）  柑芦会定例理事会
　　　　１号議案　2022年度事業報告及び決算案承認の件　　　
　　　　２号議案　2023年度活動方針案承認の件　　　　　　　
　　　　３号議案　2023年度予算案承認の件　　　　　　　　　

　　　（第二部）  財団定例理事会・評議員会
　　　　１号議案　2022年度事業報告及び決算案承認の件　　　
　　　　２号議案　2023年度事業計画及び予算案承認の件　　
　　　　３号議案　役員辞任承認の件　　　　　　　　　　　 　

　　新支部長紹介　　京滋支部、姫路支部
　　委員会報告　　　支部活性化支援委員会報告
　　支部の取組発表　支部活性化の取組（近況含む）を各支部2～3分以内で発表
　　　　　　　　　　・概要を事前にA４サイズ１枚に纏めて提出いただき、
　　　　　　　　　　 会議当日資料として配布する。
　　　　　　　　　　・説明は支部長又は幹事長
　　意見交換　①経済学部創立100周年記念事業について　　　　
　　　　　　　②年会費徴収（コンビニ振込）について
　　　　　　　③柑芦会名簿の発行について　　　　　　　　　　
　　　　　　　④その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　懇親会（16：30～18：30）

　以上 

柑芦会　２０２３年度　活動方針　（案）
会長　北村修一

【 活動方針 】 ・・・ ２０２２年度から変更なし
① 優先度の高い課題の解決を通じ、柑芦会全体と各支部の活性化を図る
② 柑芦会内の各層でのコミュニケーションと一体感のさらなる向上を図る
③ 母校のステータスの向上のため、母校と学生に対する支援を強化する

【 重点項目 】
１． 柑芦会の体制強化と充実
　 ① 「本部と支部の役割の見直し」の継続検討
　　　（１）各種委員会の充実強化による諸課題の解決の継続
　　　（２）本部による年会費の徴収代行など、各支部の業務軽減への支援
　 ② 活動停滞支部の立て直しの支援
　　　（１）支部活性化支援委員会を核とした支援活動の展開
　　　（２）副会長支部による、小規模支部への支援の充実

２． 柑芦会のインフラ業務の充実と効率化
　 ① 会員名簿、アドレス帳の充実
　　　（１）新「名簿管理システム」の円滑な運用と活用
　　　（２）７年ぶりの「会員名簿」の発行による名簿データの大規模更新
　 ② 広報活動の見直しと充実
　　　（１）紙媒体主体の広報へのデジタル化の導入と、コスト削減への試行
　　　（２）新ホームページのハブ化によるよりタイミングよい広報活動の推進

３． 和歌山大学経済学部創立１００周年記念事業の推進
　 ① 「１００年史」の発刊や、記念行事に対する支援
　　　・ 実行委員会への参画と、物心両面での支援活動
　 ② 柑芦会１００周年（２０２６年）に向けた準備の開始
　　　・ 実施内容、実施方法などの検討

以上

2023年度柑芦会定例理事会・評議員会開催さる

柑 芦 会
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　柑芦会定例理事会・評議員会は、過去3回コロナ禍の為オンライン開催でしたが、2023年度はリア
ル開催しました。
　参加者は参加対象者73名のうちの44名で、本年4月に就任されました本山学長、金川経済学部
部長をお迎えして開催されました。
　なお、議案は事前の郵送議決を含めて全て可決されました。
実施日時と場所
　　　　　日時：2023年5月20日（土）　13：00～16：00（会議）
　　　　　　　　　　　　　　　　　16：30～18：30（懇親会）
　　　　　場所：ホテル阪神大阪　　〒553-0003　大阪市福島区福島5-6-16　
　　　　　出席：柑芦会理事及び監事、財団新旧理事・評議員及び監事

　審議
　　　（第一部）  柑芦会定例理事会
　　　　１号議案　2022年度事業報告及び決算案承認の件　　　
　　　　２号議案　2023年度活動方針案承認の件　　　　　　　
　　　　３号議案　2023年度予算案承認の件　　　　　　　　　

　　　（第二部）  財団定例理事会・評議員会
　　　　１号議案　2022年度事業報告及び決算案承認の件　　　
　　　　２号議案　2023年度事業計画及び予算案承認の件　　
　　　　３号議案　役員辞任承認の件　　　　　　　　　　　 　

　　新支部長紹介　　京滋支部、姫路支部
　　委員会報告　　　支部活性化支援委員会報告
　　支部の取組発表　支部活性化の取組（近況含む）を各支部2～3分以内で発表
　　　　　　　　　　・概要を事前にA４サイズ１枚に纏めて提出いただき、
　　　　　　　　　　 会議当日資料として配布する。
　　　　　　　　　　・説明は支部長又は幹事長
　　意見交換　①経済学部創立100周年記念事業について　　　　
　　　　　　　②年会費徴収（コンビニ振込）について
　　　　　　　③柑芦会名簿の発行について　　　　　　　　　　
　　　　　　　④その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　懇親会（16：30～18：30）

　以上 

柑芦会　２０２３年度　活動方針　（案）
会長　北村修一

【 活動方針 】 ・・・ ２０２２年度から変更なし
① 優先度の高い課題の解決を通じ、柑芦会全体と各支部の活性化を図る
② 柑芦会内の各層でのコミュニケーションと一体感のさらなる向上を図る
③ 母校のステータスの向上のため、母校と学生に対する支援を強化する

【 重点項目 】
１． 柑芦会の体制強化と充実
　 ① 「本部と支部の役割の見直し」の継続検討
　　　（１）各種委員会の充実強化による諸課題の解決の継続
　　　（２）本部による年会費の徴収代行など、各支部の業務軽減への支援
　 ② 活動停滞支部の立て直しの支援
　　　（１）支部活性化支援委員会を核とした支援活動の展開
　　　（２）副会長支部による、小規模支部への支援の充実

２． 柑芦会のインフラ業務の充実と効率化
　 ① 会員名簿、アドレス帳の充実
　　　（１）新「名簿管理システム」の円滑な運用と活用
　　　（２）７年ぶりの「会員名簿」の発行による名簿データの大規模更新
　 ② 広報活動の見直しと充実
　　　（１）紙媒体主体の広報へのデジタル化の導入と、コスト削減への試行
　　　（２）新ホームページのハブ化によるよりタイミングよい広報活動の推進

３． 和歌山大学経済学部創立１００周年記念事業の推進
　 ① 「１００年史」の発刊や、記念行事に対する支援
　　　・ 実行委員会への参画と、物心両面での支援活動
　 ② 柑芦会１００周年（２０２６年）に向けた準備の開始
　　　・ 実施内容、実施方法などの検討

以上

2023年度柑芦会定例理事会・評議員会開催さる
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柑 芦 会

☆新役員
役   職
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

支部名
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
和歌山
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
大　阪
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
東　京
〃
〃
〃
〃
〃
〃

卒回
大18
大 8 
大26
大30
大20
大25
大11
短 6 
大15
大16
大17
大18
大20
大39
大15
大15
大16
大26
大26
大26
大31
大31
大32
大33
大44
大46
大46
大15
大15
大26
大28
大29
大34
大34

☆

氏　名
北村 修一
坂本 　漸
糸川 公偉
小林 　淳
平林 義康
垣見 祐二
山﨑 清作
塩路 茂一
廣田 俊樹
渥美 正道
橋本 孝郎
西本 和生
小瀧 　信
山本 進三
足立 邦雄
奧山 　泉
青柳 明雄
塩谷 　昭
杉野 博章
増田 高一
東海 秀明
平野 勝久
岡田 　治
渡邊 　豊
市平 和久
菓 　英一
本庄 麻美子
原 　良也
西浦 英次
末廣 利明
石田 隆造
松村 　勉
草場 　寛
山根木 晴久

支部名
東　海
〃
〃
〃
神　戸
〃
〃
〃
京　滋
〃
〃
北海道
東　北
北　陸
福　井
静　岡
三　重
姫　路
岡　山
広　島
山　口
山　陰
徳　島
高　知
香　川
愛　媛
九　州
沖　縄

和歌山
大　阪

卒回
大20
大26
大31
大50
大17
大27
大39
大41
大14
大31
大46
大22
大46
大41
大24
大14
大18
大29
大15
大45
大24
大17
大26
大21
大22
大35
大19
大28

大28
大47・院37

☆

☆
☆
☆

☆

☆

　

氏　名
伊藤 僚一
赤塚 信正
鈴木 光伸
中川 暢顕
吉田 和宏
吉竹 俊道
小柴 学司
三和田 浩次
和田 壽郎
清水 聖心
宮下 　剛
澤野 雅彦
菊池 　静
林国 　敏
江波 庄進
澤田 　務
井上 俊一
黒田 俊行
真下 義則
三吉 規央
宮本 高司
吉村 政憲
多田 昭弘
西川 　博
島田 新市
門屋 孝博
石川 和彦
當真 一男

山中 盛義
夫馬 竜司

役   職
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　事
〃

柑芦会役員名簿 （2023年8月20日現在）
顧 問　学  長 　　本  山       貢
顧 問　学部長　　金  川  めぐみ

顧 問　青  柳  明  雄 （大16）

理事62名（定数56名以上69名以内）　監事2名（定数2名または3名）　顧問3名

１. 経常増減の部
( １ ) 経常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 雑収入
　　　経常収益合計　　
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 課外活動支援費
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
2.経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　 経常外収益合計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　 経常外費用合計
　　   当期経常外増減額　
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2022年度実績 2021年度実績 増  減

1）2022年度　正味財産増減計算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

5,704,000
1,431,227
873,000
81,530
2,310

8,092,067

120,000
0

63,604
173,032
1,616,759
1,320,000
369,865
51,802
503,582
410,530
100,000
2,937,800
1,681,460

0
68,737
16,000
53,550
30,000

2,114,805
27,400
23,043

0
11,681,969
-3,589,902

0
0

2,124,000
2,124,000
-2,124,000
-5,713,902
121,047,680
115,333,778

6,325,000
1,431,251
468,600
33,890

0
8,258,741

60,000
0

33,062
192,008
413,499
1,880,000
165,360
44,512
343,290
301,960

0
2,701,010
298,100
432,000
91,636
109,340
91,800
24,000

2,336,081
5,197
20,254
100,000
9,643,109
-1,384,368

231,040
231,040

2,391,000
2,391,000
-2,159,960
-3,544,328
124,592,008
121,047,680

-621,000
-24

404,400
47,640
2,310

-166,674

60,000
0

30,542
-18,976

1,203,260
-560,000
204,505
7,290

160,292
108,570
100,000
236,790
1,383,360
-432,000
-22,899
-93,340
-38,250
6,000

-221,276
22,203
2,789

-100,000
2,038,860
-2,205,534

-231,040
-231,040

-267,000
-267,000
35,960

-2,169,574
-3,544,328
-5,713,902

5,635,000
1,250,000
400,000

0
1,000,000
120,000

0
8,405,000

150,000
400,000
70,000
180,000
1,100,000
1,200,000
1,500,000
400,000
100,000
150,000
600,000
2,650,000
450,000
300,000
2,500,000
3,840,000
300,000
450,000
100,000
100,000

0
30,000

2,500,000
60,000
50,000
200,000

19,380,000
-10,975,000

0
0

0
0
0

-10,975,000
115,333,778
104,358,778

１. 経常増減の部
( １ ) 経常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 寄付金収入
　　 支部年会費徴収手数料
　　 雑収入
　　　経常収益合計
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部年会費徴収費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 寄付講義交通費
　　 ゲートウェイ交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 課外活動支援費
　　 経済学部創立100周記念事業
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
2. 経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　　　 経常外収益計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　　　 経常外費用計
　　 当期経常外増減額
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2023年度予算

2）2023年度　正味財産増減予算書
（2023年4月1日～2024年3月31日）

80,654
3,068,326
1,576,326
277,003
5,002,309

0
110,527,000
110,527,000
115,529,309

195,531

195,531
121,047,680
(100,000,000)
△ 5,713,902
115,333,778
115,529,309

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

負 債 合 計

３）  貸借対照表 （2023年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　郵便貯金
　未収入金
　　流動資産　計
固定資産
　ソフトウェア
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　　　資産　合 計

前期繰越正味財産
（内 香村基金）
当期正味財産増減額
　　　正味財産　合 計
　負債・正味財産　合 計

流動負債
　預り金

和歌山大学　柑芦会

和歌山大学　柑芦会
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柑 芦 会

☆新役員
役   職
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

支部名
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
和歌山
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
大　阪
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
東　京
〃
〃
〃
〃
〃
〃

卒回
大18
大 8 
大26
大30
大20
大25
大11
短 6 
大15
大16
大17
大18
大20
大39
大15
大15
大16
大26
大26
大26
大31
大31
大32
大33
大44
大46
大46
大15
大15
大26
大28
大29
大34
大34

☆

氏　名
北村 修一
坂本 　漸
糸川 公偉
小林 　淳
平林 義康
垣見 祐二
山﨑 清作
塩路 茂一
廣田 俊樹
渥美 正道
橋本 孝郎
西本 和生
小瀧 　信
山本 進三
足立 邦雄
奧山 　泉
青柳 明雄
塩谷 　昭
杉野 博章
増田 高一
東海 秀明
平野 勝久
岡田 　治
渡邊 　豊
市平 和久
菓 　英一
本庄 麻美子
原 　良也
西浦 英次
末廣 利明
石田 隆造
松村 　勉
草場 　寛
山根木 晴久

支部名
東　海
〃
〃
〃
神　戸
〃
〃
〃
京　滋
〃
〃
北海道
東　北
北　陸
福　井
静　岡
三　重
姫　路
岡　山
広　島
山　口
山　陰
徳　島
高　知
香　川
愛　媛
九　州
沖　縄

和歌山
大　阪

卒回
大20
大26
大31
大50
大17
大27
大39
大41
大14
大31
大46
大22
大46
大41
大24
大14
大18
大29
大15
大45
大24
大17
大26
大21
大22
大35
大19
大28

大28
大47・院37

☆

☆
☆
☆

☆

☆

　

氏　名
伊藤 僚一
赤塚 信正
鈴木 光伸
中川 暢顕
吉田 和宏
吉竹 俊道
小柴 学司
三和田 浩次
和田 壽郎
清水 聖心
宮下 　剛
澤野 雅彦
菊池 　静
林国 　敏
江波 庄進
澤田 　務
井上 俊一
黒田 俊行
真下 義則
三吉 規央
宮本 高司
吉村 政憲
多田 昭弘
西川 　博
島田 新市
門屋 孝博
石川 和彦
當真 一男

山中 盛義
夫馬 竜司

役   職
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　事
〃

柑芦会役員名簿 （2023年8月20日現在）
顧 問　学  長 　　本  山       貢
顧 問　学部長　　金  川  めぐみ

顧 問　青  柳  明  雄 （大16）

理事62名（定数56名以上69名以内）　監事2名（定数2名または3名）　顧問3名

１. 経常増減の部
( １ ) 経常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 雑収入
　　　経常収益合計　　
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 課外活動支援費
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
2.経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　 経常外収益合計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　 経常外費用合計
　　   当期経常外増減額　
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2022年度実績 2021年度実績 増  減

1）2022年度　正味財産増減計算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

5,704,000
1,431,227
873,000
81,530
2,310

8,092,067

120,000
0

63,604
173,032
1,616,759
1,320,000
369,865
51,802
503,582
410,530
100,000
2,937,800
1,681,460

0
68,737
16,000
53,550
30,000

2,114,805
27,400
23,043

0
11,681,969
-3,589,902

0
0

2,124,000
2,124,000
-2,124,000
-5,713,902
121,047,680
115,333,778

6,325,000
1,431,251
468,600
33,890

0
8,258,741

60,000
0

33,062
192,008
413,499
1,880,000
165,360
44,512
343,290
301,960

0
2,701,010
298,100
432,000
91,636
109,340
91,800
24,000

2,336,081
5,197
20,254
100,000
9,643,109
-1,384,368

231,040
231,040

2,391,000
2,391,000
-2,159,960
-3,544,328
124,592,008
121,047,680

-621,000
-24

404,400
47,640
2,310

-166,674

60,000
0

30,542
-18,976

1,203,260
-560,000
204,505
7,290

160,292
108,570
100,000
236,790
1,383,360
-432,000
-22,899
-93,340
-38,250
6,000

-221,276
22,203
2,789

-100,000
2,038,860
-2,205,534

-231,040
-231,040

-267,000
-267,000
35,960

-2,169,574
-3,544,328
-5,713,902

5,635,000
1,250,000
400,000

0
1,000,000
120,000

0
8,405,000

150,000
400,000
70,000
180,000
1,100,000
1,200,000
1,500,000
400,000
100,000
150,000
600,000
2,650,000
450,000
300,000
2,500,000
3,840,000
300,000
450,000
100,000
100,000

0
30,000

2,500,000
60,000
50,000
200,000

19,380,000
-10,975,000

0
0

0
0
0

-10,975,000
115,333,778
104,358,778

１. 経常増減の部
( １ ) 経常収益
　　 入会金
　　 利息収入
　　 広告収入
　　 補助金収入
　　 寄付金収入
　　 支部年会費徴収手数料
　　 雑収入
　　　経常収益合計
( 2 ) 経常費用
　　 支部総会祝金
　　 理事会費
　　 会議費
　　 通信費
　　 広報活動費
　　 支部年会費徴収費
　　 支部通信費補助
　　 旅費交通費
　　 寄付講義交通費
　　 ゲートウェイ交通費
　　 理事会等交通費
　　 支部活性化費
　　 香村賞費
　　 課外活動支援費
　　 経済学部創立100周記念事業
　　 本部管理費
　　 システム管理費
　　 卒業生記念品費
　　 事務用品費
　　 什器備品費
　　 減価償却費
　　 柑芦編集費
　　 柑芦印刷費
　　 慶弔費
　　 雑　費
　　 予備費
　　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
2. 経常外増減の部
( １ ) 経常外収益
　　 過年度損益修正益
　　　　 経常外収益計
( 2 ) 経常外費用
　　 有価証券評価損
　　　　 経常外費用計
　　 当期経常外増減額
　　 当期正味財産増減額
　　 正味財産期首残高
　　 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2023年度予算

2）2023年度　正味財産増減予算書
（2023年4月1日～2024年3月31日）

80,654
3,068,326
1,576,326
277,003
5,002,309

0
110,527,000
110,527,000
115,529,309

195,531

195,531
121,047,680
(100,000,000)
△ 5,713,902
115,333,778
115,529,309

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

負 債 合 計

３）  貸借対照表 （2023年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　郵便貯金
　未収入金
　　流動資産　計
固定資産
　ソフトウェア
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　　　資産　合 計

前期繰越正味財産
（内 香村基金）
当期正味財産増減額
　　　正味財産　合 計
　負債・正味財産　合 計

流動負債
　預り金

和歌山大学　柑芦会

和歌山大学　柑芦会
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柑 芦 会

和歌山

大   阪

東   京

東   海

神   戸

京   滋

北海道

東   北

北   陸

福   井

静   岡

三   重

姫   路

岡   山

広   島

山   陰

山   口

徳   島

高   知

香   川

愛   媛

九   州

沖   縄

北   米

その他海外

監   事

和歌山

大阪、奈良

愛知、岐阜

京都、滋賀

北海道

富山、石川、新潟

福井

静岡

三重

兵庫（神戸支部以外）

岡山

広島

島根、鳥取

山口

徳島

高知

香川

愛媛

九州全県

沖縄

アメリカ

６４０－８２２７

５４０－００12

1６０－００２３

４５６－００２３

６６９－１１３３

５２９ー１２３５

０６７－００２８

０２０－０００４

９２１－８０６５

９１２－００６１

４１１－００２１

５１６－００３５

６７２－８０６４

７１０－００５７

７３１－５１２７

６９０－０８８４

７５８－００４１

７７０－８０４０

７８０－８０３７

７６１－０４３２

７９９－２６９６

８５２－８０６３

９０４－００２２

（和歌山）

（大   阪）

大阪市中央区谷町4-4-17 ロイヤルタワー大阪谷町207号

東京都新宿区西新宿7-17-14 新宿シティ源ビル5Ｆ 和歌山大学柑芦会東京支部

名古屋市熱田区六野２－７　神宮東パークハイツ１９－４０４

兵庫県西宮市東山台２－１４－２１６－３０１　吉竹 俊道様方

滋賀県愛知郡愛荘町目加田904　清水 聖心様方

北海道江別市豊幌はみんぐ町７－２　　澤野 雅彦様方

岩手県盛岡市山岸二丁目16-58　菊池 静様方

金沢市上荒屋３－３１1　林 国敏様方

大野市篠座町７－８　清水 啓司様方

三島市富士見台4－16　澤田 務様方

伊勢市勢田町608-136　山際 雅彦様方

姫路市飾磨区細江111　黒田 俊行様方

倉敷市昭和1丁目3-35　フローレンス倉敷703　真下 義則様方

広島市佐伯区五日市6-2-16　三吉 規央様方

松江市南田町92-7　友定 雅紀様方

萩市大字江向179-3　宮本 高司様方

徳島市上八万町中山6-11　三村 清美様方

高知市城山町192-1　西川 博様方

香川県高松市亀田南町87-108　山上 武司様方

松山市堀江町７番地　三浦工業（株） 内

長崎市北栄町4-5　石川 和彦様方

沖縄市園田1-3-30　當真 一男様方

6 Teramo Ct. Newport Coast, CA USA 92657

６４０－８５１０  和歌山市栄谷930 和歌山大学 経済学部 分室 気付

５４０－００１２  大阪市中央区谷町4－4－17  ロイヤルタワー大阪谷町207号

 山中 盛義（大28）、夫馬 竜司（大47・院37）

兵庫（東播磨、北播磨、
丹波以東および淡路）

東京、神奈川、千葉、埼玉、
茨城、群馬、山梨、長野、栃木

青森、岩手、秋田、
山形、福島、宮城

本部事務所

支     部     名  　        　　　　　事 務 所 所 在 地

柑芦会  支部一覧表 （2023.8.20.現在）

和歌山市西汀丁３６ 和歌山商工会議所2Ｆ 山中会計事務所内 
柑芦会 和歌山支部 事務局 ０７３－４２３－１２３１

０６－６９４１－４９８６

０３－３３６６－３６８０

０９０－７０３２－７８６６

０９０－３５５０－２３９２

０９０－１５５７－７７３０

０１１－８８７－８２９８

０８０－１８２４－２６８８

０７６－２０５－１９１６

０７７６－２１－８７００

０５５－９８６－５２２３

０５９６－７２－８０２５

０７９－２３４－１４１１

０８０－３１０３－５６３７

０８２－９２１－１６６２

０９０－５６９６－０２１２

０８３８－２６－８５２３

０９０－１５７８－７９４１

０８８－８３３－７２７４

０８７－８４７－３１８５

０８９－９７９－１２３０

０９０－１８７６－１６７４

０９８－９３２－２７８７

２１３－６１０－７５７８

０７３－４５７－７６０７

０６－６９４１－４９８６

坂本　漸（大8）

糸川　公偉（大26）

小林　淳（大30）

垣見　祐二（大25）

平林　義康（大20）

清水　聖心（大31）

澤野　雅彦（大22）

菊池　静（大46）

林　国敏（大４１）

江波　庄進（大24）

澤田　務（大14）

井上　俊一（大18）

黒田　俊行（大29）

真下　義則（大15）

三吉　規央（大45）

吉村　政憲（大17）

宮本　高司（大24）

多田　昭弘（大26）

西川　博（大 21）

島田　新市（大22）

門屋　孝博（大35）

石川　和彦（大19）

當真　一男（大28）

田中　昌平（大19）

　  （大　　学）

　  （会　　長）

　  （事務局長）

山中 盛義（大28）

平野 勝久（大31）

草場 寛（大34）

鈴木 光伸（大31）

吉竹 俊道（大27）

宮下  剛（大46）

 

清水 啓司（大31）

山際 雅彦（大31）

栄藤 雅雄（大31）

友定 雅紀（大24）

橋本 尚明（大26）

三村 清美（大36）

梶  正司（大31）

大城 直輝（大46）

4,917

5,997

1,245

627

1,055

402

14

52

119

111

122

220

223

213

127

171

60

149

27

113

115

385

30

41

16,535

12,661

29,196

岡田  治（大32）

吉田 和宏（大17）

喜多 正行（大8）

長永 利男（大29）

味野 耕二（大17）

山元 経穂（大49）

秋山 誠司（大41）

石田 隆造（大28）
松村  勉（大29）

後藤 善美（大7）
山崎 清作（大11）

塩路 茂一（短6）
山本 進三（大39）

伊藤 僚一（大20）
伊藤 弘之（大25）

小谷  剛（大20）
太田  均（大22）

丸木 一男（大14）
春藤 勝弘（大33）

山根木 晴久（大34）

赤塚 信正（大26）

村澤 美代子（大34）

水谷 正道（大26）

安岡 道夫（大21）

　

相談役
中村 昌宏（大13）

電 　話　　　　  支 部 長　　　　　　　  副 支 部 長　　　　　       幹 事 長　　 在籍者数

学部支援室  経済学部分室長  森田  智也

北村 修一（大18）

種坂 隆志（大22）

（小計）

（死亡・不詳等）

合　計

─ 108 ─



柑 芦 会

和歌山

大   阪

東   京

東   海

神   戸

京   滋

北海道

東   北

北   陸

福   井

静   岡

三   重

姫   路

岡   山

広   島

山   陰

山   口

徳   島

高   知

香   川

愛   媛

九   州

沖   縄

北   米

その他海外

監   事

和歌山

大阪、奈良

愛知、岐阜

京都、滋賀

北海道

富山、石川、新潟

福井

静岡

三重

兵庫（神戸支部以外）

岡山

広島

島根、鳥取

山口

徳島

高知

香川

愛媛

九州全県

沖縄

アメリカ

６４０－８２２７

５４０－００12

1６０－００２３

４５６－００２３

６６９－１１３３

５２９ー１２３５

０６７－００２８

０２０－０００４

９２１－８０６５

９１２－００６１

４１１－００２１

５１６－００３５

６７２－８０６４

７１０－００５７

７３１－５１２７

６９０－０８８４

７５８－００４１

７７０－８０４０

７８０－８０３７

７６１－０４３２

７９９－２６９６

８５２－８０６３

９０４－００２２

（和歌山）

（大   阪）

大阪市中央区谷町4-4-17 ロイヤルタワー大阪谷町207号

東京都新宿区西新宿7-17-14 新宿シティ源ビル5Ｆ 和歌山大学柑芦会東京支部

名古屋市熱田区六野２－７　神宮東パークハイツ１９－４０４

兵庫県西宮市東山台２－１４－２１６－３０１　吉竹 俊道様方

滋賀県愛知郡愛荘町目加田904　清水 聖心様方

北海道江別市豊幌はみんぐ町７－２　　澤野 雅彦様方

岩手県盛岡市山岸二丁目16-58　菊池 静様方

金沢市上荒屋３－３１1　林 国敏様方

大野市篠座町７－８　清水 啓司様方

三島市富士見台4－16　澤田 務様方

伊勢市勢田町608-136　山際 雅彦様方

姫路市飾磨区細江111　黒田 俊行様方

倉敷市昭和1丁目3-35　フローレンス倉敷703　真下 義則様方

広島市佐伯区五日市6-2-16　三吉 規央様方

松江市南田町92-7　友定 雅紀様方

萩市大字江向179-3　宮本 高司様方

徳島市上八万町中山6-11　三村 清美様方

高知市城山町192-1　西川 博様方

香川県高松市亀田南町87-108　山上 武司様方

松山市堀江町７番地　三浦工業（株） 内

長崎市北栄町4-5　石川 和彦様方

沖縄市園田1-3-30　當真 一男様方

6 Teramo Ct. Newport Coast, CA USA 92657

６４０－８５１０  和歌山市栄谷930 和歌山大学 経済学部 分室 気付

５４０－００１２  大阪市中央区谷町4－4－17  ロイヤルタワー大阪谷町207号

 山中 盛義（大28）、夫馬 竜司（大47・院37）

兵庫（東播磨、北播磨、
丹波以東および淡路）

東京、神奈川、千葉、埼玉、
茨城、群馬、山梨、長野、栃木

青森、岩手、秋田、
山形、福島、宮城

本部事務所

支     部     名  　        　　　　　事 務 所 所 在 地

柑芦会  支部一覧表 （2023.8.20.現在）

和歌山市西汀丁３６ 和歌山商工会議所2Ｆ 山中会計事務所内 
柑芦会 和歌山支部 事務局 ０７３－４２３－１２３１

０６－６９４１－４９８６

０３－３３６６－３６８０

０９０－７０３２－７８６６

０９０－３５５０－２３９２

０９０－１５５７－７７３０

０１１－８８７－８２９８

０８０－１８２４－２６８８

０７６－２０５－１９１６

０７７６－２１－８７００

０５５－９８６－５２２３

０５９６－７２－８０２５

０７９－２３４－１４１１

０８０－３１０３－５６３７

０８２－９２１－１６６２

０９０－５６９６－０２１２

０８３８－２６－８５２３

０９０－１５７８－７９４１

０８８－８３３－７２７４

０８７－８４７－３１８５

０８９－９７９－１２３０

０９０－１８７６－１６７４

０９８－９３２－２７８７

２１３－６１０－７５７８

０７３－４５７－７６０７

０６－６９４１－４９８６

坂本　漸（大8）

糸川　公偉（大26）

小林　淳（大30）

垣見　祐二（大25）

平林　義康（大20）

清水　聖心（大31）

澤野　雅彦（大22）

菊池　静（大46）

林　国敏（大４１）

江波　庄進（大24）

澤田　務（大14）

井上　俊一（大18）

黒田　俊行（大29）

真下　義則（大15）

三吉　規央（大45）

吉村　政憲（大17）

宮本　高司（大24）

多田　昭弘（大26）

西川　博（大 21）

島田　新市（大22）

門屋　孝博（大35）

石川　和彦（大19）

當真　一男（大28）

田中　昌平（大19）

　  （大　　学）

　  （会　　長）

　  （事務局長）

山中 盛義（大28）

平野 勝久（大31）

草場 寛（大34）

鈴木 光伸（大31）

吉竹 俊道（大27）

宮下  剛（大46）

 

清水 啓司（大31）

山際 雅彦（大31）

栄藤 雅雄（大31）

友定 雅紀（大24）

橋本 尚明（大26）

三村 清美（大36）

梶  正司（大31）

大城 直輝（大46）

4,917

5,997

1,245

627

1,055

402

14

52

119

111

122

220

223

213

127

171

60

149

27

113

115

385

30

41

16,535

12,661

29,196

岡田  治（大32）

吉田 和宏（大17）

喜多 正行（大8）

長永 利男（大29）

味野 耕二（大17）

山元 経穂（大49）

秋山 誠司（大41）

石田 隆造（大28）
松村  勉（大29）

後藤 善美（大7）
山崎 清作（大11）

塩路 茂一（短6）
山本 進三（大39）

伊藤 僚一（大20）
伊藤 弘之（大25）

小谷  剛（大20）
太田  均（大22）

丸木 一男（大14）
春藤 勝弘（大33）

山根木 晴久（大34）

赤塚 信正（大26）

村澤 美代子（大34）

水谷 正道（大26）

安岡 道夫（大21）

　

相談役
中村 昌宏（大13）

電 　話　　　　  支 部 長　　　　　　　  副 支 部 長　　　　　       幹 事 長　　 在籍者数

学部支援室  経済学部分室長  森田  智也

北村 修一（大18）

種坂 隆志（大22）

（小計）

（死亡・不詳等）

合　計
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現在数 理事　　14名 （定数10名以上20名以内）
　　　 評議員　17名 （定数10名以上25名以内）
　　　 監事　　 2名 （定数3名以内）

任期 理事　  2年（2024年5月まで）
 評議員   4年（2026年5月まで）
 監事　  4年（2024年5月まで）

☆は新任
役職名
理事長
常務理事
〃
〃
〃
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　事
〃

所属支部
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
大　阪
〃
東  京
〃
〃
神　戸
京　滋
姫　路

和歌山
大　阪

卒回
大18
大8
大26
大30
大20
大25
大16
大24
大15
大15
大26
大20
大14
大25

大28
大47・院37

 氏　名
北村 修一
坂本 　漸
糸川 公偉
小林 　淳
平林 義康
垣見 祐二
青柳 明雄
佐藤 直樹
原 　良也
西浦 英次
末廣 利明
辻　 　均
和田 壽郎
毛利 惠行

山中 盛義
夫馬 竜司

役職名
評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

所属支部
和歌山
〃
〃
〃
大　阪
〃
東　京
〃
東　海
神　戸
京　滋
東　北
三　重
姫　路
徳　島
香　川
九　州

卒回
大13
大16
大17
大20
大17
大31
大28
大34
大31
大17
大46
大46
大18
大29
大26
大22
大19

☆

 氏　名
竹中 順一郎
渥美 正道
橋本 孝郎
小　 瀧信
浦　 義弘
東海 秀明
石田 隆造
草場　 寛
鈴木 光伸
吉田 和宏
宮下　 剛
菊池　 静
井上 俊一
黒田 俊行
多田 昭弘
島田 新市
石川 和彦

（一財）和歌山大学経済学部後援会・役員名簿 （2023年5月20日現在）

後 援 会

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　施設設備援助
　　　学術研究助成
　　　論文刊行等費用助成
　　　海外留学費援助
　　事業費合計
　②管理費
　　　会議費
　　　通信費
　　　事務用品費
　　　家賃
　　　機器リース料
　　　租税公課
　　　雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2022年度実績 2021年度実績 増  減

1）2022年度　正味財産増減計算書 一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会

（2022年4月1日～2023年3月31日）

135,597
135,597

0
0
0
0
0

0
6,408
52,695
960,000
65,868
10,500
51,459

1,146,930
1,146,930
-1,011,333

0

201,000
201,000
-201,000
-1,212,333
23,734,078
22,521,745

0
0
0

22,521,745

135,608
135,608

400,000
0
0
0

400,000

0
0

53,321
960,000
27,588
10,500
57,402

1,108,811
1,508,811
-1,373,203

0

231,000
231,000
-231,000
-1,604,203
56,703,169
23,734,078

0
0
0

23,734,078

-11
-11

-400,000
0
0
0

-400,000

0
6,408
-626
0

38,280
0

-5,943
38,119

-361,881
361,870

0

-30,000
-30,000
30,000
391,870

-32,969,091
-1,212,333

0
0
0

-1,212,333

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　 利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　 施設設備援助
　　　 学術研究助成
　　　 論文刊行等費用助成
　　　 海外留学費援助
　　　 ＥＣ奨学金制度
　　事業費合計
　②管理費
　　　 会議費
　　　 通信費
　　　 事務用品費
　　　 家賃
　　　 機器リース料
　　　 租税公課
　　　 雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部 
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

科　　目 2023年度予算

140,000
140,000

400,000
1,000,000

0
0

270,000
1,670,000

300,000
10,000
50,000
960,000
150,000
30,000
60,000

1,560,000
3,230,000
-3,090,000

0

0
0
0

-3,090,000
22,521,745
19,431,745

0
0
0

19,431,745

3,953
11,361,251

37,493
11,402,697

138,048
10,981,000
11,119,048
22,521,745

0

23,734,078
-1,212,333
22,521,745
22,521,745

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

３）貸借対照表 （2023年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　未収入金
　　　流動資産　計
固定資産
　土　　地
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　  　 資 産　合 計

　　　　  負債合計

前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
　　　　正味財産合計
    負債・正味財産　合 計

2）2023年度　正味財産増減予算書
（2023年4月1日～2024年3月31日）（単位：円）

一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会
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現在数 理事　　14名 （定数10名以上20名以内）
　　　 評議員　17名 （定数10名以上25名以内）
　　　 監事　　 2名 （定数3名以内）

任期 理事　  2年（2024年5月まで）
 評議員   4年（2026年5月まで）
 監事　  4年（2024年5月まで）

☆は新任
役職名
理事長
常務理事
〃
〃
〃
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　事
〃

所属支部
大　阪
和歌山
大　阪
東　京
神　戸
東　海
大　阪
〃
東  京
〃
〃
神　戸
京　滋
姫　路

和歌山
大　阪

卒回
大18
大8
大26
大30
大20
大25
大16
大24
大15
大15
大26
大20
大14
大25

大28
大47・院37

 氏　名
北村 修一
坂本 　漸
糸川 公偉
小林 　淳
平林 義康
垣見 祐二
青柳 明雄
佐藤 直樹
原 　良也
西浦 英次
末廣 利明
辻　 　均
和田 壽郎
毛利 惠行

山中 盛義
夫馬 竜司

役職名
評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

所属支部
和歌山
〃
〃
〃
大　阪
〃
東　京
〃
東　海
神　戸
京　滋
東　北
三　重
姫　路
徳　島
香　川
九　州

卒回
大13
大16
大17
大20
大17
大31
大28
大34
大31
大17
大46
大46
大18
大29
大26
大22
大19

☆

 氏　名
竹中 順一郎
渥美 正道
橋本 孝郎
小　 瀧信
浦　 義弘
東海 秀明
石田 隆造
草場　 寛
鈴木 光伸
吉田 和宏
宮下　 剛
菊池　 静
井上 俊一
黒田 俊行
多田 昭弘
島田 新市
石川 和彦

（一財）和歌山大学経済学部後援会・役員名簿 （2023年5月20日現在）

後 援 会

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　施設設備援助
　　　学術研究助成
　　　論文刊行等費用助成
　　　海外留学費援助
　　事業費合計
　②管理費
　　　会議費
　　　通信費
　　　事務用品費
　　　家賃
　　　機器リース料
　　　租税公課
　　　雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

（単位：円）
科　　目 2022年度実績 2021年度実績 増  減

1）2022年度　正味財産増減計算書 一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会

（2022年4月1日～2023年3月31日）

135,597
135,597

0
0
0
0
0

0
6,408
52,695
960,000
65,868
10,500
51,459

1,146,930
1,146,930
-1,011,333

0

201,000
201,000
-201,000
-1,212,333
23,734,078
22,521,745

0
0
0

22,521,745

135,608
135,608

400,000
0
0
0

400,000

0
0

53,321
960,000
27,588
10,500
57,402

1,108,811
1,508,811
-1,373,203

0

231,000
231,000
-231,000
-1,604,203
56,703,169
23,734,078

0
0
0

23,734,078

-11
-11

-400,000
0
0
0

-400,000

0
6,408
-626
0

38,280
0

-5,943
38,119

-361,881
361,870

0

-30,000
-30,000
30,000
391,870

-32,969,091
-1,212,333

0
0
0

-1,212,333

Ⅰ. 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　（１）経常収益
　　　 利息収入
　　　経常収益合計
　（2）経常費用
　①事業費
　　　 施設設備援助
　　　 学術研究助成
　　　 論文刊行等費用助成
　　　 海外留学費援助
　　　 ＥＣ奨学金制度
　　事業費合計
　②管理費
　　　 会議費
　　　 通信費
　　　 事務用品費
　　　 家賃
　　　 機器リース料
　　　 租税公課
　　　 雑費
　　管理費支出合計
　　経常費用合計
　　　　当期経常増減額
　2.経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　経常外収益合計
　（2）経常外費用
　　有価証券評価損
　　　経常外費用合計
　　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ． 指定正味財産増減の部 
　　当期指定正味財産増減額
　　指定正味財産期首残高
　　指定正味財産期末残高
Ⅲ． 正味財産期末残高

科　　目 2023年度予算

140,000
140,000

400,000
1,000,000

0
0

270,000
1,670,000

300,000
10,000
50,000
960,000
150,000
30,000
60,000

1,560,000
3,230,000
-3,090,000

0

0
0
0

-3,090,000
22,521,745
19,431,745

0
0
0

19,431,745

3,953
11,361,251

37,493
11,402,697

138,048
10,981,000
11,119,048
22,521,745

0

23,734,078
-1,212,333
22,521,745
22,521,745

（単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

勘定科目   金　　額 勘定科目 金　　額

３）貸借対照表 （2023年3月31日現在）

流動資産
　現　　金
　普通預金
　未収入金
　　　流動資産　計
固定資産
　土　　地
　投資有価証券
　　　固定資産　計
　　  　 資 産　合 計

　　　　  負債合計

前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
　　　　正味財産合計
    負債・正味財産　合 計

2）2023年度　正味財産増減予算書
（2023年4月1日～2024年3月31日）（単位：円）

一般財団法人
和歌山大学経済学部後援会
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本年４月、全会員向けに「消息葉書」を送付し、過年度分も含めて多くの方から訃報連絡を頂きました。
心からご冥福をお祈り申し上げます。
ご逝去日をご連絡頂いていない場合は、「－」（不明）としています。（敬称略） （2023年8月31日現在）

橋 本 徳 三 郎
藤 田 宗 二 郎
木 宮 秀 夫
伊 東 利 男
吉 田 宗 雄
吹 田 四 郎
藤 田 三 郎
橋 本 　 渉
北 村 　 実
薮 林 弘 毅
生 駒 俊 一
田 畑 脩 三
的 場 茂 樹
植 田 貞 夫
山 崎 昌 平
森 下 善 雄
山 中 　 静
進 士 俊 夫
小 川 喜 八 郎
大 平 明 秀
川 出 孝 一
福 島 一 成
矢 野 　 哲
坂 元 憲 夫
中 村 良 一
中 村 泰 三
酒 井 澄 夫
大 河 内 祥 吉
斎 藤 照 吉
辰 巳 富 夫
辻 小 彌 太
三 浦 恒 雄
山 本 睦 夫
赤 松 良 材
有 村 　 博
田 中 俊 夫
服 部 文 弥
安 原日出 夫
小 谷 吉 雄
石 橋 　 豊
田 尾 　 勤
阿 部 　 直

1990.12.19
－
－
－

2005.7.31
2002.12.8
2010.9.11
2004.1.29
2022.6.14
2014.2.3
2002.12.30
2022.11.2
2009.－.－
2021.8.5
2016.1.28
2016.5.17
2022.12.29
－

2008.3.16
－

2022.9.10
2023.1.15
－

2015.12.19
2012.1.12
2021.5.22
－

2018.12.15
2012.6.12
2021.6.8
2022.8.15
2016.6.5
2020.8.25
2015.10.10
2018.4.30
2022.4.18
2023.1.30
2019.5.1
2015.8.3
2011.12.7
2016.4.18
2021.6.30

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

経専

専修

工専

大学

西 田 　 勉
橋 爪 敏 晴
御 木 　 勲
古 梅 十 重 子
浜 田 𠮷 弘
森 下 　 幹
堀 川 駿 太 郎
平 畑 　 勤
樫 尾 　 昭
岡 野 昭 二
加 藤 　 勲
鶴 木 修 一
牧 田 茂 樹
和 田 　 耕
西 埜 久 好
木 下 富 夫
金 田 達 郎
田 中 淳 夫
中 峯 良 藏
早 瀬 康 夫
宮 内 林 三
若 林 司 郎
久 保 田 祥 哉
高 橋 　 亨
富 本 吉 彦
中 島 義 美
山 岡 幸 治
籔 本 　 勉
小 倉 康 男
三 川 保 明
南 川 彰 男
向 井 邦 雄
浮 穴 郁 也
北 　 盛 夫
檞 享
増 井 　 修
宮 野 秀 雄
森 井 　 眞
山 田 啓 一
山 村 栄 一
堀 口 利 彦
有 本 公 彦

2020.11.20
2022.12.9
－

2017.10.31
2022.8.25
2008.11.17
2022.11.17
2023.7.18
2019.6.1
2022.7.2
2011.11.12
2016.6.12
2023.2.7
2022.4.28
2009.9.13
2022.10.19
2022.7.7
2020.5.19
2022.4.9
2020.7.7
2022.10.3
2021.6.26
2020.7.31
2019.2.16
2017.3.6
2022.1.7
2016.4.21
2022.7.18
2021.6.22
2022.8.25
2022.11.29
2021.6.29
2022.11.21
－

2016.4.24
2020.8.11
2022.8.10
2020.9.27
2020.10.10
2022.7.13
2020.12.13
2022.11.3

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

訃 報

5
6
8
9
9
11
12
16
16
16
17
18
18
19
19
19
20
20
20
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4

4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

大学 大 矢 　 武
谷 口 好 生
八 木 　 弥
川 崎 満 夫
吉 岡 　 武
道 浦 　 耐
味 村 一 彦
八 木 　 彌
渡 邊 裕 史
阿 曽 　 肇
岸 　 章 介
梅 田 幾 生
萬 谷 美 次
児 島 芳 造
杉 政 岱 二
田 中 輝 豊
中 村 昭 子
向 出 　 卓
山 野 隆 司
萬 谷 美 次
長 澤 正 雄
香 村 光 夫
竹 中 愼 和
寺 中 光 郎
井 上 脩 之 助
中 西 一 郎
平 井 忠 雄
宮 本 喜 行
室 田 正 義
森 山 六 朗
山 本 喜 市
作 田 　 洋
大 谷 浩 史
二 宮 利 之
高 梨 有 功
三 浦 正 和
大 谷 剛 平
大 西 洋 太 郎
北 山 明 男
慈 幸 孝 夫
中 野 恵 司
西 尾 勝 美
二 宮 利 之
山 中 朝 二 郎
山 本 俊 彦
木 土 好 司
上 田 雄 三

2023.2.6
2008.6.10
2022.12.22
2022.9.17
2020.6.16
2022.12.20
2022.1.19
2022.12.22
2014.2.1
2023.4.8
2023.3.4
2022.12.30
2021.5.9
2022.2.8
2021.12.31
2022.8.－
2022.1.11
2020.8.30
2022.7.2
2021.5.9
2022.6.12
2022.1.16
2023.4.15
2023.6.7
2021.5.28
2022.11.22
2022.1.5
2022.2.10
2022.12.28
2023.1.2
2022.7.30
2023.5.1
2022.10.31
2023.1.1
2022.8.20
2023.5.13
2022.10.31
2010.9.19
2021.9.30
2022.5.14
2021.2.18
2021.6.21
2023.1.1
2016.1.31
2022.6.21
2022.3.25
2022.10.4

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

浦 畠 正 彦
江 頭 俊 郎
高 田 典 晃
高 津 俊 作
田 中 　 煕
寺 尾 義 久
永 井 貞 雄
山 下 房 宏
近 森 茂 夫
仲 井 敏 博
石 川 晃 三
塩 崎 昌 彦
雑 賀 弘 吉
十 河 　 尚
濱 口 勇 平
渡 辺 俊 治
市 場 孝 史
森 川 延 一
喜 多 　 宏
中 幡 憲 二
前 田 　 馨
阪 野 　 仁
川 上 一 文
三 浦 敏 克
芦 田 征 二
坂 東 博 明
前 島 　 望
西 川 正 美
久 保 田 健
井 関 紀 男
島 田 　 猛
吉 川 徳 寿
増 田 和 正
大 野 俊 紀
早 川 　 宏
森 浩 一 郎
森 浦 啓 次
内 田 重 胤
内 田 重 胤
榊 原 和 彦
星 川 雅 彦
竹 内 　 基
足 立 唯 夫
北 村 昭 次 郎
塩 見 康 至
関 戸 正 造
川 本 信 之

2022.5.21
2020.2.7
2022.4.5
－

2021.6.3
2020.12.20
2022.11.28
2022.12.7
2021.7.21
2023.3.12
2022.9.14
2023.6.23
2022.6.18
2022.7.20
2022.12.27
－
－

2023.3.24
2022.11.19
2022.11.5
2022.1.30
2023.5.10
－

2023.2.23
2021.7.8
2022.4.12
2023.2.16
2023.6.23
2022.7.1
2022.10.17
2022.8.28
2022.5.31
－
－

2017.9.－
2022.8.20
－

2022.10.1
2022.10.25
2021.11.11
2022.10.21
2019.１.－
2021.8.13
2022.8.20
2021.12.2
2017.－.－
2022.８.－

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

大学3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
10
10
10
10
10
10
11
11
11
11
12
12
12
12
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15

高商

経専

日根野谷脩一
西 村 秀 博
海 野 　 清
玉 置 　 實
行 松 　 宏
七 條 義 則
楢 崎 雄 二
西 村 秀 博
山 本 定 昭
森 　 忠 良
松 本 良 和
岩 谷 浩 次
土 井 秀 則
坂 本 　 明
田 岡 正 道
丹 羽 嘉 夫
岩 城 芳 治
出 口 敏 雄
船 場 一 章
小 林 邦 雄
森 脇 宗 樹
堀 井 俊 二
中 尾 寿 夫
森 川 春 夫
保 田 秀 彦
柴 田 隆 夫
佐 藤 泰 道
野 田 敬 子
藤 本 幸 治
川 口 隆 史
山 根 健 次
外 間 伸 儀
名 手 正 寿
白 井 敏 基
前 羽 博 幸
井 関 吉 民
下 野 隆 広
吉 岡 淳 一
北 嶋 重 紀
藤 河 家 直 透
塩 盛 勝 彦
新 田 浩 夫
吉 本 克 則
柏 木 文 人
加 田 久 人
豊 島 康 治
山 岸 義 和

2022.7.2
2022.5.24
2018.1.7
2021.－.－
2021.11.3
2019.11.1
2020.8.26
2022.5.24
2022.2.3
2020.8.8
2021.10.5
2022.4.4
2021.11.22
2021.11.20
－

2022.11.5
2016.3.16
2018.5.26
2021.10.7
2021.5.29
－

1999.1.18
2020.12.26
－
－

2022.6.－
2022.6.－
－
－

2021.8.29
2019.6.18
2022.5.1
2017.7.20
2022.1.29
2013.9.－
2018.2.10
2022.10.27
2022.7.15
－

2019.7.26
2015.12.16
2021.－.－
2016.5.5
2019.12.28
2022.9.25
2019.－.－
2018.12.7

安 井 伯 行
秋 田 　 均
岩 山 　 宏
川 邊 隆 子
寺 田 　 巌
山 口 照 夫
大 森 　 純
辻 井 計 三
勝 山 　 久
菊 池 郁 夫
三 浦 　 徹
福 島 純 子
西 出 雅 彦
榎 本 充 宏
織 田 隆 一 郎
鳥 　 章 夫
東 本 洋 一 郎
金 森 　 稔
片 桐 昌 彦
小 川 義 仁
奥 濱 　 聡
藤 本 美 穂
筒 井 裕 毅
足 立 丈 宣
間 野 博 圭
多 田 昌 弘
澤 　 直 行
木 瀬 　 勲
坂 﨑 鉄 二
三 栖 康 秀
薮 豊
宮 本 和 美
藤 木 　 潔
山 本 一 雄
田 組 満 夫
和 田 　 修
川 田 弘 子
高 橋 　 登
青 木 敏 郎
青 木 孝 祐
椎 木 康 之
増 田 峯 一
村 田 忠 昭
谷 　 典 憲
岡 田 欣 也
西 野 和 彦
大 谷 勝 次

2017.5.12
2016.3.11
2021.9.1
2019.3.21
2022.12.28
2022.10.3
－
－
－

2023.4.2
－

2022.7.14
－

2020.8.18
2022.5.24
－
－
－

2010.3.13
2018.3.20
2018.1.17
2016.3.27
2017.7.20
－

2014.－.－
2021.12.1
2020.10.19
2018.1.15
2016.4.5
－

2022.11.20
2021.9.19
－

2013.12.29
2022.12.2
2022.11.10
2017.9.1
2023.5.2
2017.3.22
2022.9.18
2022.1.16
2023.1.11
2022.5.25
2019.8.11
2022.5.24
2021.8.31
2022.7.18

15
16
16
16
16
16
16
16
16
16
17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
19
19
19
19
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
23
23
24
24

25
25
27
27
29
30
30
30
31
31
33
34
36
37
38
38
38
38
39
41
42
44
45
45
46
49
54
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
6
6
8

藤 原 昭 夫
岡 本 寿 郎
竹 内 喜 久 雄
八 幡 俊 夫
酒 井 邦 明
坂 口 登 志 夫
久 保 洋 子
劉 　 茂 樹
髙 垣 　 宏
小 橋 敏 夫
小 倉 　 明
田 中 栄 治
船 本 博 俊
武 田 幸 夫
金 田 督 之
髙 岡 み どり
林 聖
古 田 賀 子
林 　 洋 司
増 田 賢 仁
松 尾 祐 里
山 下 栄 里
細 尾 明 史
大 野 聖 文
片 岡 久 美 子
井ノ上 義 朗
立 川 直 子
堀 川 た か 子
立 石 真 規

2022.1.5
2023.4.11
2020.12.17
2022.12.20
2022.2.7
－

2012.1.4
－

2022.10.7
2023.3.25
2023.1.5
2022.8.31
－
－

2022.12.30
2022.11.6
2018.9.17
2017.4.28
2020.1.1
2022.5.12
2022.11.20
2022.8.20
－
－

2022.2.15
－

2021.8.27
2021.1.29
2021.5.1

8
9
9
9
10
10
10
11
12
14
16
18
19
21
22
23
24
25
28
28
29
30
30
31
31
32
34
35
38
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本年４月、全会員向けに「消息葉書」を送付し、過年度分も含めて多くの方から訃報連絡を頂きました。
心からご冥福をお祈り申し上げます。
ご逝去日をご連絡頂いていない場合は、「－」（不明）としています。（敬称略） （2023年8月31日現在）

橋 本 徳 三 郎
藤 田 宗 二 郎
木 宮 秀 夫
伊 東 利 男
吉 田 宗 雄
吹 田 四 郎
藤 田 三 郎
橋 本 　 渉
北 村 　 実
薮 林 弘 毅
生 駒 俊 一
田 畑 脩 三
的 場 茂 樹
植 田 貞 夫
山 崎 昌 平
森 下 善 雄
山 中 　 静
進 士 俊 夫
小 川 喜 八 郎
大 平 明 秀
川 出 孝 一
福 島 一 成
矢 野 　 哲
坂 元 憲 夫
中 村 良 一
中 村 泰 三
酒 井 澄 夫
大 河 内 祥 吉
斎 藤 照 吉
辰 巳 富 夫
辻 小 彌 太
三 浦 恒 雄
山 本 睦 夫
赤 松 良 材
有 村 　 博
田 中 俊 夫
服 部 文 弥
安 原日出 夫
小 谷 吉 雄
石 橋 　 豊
田 尾 　 勤
阿 部 　 直

1990.12.19
－
－
－

2005.7.31
2002.12.8
2010.9.11
2004.1.29
2022.6.14
2014.2.3
2002.12.30
2022.11.2
2009.－.－
2021.8.5
2016.1.28
2016.5.17
2022.12.29
－

2008.3.16
－

2022.9.10
2023.1.15
－

2015.12.19
2012.1.12
2021.5.22
－

2018.12.15
2012.6.12
2021.6.8
2022.8.15
2016.6.5
2020.8.25
2015.10.10
2018.4.30
2022.4.18
2023.1.30
2019.5.1
2015.8.3
2011.12.7
2016.4.18
2021.6.30

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

経専

専修

工専

大学

西 田 　 勉
橋 爪 敏 晴
御 木 　 勲
古 梅 十 重 子
浜 田 𠮷 弘
森 下 　 幹
堀 川 駿 太 郎
平 畑 　 勤
樫 尾 　 昭
岡 野 昭 二
加 藤 　 勲
鶴 木 修 一
牧 田 茂 樹
和 田 　 耕
西 埜 久 好
木 下 富 夫
金 田 達 郎
田 中 淳 夫
中 峯 良 藏
早 瀬 康 夫
宮 内 林 三
若 林 司 郎
久 保 田 祥 哉
高 橋 　 亨
富 本 吉 彦
中 島 義 美
山 岡 幸 治
籔 本 　 勉
小 倉 康 男
三 川 保 明
南 川 彰 男
向 井 邦 雄
浮 穴 郁 也
北 　 盛 夫
檞 享
増 井 　 修
宮 野 秀 雄
森 井 　 眞
山 田 啓 一
山 村 栄 一
堀 口 利 彦
有 本 公 彦

2020.11.20
2022.12.9
－

2017.10.31
2022.8.25
2008.11.17
2022.11.17
2023.7.18
2019.6.1
2022.7.2
2011.11.12
2016.6.12
2023.2.7
2022.4.28
2009.9.13
2022.10.19
2022.7.7
2020.5.19
2022.4.9
2020.7.7
2022.10.3
2021.6.26
2020.7.31
2019.2.16
2017.3.6
2022.1.7
2016.4.21
2022.7.18
2021.6.22
2022.8.25
2022.11.29
2021.6.29
2022.11.21
－

2016.4.24
2020.8.11
2022.8.10
2020.9.27
2020.10.10
2022.7.13
2020.12.13
2022.11.3

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

訃 報

5
6
8
9
9
11
12
16
16
16
17
18
18
19
19
19
20
20
20
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4

4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

大学 大 矢 　 武
谷 口 好 生
八 木 　 弥
川 崎 満 夫
吉 岡 　 武
道 浦 　 耐
味 村 一 彦
八 木 　 彌
渡 邊 裕 史
阿 曽 　 肇
岸 　 章 介
梅 田 幾 生
萬 谷 美 次
児 島 芳 造
杉 政 岱 二
田 中 輝 豊
中 村 昭 子
向 出 　 卓
山 野 隆 司
萬 谷 美 次
長 澤 正 雄
香 村 光 夫
竹 中 愼 和
寺 中 光 郎
井 上 脩 之 助
中 西 一 郎
平 井 忠 雄
宮 本 喜 行
室 田 正 義
森 山 六 朗
山 本 喜 市
作 田 　 洋
大 谷 浩 史
二 宮 利 之
高 梨 有 功
三 浦 正 和
大 谷 剛 平
大 西 洋 太 郎
北 山 明 男
慈 幸 孝 夫
中 野 恵 司
西 尾 勝 美
二 宮 利 之
山 中 朝 二 郎
山 本 俊 彦
木 土 好 司
上 田 雄 三

2023.2.6
2008.6.10
2022.12.22
2022.9.17
2020.6.16
2022.12.20
2022.1.19
2022.12.22
2014.2.1
2023.4.8
2023.3.4
2022.12.30
2021.5.9
2022.2.8
2021.12.31
2022.8.－
2022.1.11
2020.8.30
2022.7.2
2021.5.9
2022.6.12
2022.1.16
2023.4.15
2023.6.7
2021.5.28
2022.11.22
2022.1.5
2022.2.10
2022.12.28
2023.1.2
2022.7.30
2023.5.1
2022.10.31
2023.1.1
2022.8.20
2023.5.13
2022.10.31
2010.9.19
2021.9.30
2022.5.14
2021.2.18
2021.6.21
2023.1.1
2016.1.31
2022.6.21
2022.3.25
2022.10.4

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

浦 畠 正 彦
江 頭 俊 郎
高 田 典 晃
高 津 俊 作
田 中 　 煕
寺 尾 義 久
永 井 貞 雄
山 下 房 宏
近 森 茂 夫
仲 井 敏 博
石 川 晃 三
塩 崎 昌 彦
雑 賀 弘 吉
十 河 　 尚
濱 口 勇 平
渡 辺 俊 治
市 場 孝 史
森 川 延 一
喜 多 　 宏
中 幡 憲 二
前 田 　 馨
阪 野 　 仁
川 上 一 文
三 浦 敏 克
芦 田 征 二
坂 東 博 明
前 島 　 望
西 川 正 美
久 保 田 健
井 関 紀 男
島 田 　 猛
吉 川 徳 寿
増 田 和 正
大 野 俊 紀
早 川 　 宏
森 浩 一 郎
森 浦 啓 次
内 田 重 胤
内 田 重 胤
榊 原 和 彦
星 川 雅 彦
竹 内 　 基
足 立 唯 夫
北 村 昭 次 郎
塩 見 康 至
関 戸 正 造
川 本 信 之

2022.5.21
2020.2.7
2022.4.5
－

2021.6.3
2020.12.20
2022.11.28
2022.12.7
2021.7.21
2023.3.12
2022.9.14
2023.6.23
2022.6.18
2022.7.20
2022.12.27
－
－

2023.3.24
2022.11.19
2022.11.5
2022.1.30
2023.5.10
－

2023.2.23
2021.7.8
2022.4.12
2023.2.16
2023.6.23
2022.7.1
2022.10.17
2022.8.28
2022.5.31
－
－

2017.9.－
2022.8.20
－

2022.10.1
2022.10.25
2021.11.11
2022.10.21
2019.１.－
2021.8.13
2022.8.20
2021.12.2
2017.－.－
2022.８.－

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

大学3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
10
10
10
10
10
10
11
11
11
11
12
12
12
12
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15

高商

経専

日根野谷脩一
西 村 秀 博
海 野 　 清
玉 置 　 實
行 松 　 宏
七 條 義 則
楢 崎 雄 二
西 村 秀 博
山 本 定 昭
森 　 忠 良
松 本 良 和
岩 谷 浩 次
土 井 秀 則
坂 本 　 明
田 岡 正 道
丹 羽 嘉 夫
岩 城 芳 治
出 口 敏 雄
船 場 一 章
小 林 邦 雄
森 脇 宗 樹
堀 井 俊 二
中 尾 寿 夫
森 川 春 夫
保 田 秀 彦
柴 田 隆 夫
佐 藤 泰 道
野 田 敬 子
藤 本 幸 治
川 口 隆 史
山 根 健 次
外 間 伸 儀
名 手 正 寿
白 井 敏 基
前 羽 博 幸
井 関 吉 民
下 野 隆 広
吉 岡 淳 一
北 嶋 重 紀
藤 河 家 直 透
塩 盛 勝 彦
新 田 浩 夫
吉 本 克 則
柏 木 文 人
加 田 久 人
豊 島 康 治
山 岸 義 和

2022.7.2
2022.5.24
2018.1.7
2021.－.－
2021.11.3
2019.11.1
2020.8.26
2022.5.24
2022.2.3
2020.8.8
2021.10.5
2022.4.4
2021.11.22
2021.11.20
－

2022.11.5
2016.3.16
2018.5.26
2021.10.7
2021.5.29
－

1999.1.18
2020.12.26
－
－

2022.6.－
2022.6.－
－
－

2021.8.29
2019.6.18
2022.5.1
2017.7.20
2022.1.29
2013.9.－
2018.2.10
2022.10.27
2022.7.15
－

2019.7.26
2015.12.16
2021.－.－
2016.5.5
2019.12.28
2022.9.25
2019.－.－
2018.12.7

安 井 伯 行
秋 田 　 均
岩 山 　 宏
川 邊 隆 子
寺 田 　 巌
山 口 照 夫
大 森 　 純
辻 井 計 三
勝 山 　 久
菊 池 郁 夫
三 浦 　 徹
福 島 純 子
西 出 雅 彦
榎 本 充 宏
織 田 隆 一 郎
鳥 　 章 夫
東 本 洋 一 郎
金 森 　 稔
片 桐 昌 彦
小 川 義 仁
奥 濱 　 聡
藤 本 美 穂
筒 井 裕 毅
足 立 丈 宣
間 野 博 圭
多 田 昌 弘
澤 　 直 行
木 瀬 　 勲
坂 﨑 鉄 二
三 栖 康 秀
薮 豊
宮 本 和 美
藤 木 　 潔
山 本 一 雄
田 組 満 夫
和 田 　 修
川 田 弘 子
高 橋 　 登
青 木 敏 郎
青 木 孝 祐
椎 木 康 之
増 田 峯 一
村 田 忠 昭
谷 　 典 憲
岡 田 欣 也
西 野 和 彦
大 谷 勝 次

2017.5.12
2016.3.11
2021.9.1
2019.3.21
2022.12.28
2022.10.3
－
－
－

2023.4.2
－

2022.7.14
－

2020.8.18
2022.5.24
－
－
－

2010.3.13
2018.3.20
2018.1.17
2016.3.27
2017.7.20
－

2014.－.－
2021.12.1
2020.10.19
2018.1.15
2016.4.5
－

2022.11.20
2021.9.19
－

2013.12.29
2022.12.2
2022.11.10
2017.9.1
2023.5.2
2017.3.22
2022.9.18
2022.1.16
2023.1.11
2022.5.25
2019.8.11
2022.5.24
2021.8.31
2022.7.18

15
16
16
16
16
16
16
16
16
16
17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
19
19
19
19
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
23
23
24
24

25
25
27
27
29
30
30
30
31
31
33
34
36
37
38
38
38
38
39
41
42
44
45
45
46
49
54
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
6
6
8

藤 原 昭 夫
岡 本 寿 郎
竹 内 喜 久 雄
八 幡 俊 夫
酒 井 邦 明
坂 口 登 志 夫
久 保 洋 子
劉 　 茂 樹
髙 垣 　 宏
小 橋 敏 夫
小 倉 　 明
田 中 栄 治
船 本 博 俊
武 田 幸 夫
金 田 督 之
髙 岡 み どり
林 聖
古 田 賀 子
林 　 洋 司
増 田 賢 仁
松 尾 祐 里
山 下 栄 里
細 尾 明 史
大 野 聖 文
片 岡 久 美 子
井ノ上 義 朗
立 川 直 子
堀 川 た か 子
立 石 真 規

2022.1.5
2023.4.11
2020.12.17
2022.12.20
2022.2.7
－

2012.1.4
－

2022.10.7
2023.3.25
2023.1.5
2022.8.31
－
－

2022.12.30
2022.11.6
2018.9.17
2017.4.28
2020.1.1
2022.5.12
2022.11.20
2022.8.20
－
－

2022.2.15
－

2021.8.27
2021.1.29
2021.5.1

8
9
9
9
10
10
10
11
12
14
16
18
19
21
22
23
24
25
28
28
29
30
30
31
31
32
34
35
38
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橋 本 徳 三 郎
藤 田 宗 二 郎
木 宮 秀 夫
伊 東 利 男
吉 田 宗 雄
吹 田 四 郎
藤 田 三 郎
橋 本 　 渉
北 村 　 実
薮 林 弘 毅
生 駒 俊 一
田 畑 脩 三
的 場 茂 樹
植 田 貞 夫
山 崎 昌 平
森 下 善 雄
山 中 　 静
進 士 俊 夫
小 川 喜 八 郎
大 平 明 秀
川 出 孝 一
福 島 一 成
矢 野 　 哲
坂 元 憲 夫
中 村 良 一
中 村 泰 三
酒 井 澄 夫
大 河 内 祥 吉
斎 藤 照 吉
辰 巳 富 夫
辻 小 彌 太
三 浦 恒 雄
山 本 睦 夫
赤 松 良 材
有 村 　 博
田 中 俊 夫
服 部 文 弥
安 原日出 夫
小 谷 吉 雄
石 橋 　 豊
田 尾 　 勤
阿 部 　 直

1990.12.19
－
－
－

2005.7.31
2002.12.8
2010.9.11
2004.1.29
2022.6.14
2014.2.3
2002.12.30
2022.11.2
2009.－.－
2021.8.5
2016.1.28
2016.5.17
2022.12.29
－

2008.3.16
－

2022.9.10
2023.1.15
－

2015.12.19
2012.1.12
2021.5.22
－

2018.12.15
2012.6.12
2021.6.8
2022.8.15
2016.6.5
2020.8.25
2015.10.10
2018.4.30
2022.4.18
2023.1.30
2019.5.1
2015.8.3
2011.12.7
2016.4.18
2021.6.30

西 田 　 勉
橋 爪 敏 晴
御 木 　 勲
古 梅 十 重 子
浜 田 𠮷 弘
森 下 　 幹
堀 川 駿 太 郎
平 畑 　 勤
樫 尾 　 昭
岡 野 昭 二
加 藤 　 勲
鶴 木 修 一
牧 田 茂 樹
和 田 　 耕
西 埜 久 好
木 下 富 夫
金 田 達 郎
田 中 淳 夫
中 峯 良 藏
早 瀬 康 夫
宮 内 林 三
若 林 司 郎
久 保 田 祥 哉
高 橋 　 亨
富 本 吉 彦
中 島 義 美
山 岡 幸 治
籔 本 　 勉
小 倉 康 男
三 川 保 明
南 川 彰 男
向 井 邦 雄
浮 穴 郁 也
北 　 盛 夫
檞 享
増 井 　 修
宮 野 秀 雄
森 井 　 眞
山 田 啓 一
山 村 栄 一
堀 口 利 彦
有 本 公 彦

2020.11.20
2022.12.9
－

2017.10.31
2022.8.25
2008.11.17
2022.11.17
2023.7.18
2019.6.1
2022.7.2
2011.11.12
2016.6.12
2023.2.7
2022.4.28
2009.9.13
2022.10.19
2022.7.7
2020.5.19
2022.4.9
2020.7.7
2022.10.3
2021.6.26
2020.7.31
2019.2.16
2017.3.6
2022.1.7
2016.4.21
2022.7.18
2021.6.22
2022.8.25
2022.11.29
2021.6.29
2022.11.21
－

2016.4.24
2020.8.11
2022.8.10
2020.9.27
2020.10.10
2022.7.13
2020.12.13
2022.11.3

5
6
8
9
9
11
12
16
16
16
17
18
18
19
19
19
20
20
20
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4

4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

大 矢 　 武
谷 口 好 生
八 木 　 弥
川 崎 満 夫
吉 岡 　 武
道 浦 　 耐
味 村 一 彦
八 木 　 彌
渡 邊 裕 史
阿 曽 　 肇
岸 　 章 介
梅 田 幾 生
萬 谷 美 次
児 島 芳 造
杉 政 岱 二
田 中 輝 豊
中 村 昭 子
向 出 　 卓
山 野 隆 司
萬 谷 美 次
長 澤 正 雄
香 村 光 夫
竹 中 愼 和
寺 中 光 郎
井 上 脩 之 助
中 西 一 郎
平 井 忠 雄
宮 本 喜 行
室 田 正 義
森 山 六 朗
山 本 喜 市
作 田 　 洋
大 谷 浩 史
二 宮 利 之
高 梨 有 功
三 浦 正 和
大 谷 剛 平
大 西 洋 太 郎
北 山 明 男
慈 幸 孝 夫
中 野 恵 司
西 尾 勝 美
二 宮 利 之
山 中 朝 二 郎
山 本 俊 彦
木 土 好 司
上 田 雄 三

2023.2.6
2008.6.10
2022.12.22
2022.9.17
2020.6.16
2022.12.20
2022.1.19
2022.12.22
2014.2.1
2023.4.8
2023.3.4
2022.12.30
2021.5.9
2022.2.8
2021.12.31
2022.8.－
2022.1.11
2020.8.30
2022.7.2
2021.5.9
2022.6.12
2022.1.16
2023.4.15
2023.6.7
2021.5.28
2022.11.22
2022.1.5
2022.2.10
2022.12.28
2023.1.2
2022.7.30
2023.5.1
2022.10.31
2023.1.1
2022.8.20
2023.5.13
2022.10.31
2010.9.19
2021.9.30
2022.5.14
2021.2.18
2021.6.21
2023.1.1
2016.1.31
2022.6.21
2022.3.25
2022.10.4

浦 畠 正 彦
江 頭 俊 郎
高 田 典 晃
高 津 俊 作
田 中 　 煕
寺 尾 義 久
永 井 貞 雄
山 下 房 宏
近 森 茂 夫
仲 井 敏 博
石 川 晃 三
塩 崎 昌 彦
雑 賀 弘 吉
十 河 　 尚
濱 口 勇 平
渡 辺 俊 治
市 場 孝 史
森 川 延 一
喜 多 　 宏
中 幡 憲 二
前 田 　 馨
阪 野 　 仁
川 上 一 文
三 浦 敏 克
芦 田 征 二
坂 東 博 明
前 島 　 望
西 川 正 美
久 保 田 健
井 関 紀 男
島 田 　 猛
吉 川 徳 寿
増 田 和 正
大 野 俊 紀
早 川 　 宏
森 浩 一 郎
森 浦 啓 次
内 田 重 胤
内 田 重 胤
榊 原 和 彦
星 川 雅 彦
竹 内 　 基
足 立 唯 夫
北 村 昭 次 郎
塩 見 康 至
関 戸 正 造
川 本 信 之

2022.5.21
2020.2.7
2022.4.5
－

2021.6.3
2020.12.20
2022.11.28
2022.12.7
2021.7.21
2023.3.12
2022.9.14
2023.6.23
2022.6.18
2022.7.20
2022.12.27
－
－

2023.3.24
2022.11.19
2022.11.5
2022.1.30
2023.5.10
－

2023.2.23
2021.7.8
2022.4.12
2023.2.16
2023.6.23
2022.7.1
2022.10.17
2022.8.28
2022.5.31
－
－

2017.9.－
2022.8.20
－

2022.10.1
2022.10.25
2021.11.11
2022.10.21
2019.１.－
2021.8.13
2022.8.20
2021.12.2
2017.－.－
2022.８.－

3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
10
10
10
10
10
10
11
11
11
11
12
12
12
12
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15

日根野谷脩一
西 村 秀 博
海 野 　 清
玉 置 　 實
行 松 　 宏
七 條 義 則
楢 崎 雄 二
西 村 秀 博
山 本 定 昭
森 　 忠 良
松 本 良 和
岩 谷 浩 次
土 井 秀 則
坂 本 　 明
田 岡 正 道
丹 羽 嘉 夫
岩 城 芳 治
出 口 敏 雄
船 場 一 章
小 林 邦 雄
森 脇 宗 樹
堀 井 俊 二
中 尾 寿 夫
森 川 春 夫
保 田 秀 彦
柴 田 隆 夫
佐 藤 泰 道
野 田 敬 子
藤 本 幸 治
川 口 隆 史
山 根 健 次
外 間 伸 儀
名 手 正 寿
白 井 敏 基
前 羽 博 幸
井 関 吉 民
下 野 隆 広
吉 岡 淳 一
北 嶋 重 紀
藤 河 家 直 透
塩 盛 勝 彦
新 田 浩 夫
吉 本 克 則
柏 木 文 人
加 田 久 人
豊 島 康 治
山 岸 義 和

2022.7.2
2022.5.24
2018.1.7
2021.－.－
2021.11.3
2019.11.1
2020.8.26
2022.5.24
2022.2.3
2020.8.8
2021.10.5
2022.4.4
2021.11.22
2021.11.20
－

2022.11.5
2016.3.16
2018.5.26
2021.10.7
2021.5.29
－

1999.1.18
2020.12.26
－
－

2022.6.－
2022.6.－
－
－

2021.8.29
2019.6.18
2022.5.1
2017.7.20
2022.1.29
2013.9.－
2018.2.10
2022.10.27
2022.7.15
－

2019.7.26
2015.12.16
2021.－.－
2016.5.5
2019.12.28
2022.9.25
2019.－.－
2018.12.7

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

大学

短大

安 井 伯 行
秋 田 　 均
岩 山 　 宏
川 邊 隆 子
寺 田 　 巌
山 口 照 夫
大 森 　 純
辻 井 計 三
勝 山 　 久
菊 池 郁 夫
三 浦 　 徹
福 島 純 子
西 出 雅 彦
榎 本 充 宏
織 田 隆 一 郎
鳥 　 章 夫
東 本 洋 一 郎
金 森 　 稔
片 桐 昌 彦
小 川 義 仁
奥 濱 　 聡
藤 本 美 穂
筒 井 裕 毅
足 立 丈 宣
間 野 博 圭
多 田 昌 弘
澤 　 直 行
木 瀬 　 勲
坂 﨑 鉄 二
三 栖 康 秀
薮 豊
宮 本 和 美
藤 木 　 潔
山 本 一 雄
田 組 満 夫
和 田 　 修
川 田 弘 子
高 橋 　 登
青 木 敏 郎
青 木 孝 祐
椎 木 康 之
増 田 峯 一
村 田 忠 昭
谷 　 典 憲
岡 田 欣 也
西 野 和 彦
大 谷 勝 次

2017.5.12
2016.3.11
2021.9.1
2019.3.21
2022.12.28
2022.10.3
－
－
－

2023.4.2
－

2022.7.14
－

2020.8.18
2022.5.24
－
－
－

2010.3.13
2018.3.20
2018.1.17
2016.3.27
2017.7.20
－

2014.－.－
2021.12.1
2020.10.19
2018.1.15
2016.4.5
－

2022.11.20
2021.9.19
－

2013.12.29
2022.12.2
2022.11.10
2017.9.1
2023.5.2
2017.3.22
2022.9.18
2022.1.16
2023.1.11
2022.5.25
2019.8.11
2022.5.24
2021.8.31
2022.7.18

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

15
16
16
16
16
16
16
16
16
16
17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
19
19
19
19
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
23
23
24
24

25
25
27
27
29
30
30
30
31
31
33
34
36
37
38
38
38
38
39
41
42
44
45
45
46
49
54
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
6
6
8

短大 藤 原 昭 夫
岡 本 寿 郎
竹 内 喜 久 雄
八 幡 俊 夫
酒 井 邦 明
坂 口 登 志 夫
久 保 洋 子
劉 　 茂 樹
髙 垣 　 宏
小 橋 敏 夫
小 倉 　 明
田 中 栄 治
船 本 博 俊
武 田 幸 夫
金 田 督 之
髙 岡 み どり
林 聖
古 田 賀 子
林 　 洋 司
増 田 賢 仁
松 尾 祐 里
山 下 栄 里
細 尾 明 史
大 野 聖 文
片 岡 久 美 子
井ノ上 義 朗
立 川 直 子
堀 川 た か 子
立 石 真 規

2022.1.5
2023.4.11
2020.12.17
2022.12.20
2022.2.7
－

2012.1.4
－

2022.10.7
2023.3.25
2023.1.5
2022.8.31
－
－

2022.12.30
2022.11.6
2018.9.17
2017.4.28
2020.1.1
2022.5.12
2022.11.20
2022.8.20
－
－

2022.2.15
－

2021.8.27
2021.1.29
2021.5.1

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

8
9
9
9
10
10
10
11
12
14
16
18
19
21
22
23
24
25
28
28
29
30
30
31
31
32
34
35
38

大学
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橋 本 徳 三 郎
藤 田 宗 二 郎
木 宮 秀 夫
伊 東 利 男
吉 田 宗 雄
吹 田 四 郎
藤 田 三 郎
橋 本 　 渉
北 村 　 実
薮 林 弘 毅
生 駒 俊 一
田 畑 脩 三
的 場 茂 樹
植 田 貞 夫
山 崎 昌 平
森 下 善 雄
山 中 　 静
進 士 俊 夫
小 川 喜 八 郎
大 平 明 秀
川 出 孝 一
福 島 一 成
矢 野 　 哲
坂 元 憲 夫
中 村 良 一
中 村 泰 三
酒 井 澄 夫
大 河 内 祥 吉
斎 藤 照 吉
辰 巳 富 夫
辻 小 彌 太
三 浦 恒 雄
山 本 睦 夫
赤 松 良 材
有 村 　 博
田 中 俊 夫
服 部 文 弥
安 原日出 夫
小 谷 吉 雄
石 橋 　 豊
田 尾 　 勤
阿 部 　 直

1990.12.19
－
－
－

2005.7.31
2002.12.8
2010.9.11
2004.1.29
2022.6.14
2014.2.3
2002.12.30
2022.11.2
2009.－.－
2021.8.5
2016.1.28
2016.5.17
2022.12.29
－

2008.3.16
－

2022.9.10
2023.1.15
－

2015.12.19
2012.1.12
2021.5.22
－

2018.12.15
2012.6.12
2021.6.8
2022.8.15
2016.6.5
2020.8.25
2015.10.10
2018.4.30
2022.4.18
2023.1.30
2019.5.1
2015.8.3
2011.12.7
2016.4.18
2021.6.30

西 田 　 勉
橋 爪 敏 晴
御 木 　 勲
古 梅 十 重 子
浜 田 𠮷 弘
森 下 　 幹
堀 川 駿 太 郎
平 畑 　 勤
樫 尾 　 昭
岡 野 昭 二
加 藤 　 勲
鶴 木 修 一
牧 田 茂 樹
和 田 　 耕
西 埜 久 好
木 下 富 夫
金 田 達 郎
田 中 淳 夫
中 峯 良 藏
早 瀬 康 夫
宮 内 林 三
若 林 司 郎
久 保 田 祥 哉
高 橋 　 亨
富 本 吉 彦
中 島 義 美
山 岡 幸 治
籔 本 　 勉
小 倉 康 男
三 川 保 明
南 川 彰 男
向 井 邦 雄
浮 穴 郁 也
北 　 盛 夫
檞 享
増 井 　 修
宮 野 秀 雄
森 井 　 眞
山 田 啓 一
山 村 栄 一
堀 口 利 彦
有 本 公 彦

2020.11.20
2022.12.9
－

2017.10.31
2022.8.25
2008.11.17
2022.11.17
2023.7.18
2019.6.1
2022.7.2
2011.11.12
2016.6.12
2023.2.7
2022.4.28
2009.9.13
2022.10.19
2022.7.7
2020.5.19
2022.4.9
2020.7.7
2022.10.3
2021.6.26
2020.7.31
2019.2.16
2017.3.6
2022.1.7
2016.4.21
2022.7.18
2021.6.22
2022.8.25
2022.11.29
2021.6.29
2022.11.21
－

2016.4.24
2020.8.11
2022.8.10
2020.9.27
2020.10.10
2022.7.13
2020.12.13
2022.11.3

5
6
8
9
9
11
12
16
16
16
17
18
18
19
19
19
20
20
20
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4

4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

大 矢 　 武
谷 口 好 生
八 木 　 弥
川 崎 満 夫
吉 岡 　 武
道 浦 　 耐
味 村 一 彦
八 木 　 彌
渡 邊 裕 史
阿 曽 　 肇
岸 　 章 介
梅 田 幾 生
萬 谷 美 次
児 島 芳 造
杉 政 岱 二
田 中 輝 豊
中 村 昭 子
向 出 　 卓
山 野 隆 司
萬 谷 美 次
長 澤 正 雄
香 村 光 夫
竹 中 愼 和
寺 中 光 郎
井 上 脩 之 助
中 西 一 郎
平 井 忠 雄
宮 本 喜 行
室 田 正 義
森 山 六 朗
山 本 喜 市
作 田 　 洋
大 谷 浩 史
二 宮 利 之
高 梨 有 功
三 浦 正 和
大 谷 剛 平
大 西 洋 太 郎
北 山 明 男
慈 幸 孝 夫
中 野 恵 司
西 尾 勝 美
二 宮 利 之
山 中 朝 二 郎
山 本 俊 彦
木 土 好 司
上 田 雄 三

2023.2.6
2008.6.10
2022.12.22
2022.9.17
2020.6.16
2022.12.20
2022.1.19
2022.12.22
2014.2.1
2023.4.8
2023.3.4
2022.12.30
2021.5.9
2022.2.8
2021.12.31
2022.8.－
2022.1.11
2020.8.30
2022.7.2
2021.5.9
2022.6.12
2022.1.16
2023.4.15
2023.6.7
2021.5.28
2022.11.22
2022.1.5
2022.2.10
2022.12.28
2023.1.2
2022.7.30
2023.5.1
2022.10.31
2023.1.1
2022.8.20
2023.5.13
2022.10.31
2010.9.19
2021.9.30
2022.5.14
2021.2.18
2021.6.21
2023.1.1
2016.1.31
2022.6.21
2022.3.25
2022.10.4

浦 畠 正 彦
江 頭 俊 郎
高 田 典 晃
高 津 俊 作
田 中 　 煕
寺 尾 義 久
永 井 貞 雄
山 下 房 宏
近 森 茂 夫
仲 井 敏 博
石 川 晃 三
塩 崎 昌 彦
雑 賀 弘 吉
十 河 　 尚
濱 口 勇 平
渡 辺 俊 治
市 場 孝 史
森 川 延 一
喜 多 　 宏
中 幡 憲 二
前 田 　 馨
阪 野 　 仁
川 上 一 文
三 浦 敏 克
芦 田 征 二
坂 東 博 明
前 島 　 望
西 川 正 美
久 保 田 健
井 関 紀 男
島 田 　 猛
吉 川 徳 寿
増 田 和 正
大 野 俊 紀
早 川 　 宏
森 浩 一 郎
森 浦 啓 次
内 田 重 胤
内 田 重 胤
榊 原 和 彦
星 川 雅 彦
竹 内 　 基
足 立 唯 夫
北 村 昭 次 郎
塩 見 康 至
関 戸 正 造
川 本 信 之

2022.5.21
2020.2.7
2022.4.5
－

2021.6.3
2020.12.20
2022.11.28
2022.12.7
2021.7.21
2023.3.12
2022.9.14
2023.6.23
2022.6.18
2022.7.20
2022.12.27
－
－

2023.3.24
2022.11.19
2022.11.5
2022.1.30
2023.5.10
－

2023.2.23
2021.7.8
2022.4.12
2023.2.16
2023.6.23
2022.7.1
2022.10.17
2022.8.28
2022.5.31
－
－

2017.9.－
2022.8.20
－

2022.10.1
2022.10.25
2021.11.11
2022.10.21
2019.１.－
2021.8.13
2022.8.20
2021.12.2
2017.－.－
2022.８.－

3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
10
10
10
10
10
10
11
11
11
11
12
12
12
12
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15

日根野谷脩一
西 村 秀 博
海 野 　 清
玉 置 　 實
行 松 　 宏
七 條 義 則
楢 崎 雄 二
西 村 秀 博
山 本 定 昭
森 　 忠 良
松 本 良 和
岩 谷 浩 次
土 井 秀 則
坂 本 　 明
田 岡 正 道
丹 羽 嘉 夫
岩 城 芳 治
出 口 敏 雄
船 場 一 章
小 林 邦 雄
森 脇 宗 樹
堀 井 俊 二
中 尾 寿 夫
森 川 春 夫
保 田 秀 彦
柴 田 隆 夫
佐 藤 泰 道
野 田 敬 子
藤 本 幸 治
川 口 隆 史
山 根 健 次
外 間 伸 儀
名 手 正 寿
白 井 敏 基
前 羽 博 幸
井 関 吉 民
下 野 隆 広
吉 岡 淳 一
北 嶋 重 紀
藤 河 家 直 透
塩 盛 勝 彦
新 田 浩 夫
吉 本 克 則
柏 木 文 人
加 田 久 人
豊 島 康 治
山 岸 義 和

2022.7.2
2022.5.24
2018.1.7
2021.－.－
2021.11.3
2019.11.1
2020.8.26
2022.5.24
2022.2.3
2020.8.8
2021.10.5
2022.4.4
2021.11.22
2021.11.20
－

2022.11.5
2016.3.16
2018.5.26
2021.10.7
2021.5.29
－

1999.1.18
2020.12.26
－
－

2022.6.－
2022.6.－
－
－

2021.8.29
2019.6.18
2022.5.1
2017.7.20
2022.1.29
2013.9.－
2018.2.10
2022.10.27
2022.7.15
－

2019.7.26
2015.12.16
2021.－.－
2016.5.5
2019.12.28
2022.9.25
2019.－.－
2018.12.7

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

大学

短大

安 井 伯 行
秋 田 　 均
岩 山 　 宏
川 邊 隆 子
寺 田 　 巌
山 口 照 夫
大 森 　 純
辻 井 計 三
勝 山 　 久
菊 池 郁 夫
三 浦 　 徹
福 島 純 子
西 出 雅 彦
榎 本 充 宏
織 田 隆 一 郎
鳥 　 章 夫
東 本 洋 一 郎
金 森 　 稔
片 桐 昌 彦
小 川 義 仁
奥 濱 　 聡
藤 本 美 穂
筒 井 裕 毅
足 立 丈 宣
間 野 博 圭
多 田 昌 弘
澤 　 直 行
木 瀬 　 勲
坂 﨑 鉄 二
三 栖 康 秀
薮 豊
宮 本 和 美
藤 木 　 潔
山 本 一 雄
田 組 満 夫
和 田 　 修
川 田 弘 子
高 橋 　 登
青 木 敏 郎
青 木 孝 祐
椎 木 康 之
増 田 峯 一
村 田 忠 昭
谷 　 典 憲
岡 田 欣 也
西 野 和 彦
大 谷 勝 次

2017.5.12
2016.3.11
2021.9.1
2019.3.21
2022.12.28
2022.10.3
－
－
－

2023.4.2
－

2022.7.14
－

2020.8.18
2022.5.24
－
－
－

2010.3.13
2018.3.20
2018.1.17
2016.3.27
2017.7.20
－

2014.－.－
2021.12.1
2020.10.19
2018.1.15
2016.4.5
－

2022.11.20
2021.9.19
－

2013.12.29
2022.12.2
2022.11.10
2017.9.1
2023.5.2
2017.3.22
2022.9.18
2022.1.16
2023.1.11
2022.5.25
2019.8.11
2022.5.24
2021.8.31
2022.7.18

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

15
16
16
16
16
16
16
16
16
16
17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
19
19
19
19
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
23
23
24
24

25
25
27
27
29
30
30
30
31
31
33
34
36
37
38
38
38
38
39
41
42
44
45
45
46
49
54
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
6
6
8

短大 藤 原 昭 夫
岡 本 寿 郎
竹 内 喜 久 雄
八 幡 俊 夫
酒 井 邦 明
坂 口 登 志 夫
久 保 洋 子
劉 　 茂 樹
髙 垣 　 宏
小 橋 敏 夫
小 倉 　 明
田 中 栄 治
船 本 博 俊
武 田 幸 夫
金 田 督 之
髙 岡 み どり
林 聖
古 田 賀 子
林 　 洋 司
増 田 賢 仁
松 尾 祐 里
山 下 栄 里
細 尾 明 史
大 野 聖 文
片 岡 久 美 子
井ノ上 義 朗
立 川 直 子
堀 川 た か 子
立 石 真 規

2022.1.5
2023.4.11
2020.12.17
2022.12.20
2022.2.7
－

2012.1.4
－

2022.10.7
2023.3.25
2023.1.5
2022.8.31
－
－

2022.12.30
2022.11.6
2018.9.17
2017.4.28
2020.1.1
2022.5.12
2022.11.20
2022.8.20
－
－

2022.2.15
－

2021.8.27
2021.1.29
2021.5.1

卒業校名称 卒 期 氏　　名 永眠年月日

8
9
9
9
10
10
10
11
12
14
16
18
19
21
22
23
24
25
28
28
29
30
30
31
31
32
34
35
38

大学
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ロイヤルタワー大阪谷町207号

電話 06－6941－4986

FAX 06－6947－7925

発行人 北村　修一

編集人 穂永　千秋

（印刷・製本  東洋紙業高速印刷株式会社）

柑芦編集委員会

委 員 長 穂永　千秋（神戸）

委      員 青柳　明雄（大阪）

　 同

　 同

糸川　公偉（大阪）　 同

萩原　　謙（神戸）

　 同

中川　暢顕（東海）

中川　貴照（東京）

各 支 部 広報支局員

広告掲載申込み受付中 ! !
「柑芦」の編集費用は、広告収入でその

大部分を賄っております。

皆様のご協力をお願いします。

お問合せ、お申込みは、本部事務局へ

《投稿募集!!》
柑芦会員並びに関係者の方々からの投稿を
歓迎いたします。
随筆・紀行文・俳句・短歌・詩・・・・・など
ただし、編集上、訂正、削除等の変更がある
場合をお含み置き下さい。

あ     と     が     き

　経済学部１００周年の今年、柑芦第４号も皆様方

のご協力により完成、発行となりました。投稿のお願

いにご協力くださいました皆様方、編集に携わって

いただきました皆様方に、心より御礼申し上げます。

ありがとうございました。

　コロナ禍での交流の機会が奪われたここ数年で

したが、そうした懸念も少しづつ払しょくされ、キャン

パスに、同窓会総会に活気が戻った１年でした。

また、古いアルバムから、和歌山大学生を中心とした

災害ボランティア活動の記録が放映され、元気をも

らった方も多かったと思います。

　これまでの○○年記念号では、それまでの歩みを

中心に、偉大なる先輩の偉業から学ぶ企画が多

かったのですが、今回は新しい１００年に向けての

夫々の夢を語っていただきました。夢を実現するのは

夫々の努力であり、生き甲斐ともなります。

　柑芦の編集に携わってきた編集委員も高齢化と

いう現実が待っており、スムーズにバトンタッチできる

よう、立ち止まることなく引き継ぎたいと願っておりま

す。電子媒体の時代と言っても、広報媒体の一つと

しての本誌編集はまだまだ欠かすことはできません。

会員の皆様の御協力と編集委員への参加を希望

いたします。

「柑芦」編集委員長　　大17　穂永 千秋

◆転載禁止　本誌掲載の記事・文章・写真については、無断転載は禁止します。
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　 同

中川　暢顕（東海）

中川　貴照（東京）

各 支 部 広報支局員

広告掲載申込み受付中 ! !
「柑芦」の編集費用は、広告収入でその

大部分を賄っております。

皆様のご協力をお願いします。

お問合せ、お申込みは、本部事務局へ

《投稿募集!!》
柑芦会員並びに関係者の方々からの投稿を
歓迎いたします。
随筆・紀行文・俳句・短歌・詩・・・・・など
ただし、編集上、訂正、削除等の変更がある
場合をお含み置き下さい。

あ     と     が     き

　経済学部１００周年の今年、柑芦第４号も皆様方

のご協力により完成、発行となりました。投稿のお願

いにご協力くださいました皆様方、編集に携わって

いただきました皆様方に、心より御礼申し上げます。

ありがとうございました。

　コロナ禍での交流の機会が奪われたここ数年で

したが、そうした懸念も少しづつ払しょくされ、キャン

パスに、同窓会総会に活気が戻った１年でした。

また、古いアルバムから、和歌山大学生を中心とした

災害ボランティア活動の記録が放映され、元気をも

らった方も多かったと思います。

　これまでの○○年記念号では、それまでの歩みを

中心に、偉大なる先輩の偉業から学ぶ企画が多

かったのですが、今回は新しい１００年に向けての

夫々の夢を語っていただきました。夢を実現するのは

夫々の努力であり、生き甲斐ともなります。

　柑芦の編集に携わってきた編集委員も高齢化と

いう現実が待っており、スムーズにバトンタッチできる

よう、立ち止まることなく引き継ぎたいと願っておりま

す。電子媒体の時代と言っても、広報媒体の一つと

しての本誌編集はまだまだ欠かすことはできません。

会員の皆様の御協力と編集委員への参加を希望

いたします。

「柑芦」編集委員長　　大17　穂永 千秋
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─ 117 ─




	柑芦第54号_表紙1
	P001-037_巻頭挨拶
	P038-047_遺稿-追悼
	P048-053_支部だより
	P054-095_ゼミ-母校だより
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